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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ




　ときは明めい治じ時じ代だいの中ちゅう期き──日にっ本ぽん各かく地ちの港みなと町まちで、いろいろな外がい国こくとの貿ぼう易えきが、さかんになってきたころのこと。

　１人ひとりの北ほく欧おう人じんが、ある港みなと町まちにおりたった。

　彼かれの名な前まえはイーヴァル・クヌッセン。

　荷に物もつは、ふるびた麻あさぶくろがひとつ。それ以い外がいはなにも持もっていなかった。

　フードつきのすすけたローブの首くびもとから、純じゅん金きんのロザリオが光ひかる。

　キリスト教きょうの宣せん教きょう師しだろうか。

　それにしても、イーヴァルのあとに船ふねからおりてきた、銀ぎん色いろのふさふさとした毛けなみの大おおきなオオカミのような犬いぬはなんだろう。イーヴァルの１歩ぽうしろを、ピッタリとつきそう姿すがたは、まるで従じゅう者しゃのようだ。

　これだけの大おおきな犬いぬなのに、まわりの人にん間げんはだれ１人ひとりとして、このオオカミのような犬いぬを、気きにもとめていなかった。

　見みえていないはずがないのに……。

　長なが旅たびを終おえて、目めをかがやかせておりてくる人ひとたちとは対たい照しょう的てきに、イーヴァルの表ひょう情じょうは、暗くらかった。

　ときどきまわりを見みまわしては安あん心しんする、というしぐさをしている。

　あきらかに、あやしい人ひとだ。

　何なん度どかそんな行こう動どうをくりかえしたあと──イーヴァルは安あん心しんしたのか、口くちもとに一いっ瞬しゅんだけ笑えみをうかべた。

　長ながすぎるほどの犬けん歯しがチラリと見みえる。

　と、そのときだった。

　潮しおのニオイをふくんだ突とっ風ぷうが吹ふき、船ふねからおりてきた人ひと々びとのマントやローブをめくりあげた。イーヴァルの、目ま深ぶかにかぶっていたフードがとれる。

　そんなイーヴァルを見みて、まわりの人ひとたちはハッと息いきをのんだ。

　それはなぜか。

　イーヴァルが、あまりにも美び青せい年ねんだったからだ。

　栗くり毛げ色いろの髪かみは短みじかく刈かられていて、ほりの深ふかい、ととのった顔かおがよく見みえた。

　空そらのようにすんだ蒼あおい瞳ひとみも、透すきとおるような色いろ白じろの肌はだも、くっきりしすぎない二ふた重えも──いまでいうと、イケメンという言こと葉ばがピッタリくるような──そんな外がい見けんをしている。

　やわらかな春はるの日ひざしの中なかで、スポットライトをあびたように、イーヴァルのまわりだけが、かがやいて見みえた。

　しかし──イーヴァルは顔かおをゆがめると、人ひと目めをさけるように、いそいでフードをかぶった。

　イーヴァルは人ひと々びとの視し線せんから逃にげるように、さわがしい町まちの中なかへと消きえていった。

　あの大おおきなオオカミのような犬いぬも、いつの間まにか姿すがたが見みえなくなっている。




　歴れき史しが動うごきだすのは、これから１００年ねんもあとのこと──。







　　　　１　のびる犬けん歯しは、遺い伝でんのせい!?




　Ｋ県けんＹ市しの山やまのほうにある、しずかな住じゅう宅たく街がいの一いっ角かくに、ふるびた洋よう館かんがあった。

　ツタがからまったその大おおきな洋よう館かんは、はじめて見みる人ひとに言いわせると「おばけやしきのように見みえる」らしい。

　しかし、その家いえにはちゃんと人ひとが住すんでいる。

　中なかに入はいれば、おばけやしきのような外がい観かんとはちがい、まるで高こう級きゅうホテルのようだった。外がい国こくから取とりよせた調ちょう度ど品ひん、大だい理り石せきでできたシンプルなキッチン、ツヤのある階かい段だん、そして暖だん炉ろまでがおかれている。

　海かい外がいのおやしきを、そっくりそのまま持もってきたような家いえだった。

　そんな家いえの中ちゅう心しんで──

「ん？　今日きょうのごはんは納なっ豆とうだ」

　栗くり毛げ色いろの長ながい髪かみに寝ねぐせをつけたまま、階かい段だんをゆっくりとおりてくるのは──高たか野の杏あん樹じゅ。この家いえの住じゅう人にんだ。

「それと、おとうふのおみそ汁しる」

　そうつぶやいて、杏あん樹じゅはダイニングの中なかへと入はいっていく。

「おじいちゃん、おはよう」

　とびきりの笑えみをうかべ、キッチンの中なかで、いそがしそうに動うごいている人じん物ぶつに声こえをかけた。

　おじいちゃんと呼よばれた人じん物ぶつは、ゆっくりとふりかえる。

「おはよう、杏あん樹じゅ」

　杏あん樹じゅと同おなじ色いろの髪かみと、首くびからさげた純じゅん金きんのロザリオが、窓まどから差さしこんでくる光ひかりに照てらされ、キラキラとかがやいている。

　透すけるように見みえるのは、色しき素そがうすいせいだろうか。
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（なんてかっこいいんだろう……）

　杏あん樹じゅは、ほほえむおじいちゃんに見みとれてしまった。

　身み内うちびいきとかではなく、おじいちゃんは本ほん当とうにかっこいい。近きん所じょの商しょう店てん街がいに行いけば、かならずおばちゃんたちが寄よってくる。

　美老年なんて言こと葉ば、あるのかな。

　紳ジェン士トルマンという呼よび名なが、本ほん当とうにしっくりくる。

「なにか、てつだうことある？　おみそ汁しるできてるみたいだし……納なっ豆とうに入いれる卵たまごだそうか？」

　そう言いった杏あん樹じゅの顔かおを、おじいちゃんはふしぎそうに見みた。

「今日きょうのごはんが納なっ豆とうだって、よくわかったね」

「最さい近きんね、なんだかニオイに敏びん感かんなの。あっ、お皿さら、テーブルに運はこぶね」

　杏あん樹じゅがそう言いって、制せい服ふくのそでをまくりあげるのを見みて、おじいちゃんはそれを手てで制せいした。

「杏あん樹じゅ、寝ねぐせ」

　おじいちゃんが杏あん樹じゅの頭あたまを指ゆびさす。

「それと、顔かおも洗あらってないだろう」

「えっと……あとでやるってば」

　ごまかすように笑わらう杏あん樹じゅを見みて、おじいちゃんはため息いきをついた。

「千ち尋ひろも豪たけ人ともいないから、杏あん樹じゅが家いえのてつだいをしてくれようという気き持もちはわかる。が、しかしだな……」

（まずい、これは長ながくなるっ）

「せ、洗せん面めん所じょ行いってくるね！」

　おじいちゃんの言こと葉ばをさえぎって、杏あん樹じゅはクルリと方ほう向こう転てん換かんすると、キッチンをあとにした。

「おじいちゃんって、小こ言ごとが長ながいんだよねぇ……それがなければいいのに」

　杏あん樹じゅの家いえには、お父とうさんとお母かあさんがいない。

　お父とうさんの豪たけ人とは、世せ界かい中じゅうで活かつ躍やくするピアニストで、お母かあさんの千ち尋ひろは、敏びん腕わんマネージャーだ。年ねんに１回かい帰かえってくればいいほうで、あとは海かい外がいを飛とびまわっている。

　杏あん樹じゅが小しょう学がっ校こうにあがると同どう時じに、こんな暮くらしになったので、おじいちゃんが生せい活かつのめんどうを見みてくれていた。

（せめて、朝あさごはんの準じゅん備びくらいは、てつだいたいんだけどなぁ）

　そのとき、洗せん面めん所じょから、それはそれは大おおきな体からだをした犬いぬが出でてきた。

「あ、ヴァル。おはよー」

　知しらない子こどもが見みたら──いや、大人おとなでも、ビックリしてあとずさりするような大おおきさだ。

　でも杏あん樹じゅにとっては、生うまれたときからいっしょにいる家か族ぞくである。

「今日きょうもふっさふさだねー」

　杏あん樹じゅはしゃがみこむと、ヴァルと呼よんだ犬いぬの首くびもとに抱だきついた。ヴァルはくすぐったそうに、あごを杏あん樹じゅの肩かたにのせる。

「なんだか最さい近きん、朝あさ、シャキッと起おきられないんだよねぇ。もしかして私わたし、低てい気き圧あつなのかも」

　ヴァルは頭あたまをあげると、横よこにふった。

「ん？　あれ、低てい血けつ圧あつだっけ」

　ヴァルがうなずく。そのたびに、ふさふさとした銀ぎん色いろの毛けがゆれた。

「気きにするなって言いってくれてるの？」

　ヴァルが冷つめたくしめった鼻はなを、杏あん樹じゅのほおに押おしつけてくる。

「ヴァルはいいヤツだなー」

　キュウンと小ちいさくヴァルが鳴ないた。

「だれか、そこにいんの？」

　洗せん面めん所じょから──おじいちゃんに負まけずおとらずの美び少しょう年ねんが、顔かおを出だした。

　蒼あおい瞳ひとみをふちどる長ながいまつげ、透すきとおるほど白しろい肌はだ、栗くり毛げ色いろの髪かみはきちんとセットされてる。

「おにいちゃん！　歯はみがきしながら、しゃべると、アワ落おちるよ」

　杏あん樹じゅはヴァルからはなれて、洗せん面めん所じょへと入はいっていく。

「なぁ、杏あん樹じゅ、これどう思おもう？」

「なに？」

　歯はみがきを終おえて、光こう哉やはくちびるをひっぱって、杏あん樹じゅに見みせた。

　おもわず、髪かみをとかす杏あん樹じゅの手てが止とまる。

「なっ……それって」

「ちょっと長ながいだろ」

　キレイに生はえそろった光こう哉やの歯はは──犬けん歯しだけが、牙きばのように長ながく伸のびている。

「なにそれ！　それ……いつから伸のびてきたの？」

「最さい近きんだよ。こないだの撮さつ影えいのときに気きづいてさ」

「こないだって、いつ？　毎まい週しゅう、なにかしら雑ざっ誌しのグラビア撮さつ影えいしてるじゃない」

「いつだったかな……わすれたよ」

　そう言いって、光こう哉やは鏡かがみにむきなおった。

　杏あん樹じゅのおにいちゃんの光こう哉やは、中ちゅう学がく生せいにしてプロのファッションモデルをしている──それも、売うれっ子こなのだ。

　中ちゅう学がく２年ねん生せいとは思おもえない、大人おとなびた顔かお、13歳さいにして１７０センチもある身しん長ちょうは、モデルじゃなくても、だれもがふりかえるだろう。

「しっかし、こうも長ながいと、まるで吸ヴァ血ンパ鬼イアだよな……あ！」

　光こう哉やはいったん言こと葉ばを切きると、口くちもとに笑えみをうかべて、鏡かがみを見みながらポーズをつけた。

「ヴァンパイア、いいじゃん。オレ、ゴシック系けいの服ふくも似に合あうかも。受うけそうだぜ」

　杏あん樹じゅは、大おおきくため息いきをついた。

「今こん度どのショーでプレスに提てい案あんしてみよう」

「プレスって？」

　おもわず聞ききかえした杏あん樹じゅに、光こう哉やはかたほうの眉まゆをあげた。

「こないだも教おしえたろ。プレスってのは、ショップブランドの広こう報ほう」

　光こう哉やは「あー、腹はらへった」と言いいながら、洗せん面めん所じょをあとにした。

　杏あん樹じゅはそんな光こう哉やを見み送おくると、こわごわと鏡かがみにむかって口くちをあけた。

「おにいちゃんも伸のびてるのか……」

　鏡かがみの中なかにうつる、杏あん樹じゅの犬けん歯しも長ながい。

　この間あいだから、みょうに、この歯はがウズウズして、ひそかに気きにしていたことなのだ。

（でも、おない年どしの友ともだちで、犬けん歯しだけ伸のびてるなんて聞きいたことないんだけど……私わたしたち兄きょう妹だいだけ？）

　ズキと犬けん歯しが痛いたみ、おもわず杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

　痛いたくなるたびに、伸のびている気きがする。




　ダイニングにはすでに──焼やいたシャケ、おとうふのおみそ汁しる、真まっ白しろなごはん、味あじつけのりと生なま卵たまご、そして納なっ豆とう──という、純じゅん和わ風ふうのメニューがならんでいた。

　このメニューは、杏あん樹じゅのおばあちゃんがいたころから変かわらない。

「いただきます」

　ごはんの時じ間かんは、テレビ禁きん止し。

　おじいちゃんは、生うまれも育そだちも北ほく欧おうなのだけど、なぜか日にっ本ぽん人じんっぽい古こ風ふうな考かんがえの持もち主ぬしで、かなり厳きびしい。

　さすがに、ちゃぶ台だいをひっくり返かえしたりは、しないけれど。

　食たべはじめて、しばらくすると、ズキ、とまたも犬けん歯しが痛いたみ、杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

「杏あん樹じゅ、どうした？」

　そのようすに気きづき、おじいちゃんははしを止とめた。

「なんでもない」

　そう言いったものの、痛いたみはひきそうになかった。虫むし歯ばのような痛いたみではなく、もっと奥おくから、熱あつくなってくるような、みょうな痛いたみ。

　おもわず口くちをおさえる。

「なんだ？　虫むし歯ばか？」

　杏あん樹じゅは首くびをふった。

（ふつうじゃないって思おもわれるのがこわいから、いままでだまってたんだけど……）

　白はく人じん系けいのおじいちゃんの血ちが４分ぶんの１まじってる──クォーターの外がい見けんのせいで、注ちゅう目もくされることの多おおい杏あん樹じゅは、いつも、できるだけ目め立だたないようにするクセがある。

（だって「ふつうじゃない」って思おもわれるの、こわいもん……）

「もしかしてさ、杏あん樹じゅ──」

　そのとき、光こう哉やが杏あん樹じゅの顔かおを見みた。

「おまえもオレと同おなじなんじゃねぇ？」

　光こう哉やの言こと葉ばを聞きいた瞬しゅん間かん、おじいちゃんが顔かおをしかめた。

　一いっ瞬しゅんだけ。なにか衝しょう撃げき的てきなことを聞きいたみたいに。

　杏あん樹じゅは、その一いっ瞬しゅんを見み逃のがさなかった。

（な、なに!?　どうして、そんな顔かおをするの？）

「なぁ……杏あん樹じゅも、犬けん歯しが伸のびてきてるんだろ。オレも、最さい近きんは痛いたくないけど、伸のびてるときは痛いたかったしな」

　光こう哉やはそう言いうと、お茶ちゃをひと口くち飲のんだ。

「ねぇ、おじいちゃん、私わたし……病びょう院いん、行いったほうがいいの？」

「いや……」

　ふだんは少すこし、せきをするだけで「病びょう院いんに行いきなさい」というおじいちゃんが、首くびをふった。

「ほら、私わたしもそうなんだ。きっと遺い伝でんだろう。気きにすることじゃない」

　と言いって、おじいちゃんは口くちをひらいて、自じ分ぶんの犬けん歯しを見みせた。

　はじめて気きづいたけれど、たしかに長ながい。

　それも不ふ自し然ぜんなほど。

　杏あん樹じゅは口くちもとにそっと手てをあててみた。同おなじように長ながい歯は。

　でも、そこにはもう、熱あつくなるような感かん覚かくはなかった。

「ま、じいちゃんが遺い伝でんだっていうんなら、そうなんだろ」

　光こう哉やはそう言いって、席せきを立たった。

「学がっ校こうに行いく時じ間かんだぜ、杏あん樹じゅ」

　光こう哉やの言こと葉ばで、杏あん樹じゅは、かべの時と計けいを見みた。

「わっ、もうこんな時じ間かん！　おじいちゃん、いってきます」

　そう言いうと、杏あん樹じゅはあわててカバンをつかみ、玄げん関かんへと走はしっていく。

　扉とびらをあけると、春はるのやわらかな日ひざしが、庭にわいちめんに咲さいている花はな々ばなを照てらしていた。

　おばあちゃんが亡なくなってからは、おじいちゃんが丹たん精せいしている、杏あん樹じゅの大だい好すきな庭にわだ。

　スズランのような花はなが咲さくイチゴノキを始はじめ、黄き色いろいフリージア、真まっ赤かにひらいているアマリリス、当とう然ぜん、春はるの代だい表ひょう花かであるチューリップも咲さいていた。

（あっ！）

　そんな花はないっぱいの庭にわを駆かけぬけようとした杏あん樹じゅは、庭にわのまんなかで立たち止どまった。

（なんか目めが痛いたい……！）

　こめかみをぐるぐるすると、すぐにその痛いたみはおさまった。

「なんだったんだろ、いまの」

　杏あん樹じゅのつぶやきは、数すうメートル先さきの光こう哉やにも聞きこえたようだった。
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「どうした？」

　心しん配ぱいそうな顔かおをして、光こう哉やが杏あん樹じゅのそばによってくる。

「ううん、なんでもない」

「おまえな……なんでもないわけないだろ。だいじょうぶか？」

　杏あん樹じゅはメガネをはずして、目めをおさえた。

「もう痛いたくないし、平へい気きだよ」

　そう言いった杏あん樹じゅの顔かおを、光こう哉やがのぞきこんだ。

「本ほん当とうに？」

「あはは。ウソ言いってどうするのよ」

「杏あん樹じゅは、なんでもかんでも、ぜーんぶガマンするクセがあるから、しつこく聞きくしかないだろ」

（心しん配ぱいしてくれてるんだ……）

「でも、ほんとに平へい気き。おにいちゃん、いそご。遅ち刻こくとか、いやだもん」

「おまえって、バカマジメだよなー。本ほん当とうにオレの妹いもうとか？」

　ちゃかすようにそう言いって、光こう哉やは歩あるきだした。

　光こう哉やがあけっぱなしにした門もんを閉しめながら、杏あん樹じゅはふと視し線せんを感かんじて、顔かおをあげた。

　家いえの２階かい──おじいちゃんの部へ屋やに、人ひと影かげが見みえた。

（あれ？）

　部へ屋やの中なかに、おじいちゃんと、もう１人ひとり──いるように見みえる。

　目めをこらそうとした瞬しゅん間かん、うしろから光こう哉やに「マジで遅ち刻こくするぞ」と言いわれ、ハッとなった。

「ちょっと待まってよー！」

　杏あん樹じゅはそう答こたえて、ふたたび家いえのほうを見みたけれど、もうおじいちゃんの姿すがたは見みえなかった。




　杏あん樹じゅと光こう哉やがいなくなった家いえの中なか──２階かいの書しょ斎さいで、おじいちゃんがロッキングチェアにドサリと座すわりこんだ。

「まさか、あの子こまでが……」

　そう言いって、両りょう手てで顔かおをおおう。

「……杏あん樹じゅは、いつからだと言いっていた？」

　おじいちゃんは顔かおをおおったまま、部へ屋やの扉とびらの前まえに立たっている、銀ぎん色いろの長ながい髪かみを持もつ青せい年ねんに聞きいた。

「ニオイに敏びん感かんになったのは、春はる休やすみからのようでした。歯はがウズウズするというのは、今朝けさ、はじめて聞ききましたね」

「春はる休やすみというと──」

「光こう哉やさまとお２人ふたりで、豪たけ人とさまのヨーロッパ公こう演えんを見みにいかれましたよね。それから、おもどりになってからでしょうか」

　おじいちゃんは、深ふかいため息いきをついた。

「やはり、あの子こたちを日にっ本ぽんから出だすべきじゃなかったんだ」

「いいえ。そのせいでは、ないと思おもいます」

「──というと？」

「おそかれ早はやかれ、こういう事じ態たいになったのではありませんか？」

　おじいちゃんは、ひたいに手てをあて、もう一いち度ど、ため息いきをついた。

「私わたしには、もう……時じ間かんがないのに……神かみは、まだ試し練れんを与あたえるおつもりなのか」

　青せい年ねんは、じっとおじいちゃんを見みつめている。

「これが試し練れんになるかどうかは、杏あん樹じゅさまが決きめることではないでしょうか」

　おじいちゃんが、青せい年ねんを見みる。

　その目めには、あきらめに似にた色いろが宿やどっていた。

「おまえの言いうとおりだ」

「どうしましょう。私わたしでよければ、ようすを見みてまいりましょうか？」

「そうだな……そうしてもらおうか」

「かしこまりました」

　青せい年ねんは口くちもとをキュッとむすび、胸むねに手てをあてて一いち礼れいすると、部へ屋やから出でていった。







　　　　２　春はるの日ひざしは要よう注ちゅう意い！




　杏あん樹じゅのかよう海かい聖せい学がく園えんは、この町まちにあるマンモス私し立りつ校こう──幼よう稚ち園えんから高こう校こうまである一いっ貫かん校こうだ。進しん学がくのたびに試し験けんがあるものの、その試し験けんに落おちた子こは、あまりいない。

　杏あん樹じゅの家いえから学がく園えんまでは、徒と歩ほで30分ぷんほど。桜さくら並なみ木きもあって、気き持もちがいい。

　電でん車しゃでかよってくる子こは、駅えきからバスを使つかうことが多おおいけど、杏あん樹じゅはこの道みちを、友ともだちとおしゃべりしながら歩あるくのが好すきだった。

「あ、そうだ、杏あん樹じゅ。今日きょうの帰かえり、陽よう介すけんち寄よるから、晩ばんメシいらないって、じいちゃんに言いっといて」

　杏あん樹じゅの１歩ぽ前まえを歩あるいていた、光こう哉やが言いった。

「わかった」

　学がっ校こうが見みえるにつれて、制せい服ふく姿すがたの子こが多おおくなってくる。紺こんのブレザーとチェックのプリーツスカートは、近きん隣りんでもかわいいことで有ゆう名めいで、この制せい服ふく目め当あてに入にゅう学がくしてくる子こも多おおい。

（そろそろおにいちゃんから、はなれて歩あるかないとなあ……）

　と杏あん樹じゅが考かんがえていた、そのときだった。

「光こう哉や先せん輩ぱい！」

　数すう人にんの女おんなの子こが、光こう哉やに駆かけよってきた。

「おはようございます！」

「昨日きのう発はつ売ばいの雑ざっ誌し、見みましたよぉ」

「私わたしなんか３冊さつも買かっちゃった」

「かっこよすぎですよ、光こう哉や先せん輩ぱい」

「ありがとう。でも、オレより、服ふくをほめてくれるほうが、うれしいんだけど」

　と宣せん伝でんもわすれない光こう哉やは、寄よってきた女じょ子したちに笑えみをふりまく。

　みごとな王おう子じさまスマイルだ。

　あっという間まに、光こう哉やは女じょ子し生せい徒とにかこまれた。まわりにいた男だん子したちも、うらやましそうにチラチラと見みている。

　徒と歩ほ通つう学がくの光こう哉やに近ちかづくために、わざわざバスを使つかわずに、かよってくる子こも多おおいらしい。

　杏あん樹じゅはそっと、光こう哉やから１歩ぽも２歩ほも10歩ぽもさがって、距きょ離りをとった。

　移い動どうする、にぎやかで派は手でな集しゅう団だんに、町まち行ゆく人ひと々びとが目めを止とめる。

　そんな中なか、１人ひとりの男だん子し生せい徒とが、ずかずかと光こう哉やに近ちかづいていく。

「光こう哉や！　今日きょうはいやに早はやいな」

「陽よう介すけも早はやいじゃん。さては、親おやに起おこされた？」

　陽よう介すけは光こう哉やのいちばんの親しん友ゆうだけど、茶ちゃ色いろに染そめたボウズ頭あたまや、腰こしばきに着きくずした制せい服ふくなど、ちょっと派は手でな見みための男おとこの子こだ。

　わるい子こではないのは、光こう哉やに聞きいて知しっているけど、でも……。

「おっ。杏あん樹じゅちゃんもいっしょかぁ！　今日きょうもかわいーねっ！」

　そのとたん、まわりの人ひとたちの目めは、いっせいに杏あん樹じゅにむいた。

「あ……ど、どうも。あの……えっと、おにいちゃん、先さきに行いくね」

　杏あん樹じゅはなんとかそう言いって、パッと駆かけ足あしになった。

（これだから、おにいちゃんといっしょに歩あるきたくないんだよぉ……）

　目め立だつのがとにかく苦にが手てな杏あん樹じゅにとって、ひたすら派は手でな光こう哉やのまわりは、苦にが手てのかたまりなのだ。

「杏あん樹じゅ！」

　通つう用よう門もんまであと少すこしというとき、背はい後ごで声こえがした。

　ふりかえったそこにいたのは、杏あん樹じゅの親しん友ゆうである里さと美みだった。

「おっはよー！」

　おせっかいで、おしゃべりで、食たべることが好すきな里さと美みは、少すこしぽっちゃりした女おんなの子こだった。ついでにオシャレも好すきで、新あたらしいものにも目めがない。

　ひっこみじあんな杏あん樹じゅとは対たい照しょう的てきだけど──里さと美みは、なぜか気きの合あう友ともだちだった。

「今日きょうは、めずらしくお兄にいさんといっしょだったんだね」

「なんでわかるの？」

「だって……」

　里さと美みはそう言いうと、まわりを見みまわした。

　制せい服ふくを着きた女じょ子したちが、こっちを見みている。

「家いえを出でる時じ間かんが同おなじだったから……」

　杏あん樹じゅは首くびをすくめたくなった。

「杏あん樹じゅもお兄にいさんに似にて、かわいいからねー。注ちゅう目もくされちゃうのはしかたないよ」

　それを聞きいて、杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

　里さと美みは、じっと杏あん樹じゅを見みた。

　日ひざしを受うけて、透すきとおるような肌はだ。

　くっきり二ふた重えに、長ながいまつげ。ふわふわの長ながい髪かみと、長ながい手て足あし。

　こんな外がい見けんを持もちながら、なんで自じ信しんが持もてないのかと、里さと美みはふしぎでしょうがなかった。

「あー、うらやましいっ！　私わたしも美び少しょう女じょに生うまれたかったなぁ」

「そんなことより、里さと美み、今日きょう、日にっ直ちょくじゃない？」

「わあっ、ヤバい！　走はしろう、杏あん樹じゅ」

　そんな、いつものやりとりをしながら、２人ふたりは校こう舎しゃへと走はしっていく。




「ね、杏あん樹じゅ。今日きょうの体たい育いくってなに？」

　教きょう室しつで着き替がえながら、里さと美みが聞きく。

「なんだったっけ……たしか、鉄てつ棒ぼうだと思おもうけど」

　杏あん樹じゅはそう答こたえて、窓まどの外そとを見みた。

　外そとは晴はれ──それも始し業ぎょう式しき以い来らいの快かい晴せいだ。春はるなのに、ぽかぽか陽よう気きの日ひが少すくなかったので、今日きょうはうれしい。

「うわー。苦にが手てなんだよねぇ、鉄てつ棒ぼう」

　里さと美みの言こと葉ばに、杏あん樹じゅがうなずく。

「ま、テキトーにやってよっと」

「里さと美みらしいなぁ」

「杏あん樹じゅがマジメすぎるのっ」

　杏あん樹じゅと里さと美みは、校こう庭ていに出でた。

　体たい育いくの係かかりが、せっせと準じゅん備びをしている。

「今日きょうの体たい育いくは鉄てつ棒ぼうだけど、高たかさがあるのでムリはしないようにね！」

　担たん任にんのキヨミ先せん生せいが、さわぐ生せい徒とたちの前まえで説せつ明めいする。

　キヨミ先せん生せいの名な前まえは「清きよく美うつくしい」と書かくのだけれど、じっさいは男おとこ勝まさりで、つねにジャージを着きている。ついでにいうと、ベリーショートの髪かみのどこかに、かならず寝ねぐせがついていたりする。

「空くう中ちゅうさかあがりだって、今日きょう。やだなぁ」

　自じ分ぶんに合あった高たかさの、鉄てつ棒ぼうの前まえに、ならんでいた杏あん樹じゅに、里さと美みが言いった。

「ふつうのさかあがりもできない私わたしは、どうしたらいいのさ」

　里さと美みの言こと葉ばに、杏あん樹じゅが「だいじょうぶ」と答こたえる。

「空くう中ちゅうのほうが、いきおいつきやすいし、できるよ」

「杏あん樹じゅはいいよ。体たい育いく得とく意いじゃん」

「そんなことないよ」

　ワイワイと、鉄てつ棒ぼうをしている生せい徒とたちのようすを見みながら、キヨミ先せん生せいが杏あん樹じゅたちのほうにやってきた。

「高たか野のと立たち花ばな、１回かいやってみろー」

　杏あん樹じゅと里さと美みは、顔かおを見みあわせる。

「じゃあ、私わたしから行いくよ」

　杏あん樹じゅは、自じ分ぶんの身しん長ちょうほどある、鉄てつ棒ぼうにつかまり、えいっと上じょう体たいを持もちあげた。

　頭ず上じょうで、太たい陽ようが気き持もちよく、キラキラとかがやいている。

（目めが……痛いたいかも）

　おもわず顔かおをしかめる杏あん樹じゅに気きづかず、キヨミ先せん生せいは合あい図ずの笛ふえを吹ふいた。

　痛いたみをこらえて、杏あん樹じゅは、足あしを前ぜん後ごにふって、いきおいをつけた。

　そのたびに太たい陽ようの光ひかりが目めにささってくる。

（頭あたまがクラクラする……）

　あまりのまぶしさに、思し考こう回かい路ろがにぶってきた。

　そのまま、鉄てつ棒ぼうをおりればよかったのに、杏あん樹じゅはいきおいをつけたまま、さかあがりの体たい勢せいに入はいった。

　ひときわ強つよい太たい陽ようの光ひかりを、顔かおにあびた瞬しゅん間かん──まるで、ひっぱたかれたみたいな痛いたみを感かんじて、杏あん樹じゅの気きが遠とおくなっていった。

　するっと、鉄てつ棒ぼうをにぎっていた手ての力ちからがぬける。

（あ……）

「あぶないっ！」

　だれかの声こえが聞きこえた。

[image: ]

　空そらを見みながら落おちていく杏あん樹じゅは、おもわず、声こえのしたほうに目めをやる。

　だれかが、こちらに駆かけてくるのが、スローモーションみたいに見みえた。

　銀ぎん色いろの長ながい髪かみが風かぜになびいている。

（だれ……？）

「きゃ────────！」

　里さと美みの悲ひ鳴めいが聞きこえる。

　地じ面めんにたたきつけられる覚かく悟ごをして、ぎゅっと目めをとじる。

　受うけ身みをとる時じ間かんも、余よ裕ゆうもなかった。

　それなのに、落おちていく感かん覚かくはゆっくりだ。

（っ！）

　背せ中なかが地じ面めんにふれる瞬しゅん間かん──背せ中なかと地じ面めんの間あいだに冷つめたい風かぜを感かんじた。

　まるでやわらかい風ふう船せんのような感かん触しょく。

　地じ面めんすれすれのところで、フワッとかすかにバウンドして、杏あん樹じゅの体からだは地じ面めんにゆっくりと落おちた。

（なに、いまの感かん触しょく……）

　ギラギラとかがやく太たい陽ようが杏あん樹じゅを照てらす。

　少すこしだけひらいた杏あん樹じゅの目めに、その光ひかりがつきささってきた。

「痛いたい……」

　杏あん樹じゅはつぶやくと、そのまま気きを失うしなってしまった。







　　　　３　太たい陽ようのニオイ




「着ちゃく地ちのときに、頭あたまを打うったのかもしれません……病びょう院いんに連つれていこうと思おもうのですが」

　だれかが話はなしている。

（この声こえは、保ほ健けんの先せん生せいだ）

　目めをつぶったままの杏あん樹じゅは、ふぅと息いきをはいた。

（気きを失うしなっちゃったのか、私わたし……）

　頭あたまが、まだ痛いたい。

「それにはおよびません。お嬢じょうさまは私わたしがつれて帰かえりますので」

（へ？　おじょうさま？）

「でも……というか、あなたは？」

「高たか野の家けの執しつ事じです。お嬢じょうさまは、今朝けさから体たい調ちょうがすぐれないと言いっておられたので、ようすを見みに──」

（ちょっと……うちに執しつ事じなんて、いないんですけど！）

　起おきあがろうとしたが、全ぜん身しんがだるくて起おきあがれない。

「あぁ、だから校こう庭ていに入はいってきたんですね」

「すみません、とっさのことでしたので──」

「いいんですよ。ご心しん配ぱいだったのでしょう？　先さきほど、ご自じ宅たくに電でん話わして確かく認にんさせていただいたら、たしかに迎むかえにやった、とおっしゃってましたし」

（えぇっ!?）

　保ほ健けんの先せん生せいはそう言いうと、銀ぎん髪ぱつの青せい年ねんにほほえみかける。

「お若わかいのに、えらいのね」

「執しつ事じとして当とう然ぜんです」

（だからー！　うちには執しつ事じなんていないってば！）

「このままお帰かえりになるということなら、高たか野のさんの荷に物もつを、教きょう室しつに取とりにいこうと思おもうんですけど──いっしょに行いきますか？」

「はい、キヨミ先せん生せいにも、ごあいさつができれば」

　そう言いって、２人ふたりは保ほ健けん室しつを出でていった。

「……いまのは、だれよ？」

　杏あん樹じゅは、ゆっくりとベッドの上うえで起おきあがる。

「執しつ事じってなに……？」

　思おもいおこしても、そんな人じん物ぶつなんて、家いえにはいない。そもそも、日にっ本ぽんの一いっ般ぱん家か庭ていに執しつ事じなんているわけ？

（先せん生せいは、ちっともうたがっていないみたいだけど……）

　杏あん樹じゅの顔かおがこわばる。

（ヤバい人ひとだったりしたら、どうしよう……知しらない人ひととなんか、帰かえれないよ）

　と、ふと耳みみなれない、みょうに高たかい声こえがした。

「おっ、やっと起おきたのか」

　杏あん樹じゅはあたりを見みまわす。

「だ、だれかいるの？」

　保ほ健けん室しつには杏あん樹じゅ１人ひとりしかいないはずだ。

　見みまわしても、部へ屋やにはだれも見みえない。人ひとが、かくれられそうな場ば所しょもない。

「だれなの!?」

「ここにいるじゃん」

「……！」

　うしろをふりむいても、かべしかない。

　こわいことが苦にが手てな杏あん樹じゅは、おもわず、ふとんを抱だきしめて、顔かおをうずめた。

　トントン。

　小ちいさく肩かたをたたかれる。

「ひぃっ」

　トントン。

　もう一いち度ど、肩かたをたたかれる。

　杏あん樹じゅは、こわごわと目めをあけた。

「っ！」

　おもわず息いきをのむ。

　目めの前まえに、身しん長ちょう20センチほどの、小ちいさな人ひとが浮ういていた。

　おまけにその小ちいさな体からだには、むこうが見みえるほど、透すきとおった羽はねがついている。

「……！　…………!!　………………[image: !!!]」

　あいた口くちがふさがらない。

　パクパクと動うごくだけで、声こえが出でない。

「な、な、な」

　こわいのに、目めをとじることができない。

「っ～……」

　杏あん樹じゅは声こえにならない声こえをあげ、もう一いち度ど気きを失うしなってしまった。




（ここはどこ……？）

　だれかに背せおわれている感かん覚かくを感かんじた。

　歩あるいているのか、上じょう下げにゆれる。

　杏あん樹じゅは、こわごわと目めをあけようとした。

「だいじょうぶですよ、そのままで」

　気け配はいを感かんじたのか、杏あん樹じゅを背せおっている人じん物ぶつが口くちをひらく。

「もう少すこしで家いえにつきますので、そのまま休やすんでいてください」

（この声こえ、さっき保ほ健けん室しつにいた人ひとか……って、ちょっと！）

　杏あん樹じゅはパチッと目めをあける。

「おろして！」

　急きゅうに動うごいたもんだから、背せおっていた銀ぎん髪ぱつの青せい年ねんがよろめいた。

「あなた、だれっ！　おろしなさいよ、ヘンタイ！」

　銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんの頭あたまを、ポカポカとたたく。

「あ、杏あん樹じゅさまっ！」

「気きやすく、私わたしの名な前まえを呼よばないでよっ！」

　杏あん樹じゅが思おもいっきりあばれているにもかかわらず、銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんはおろそうとはしなかった。

「誘ゆう拐かい犯はんって、さけんでやるから！」

「や、やめてくださいっ」

「じゃあ、おろしてっ！」

　銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんはしぶしぶと、杏あん樹じゅを歩ほ道どうの上うえにおろした。

「あなた、いったいだれなの？」

　シュンと、うなだれている銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんは、だまったままだ。

　あさ黒ぐろい肌はだに、杏あん樹じゅと同おなじ蒼あおい瞳ひとみ。細ほそい体からだには、バネのような筋きん肉にくがついている。

（こんな人ひと、やっぱり知しらないよ……）

「なんで保ほ健けん室しつの先せん生せいにウソ言いったの？　うちには執しつ事じなんていないんですけど」

「そうでも言いわないと、あやしまれてしまいますので……もうしわけありません」

　シュンとしている銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんを見みて、わるい人ひとではないかもしれないと思おもう。

　でも、それとこれとはべつだ。

　銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんをにらみながら、

「私わたし、帰かえる。ついてこないで！」

　そう言いって、１歩ぽふみ出だした瞬しゅん間かん──杏あん樹じゅはよろけてしまった。

　銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんがあわてて駆かけよる。

「だいじょうぶですか？」

　杏あん樹じゅの顔かお色いろはわるかった。

「やはり、私わたしが送おくります。安あん心しんしてください。杏あん樹じゅさまが考かんがえているような、ヘンな者ものではありません」

　杏あん樹じゅの体からだに力ちからが入はいらないのをいいことに、銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんは杏あん樹じゅの体からだを両りょううでにかかえて、歩あるきはじめた。

　太たい陽ようの光ひかりが２人ふたりを照てらす。

　青せい年ねんはその長ながい髪かみで、杏あん樹じゅの顔かおに日ひ陰かげを作つくってくれているようだった。

　そのうでの中なかはやさしく、あたたかい。
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（わるい人ひと……じゃないのかな）

　杏あん樹じゅはおずおずと、銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんの胸むねに顔かおをうずめた。

（……あれ？）

　長ながい銀ぎん髪ぱつは、サラサラというよりはふわふわに近ちかい感かんじで、太たい陽ようのニオイがした。

（すごく安あん心しんするニオイ……でもこのニオイ、どこかで、かいだことがあるような？）

「でも、本ほん当とうにご無ぶ事じでよかった」

　銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんはつぶやいて、はなをすすりあげた。

（この人ひと、泣ないてるの!?）

「あの……」

　杏あん樹じゅに呼よばれ、銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんは、チラと目めをおろした。その瞳ひとみは、身み内うちを見みているかのようにやさしい。

「目めをとじていたほうがよろしいですよ、杏あん樹じゅさま。まぶしいでしょう？」

「う、うん」

（きっと安あん心しんできるのは、このニオイのおかげかもしれない）

　目めをとじたら、杏あん樹じゅはまた気きが遠とおくなっていった。







　　　　４　おじいちゃんなんか、だいきらい！




　杏あん樹じゅが、ふたたび目めをあけると、そこは自じ分ぶんの部へ屋やだった。

　まわりにはだれもいない。

（夢ゆめだったのかな……）

　そう思おもえるほど、すべてのできごとに、リアルさがなかった。

　ベッドから起おきあがり、時と計けいを見みる。

　体たい育いくの授じゅ業ぎょうから、そんなに時じ間かんが経たっていない。

「なんだったの、いったい」

　そのとき、部へ屋やの扉とびらがひらいた。

「杏あん樹じゅ、もうだいじょうぶか？」

　入はいってきたのは、おじいちゃんだった。陶とう器きのうつわを持もっている。

　その陶とう器きからはとても心地ここちよいニオイがしていた。アロマオイルかなにかなのだろう。

「うん、多た分ぶん……」

　鉄てつ棒ぼうから落おちたはずだったのだけれど、体からだを打うちつけた感かん覚かくもないし、ひどかった頭あたまの痛いたみも、いまはおさまっている。

（夢ゆめでも見みてたみたい……）

　うつわを、杏あん樹じゅのまくらもとにおくと、おじいちゃんはそのままベッドに腰こしかけた。

　おじいちゃんの蒼あおい瞳ひとみが、ひどく真しん剣けんに杏あん樹じゅを見みつめてくる。

「……すまない、杏あん樹じゅ」

「なにが？」

　いままで見みたこともない──もうしわけなさそうなおじいちゃんの顔かおを見みて、杏あん樹じゅは動うごけなくなってしまった。

　不ふ安あんで胸むねがドキドキする。

「なにから話はなせば、おまえは理り解かいしてくれるんだろうか」

「……なにを話はなすっていうの？」

「…………」

　おじいちゃんはうつむいて、だまりこくってしまった。

「ねぇ、なんか言いってよ。意い味みわかんないよ」

　泣なきそうになっている杏あん樹じゅの横よこで、おじいちゃんは、両りょう手てで顔かおをおおった。

「おじいちゃん！　なんであやまったりするの？」

　だけど、返へん事じはない。

　杏あん樹じゅは心しん臓ぞうをさわがしくドキドキさせながら、おじいちゃんの言こと葉ばを待まった。

　しばらくして──

「杏あん樹じゅ」

　おじいちゃんに名な前まえを呼よばれて、杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

　おじいちゃんは、覚かく悟ごを決きめたように、まっすぐに杏あん樹じゅを見みた。

「おまえはね……………吸ヴァ血ンパ鬼イアなんだよ」

　杏あん樹じゅはポカンと口くちをあけた。

（は？）

「いま、なんて言いった？」

「吸ヴァ血ンパ鬼イア。知しらないか？」

「吸ヴァ血ンパ鬼イアって……かんおけに入はいってて、夜よるになると出でてくるっていう、あれ？」

　おじいちゃんが、あいまいにうなずく。

「人ひとの生いき血ちを吸すって生いきてて、吸すわれた人ひとまで吸ヴァ血ンパ鬼イアになっちゃうっていう、あれ？」

　ふたたび、あいまいにうなずく。

「にんにくや十じゅう字じ架かが苦にが手てで、太たい陽ようの光ひかりをあびると、灰はいになっちゃうっていう──」

「まあ……一いっ般ぱん的てきな吸ヴァ血ンパ鬼イアは、そうだな」

「私わたしが、その吸ヴァ血ンパ鬼イア？　ちょっと待まってよ」

　杏あん樹じゅはふき出だしてしまった。

「あはは、おじいちゃん。なに言いってるのよ。こんな世よの中なかで、吸ヴァ血ンパ鬼イア？　空くう想そうの世せ界かいじゃないんだから」

「信しんじられないと思おもうが、そうなんだ。それに吸ヴァ血ンパ鬼イアは、空くう想そうの世せ界かいの生いきものじゃない。現げん実じつにいるんだ……この私わたしも、そうなんだし」

　おじいちゃんの目めは真しん剣けんで、杏あん樹じゅの笑わらいはひっこんでしまった。

（おじいちゃんが、吸ヴァ血ンパ鬼イア？）

「……意い味み、わかんないよ……」

　杏あん樹じゅの声こえが小ちいさくなった。

「少すこし、昔むかしの話はなしをしようか」

　おじいちゃんは、ポツポツと話はなしはじめた。




「私わたしは──明めい治じのころ、北ほく欧おうのある国くにから、日にっ本ぽんにやってきた。吸ヴァ血ンパ鬼イアの村むらがあったんだがね、そこを飛とびだしてきたんだ」

「明めい治じって、明めい治じ時じ代だい？　えっと、かなり昔むかしなんだけど……」

「そうだよ、とても昔むかしだ。私わたしもまだ若わかかった」

（若わかかったって……え、えぇ!?）

「お、おじいちゃん、いまいくつ？」

「何なん歳さいだったかな……少すくなくとも、日にっ本ぽんに来きてから、１００年ねんは経たっていることになるね」

　言いって、おじいちゃんはさびしそうに笑わらった。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアは、不ふ老ろう不ふ死しなのだよ」

「不ふ老ろう不ふ死し！」

「決きめられたルールの中なかで生いきていれば、の話はなしだが」

「ルール？　血ちを吸すうってこと？」

　ぞっとして、おもわず顔かおがゆがんでしまう。

「そうだな。まあ、吸すわなくても、人にん間げんにくらべたら、はるかに長なが生いきするけれどね」

　杏あん樹じゅは、あいまいにうなずいた。

「私わたしは……吸ヴァ血ンパ鬼イアとして生いきることが、いやだった。だから逃にげた。北ほく欧おうから遠とおくはなれた日にっ本ぽんにくれば、１人ひとりの人にん間げんとして暮くらしていけると思おもったんだ。日にっ本ぽんで暮くらし、紅葉もみじと出で会あい、結けっ婚こんして、子こどもが生うまれて──私わたしはもともと、吸ヴァ血ンパ鬼イアとしてはできそこないだったから、ふつうに生せい活かつできるものだと、信しんじてうたがわなかった。しかし、千ち尋ひろには、私わたしの能のう力りょくの一いち部ぶが、受うけつがれてしまった」

「能のう力りょくって……？」

　杏あん樹じゅは、お母かあさんのことを思おもいだした。

　もともと、ふつうのお母かあさんと、かけ離はなれているところが多おおすぎるから、なにが吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくなのかわからない。

　よく動うごいて、よく食たべて、思おもったことはすぐに口くちに出だして、アクセサリーには目めがなくて、オシャレが大だい好すきで──お母かあさんというより、年としのはなれたキレイなお姉ねえさんといった感かんじだ。

「いつもマシンガントークなのは、ちがうでしょ……あ！」

　杏あん樹じゅは、両りょう手てをパチンと合あわせた。

「気きづいただろう？　年ねん齢れいにくらべて、外がい見けんが若わかすぎる。それにふつうの女じょ性せいより、力ちからが強つよすぎる」

「お父とうさん、いつもふっとばされてるもんね。でも、それだけ？」

　おじいちゃんはうなずいた。

「それだけだ。だから、私わたしは千ち尋ひろに結けっ婚こんをゆるしたんだ。血ちはうすまるから、孫まごにまでは、私わたしの能のう力りょくは受うけつがれないだろうと思おもってね」

　しかし、その最さい悪あくな事じ態たいはおきてしまった。

「考かんがえが甘あまかった。まさか、私わたしの能のう力りょくがほぼ完かん全ぜんに、受うけつがれることになるとは……予よ想そうもしなかった。それは本ほん当とうにすまないと思おもっている」

　杏あん樹じゅは「完かん全ぜんに……」と口くちの中なかで何なん度どもつぶやいた。

「ほぼ１００％だとみているんだがね。先せん祖ぞがえりだよ」

　聞ききなれない言こと葉ばに、杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

「センゾガエリ？」

「祖そ先せんの持もっていた力ちからが、規き則そく性せいもなく完かん全ぜんに受うけつがれてしまうということだ」

「規き則そく性せいがないってことは、だれが先せん祖ぞの力ちからを受うけつぐのかは、わからないってこと？」

「そうだよ。千年ねんの間あいだ、いままで我わが一いち族ぞくの中なかに、人にん間げんとの混こん血けつした例れいがなかったから、考かんがえもしなかったんだ……」

「私わたしだけが、その……先せん祖ぞがえりなの？」

　おじいちゃんは大おおきくため息いきをついた。

「杏あん樹じゅだけじゃない。光こう哉やもだ」

「おにいちゃんまで!?」

　光こう哉やの長ながくなった犬けん歯しが、杏あん樹じゅの頭あたまの中なかにうかぶ。

「光こう哉やにはもう話はなした。いつだったかな……春はる休やすみの間あいだだったと思おもうが」

「おにいちゃんは、どうして気きづいたの？　たしかにおにいちゃんも、ふつうの人ひととはズレてるけど、どこもおかしいところはないじゃない」

「自じ分ぶんから聞きいてきたんだよ。『もしかして、オレって吸ヴァ血ンパ鬼イアじゃねぇ？』ってな」

　杏あん樹じゅは苦く笑しょうした。

「軽かるいなぁ……」

「そうだな、あいつらしいよ」

　おじいちゃんも杏あん樹じゅにつられて、口くちもとをゆるませた。

「あいつには才さい能のうがある。いや、吸ヴァ血ンパ鬼イアに才さい能のうなんて言こと葉ばはおかしいが──すぐに状じょう況きょうを受うけいれたし、自じ分ぶんの体からだの変へん化かにもなじんだ。千ち尋ひろだって、かなり時じ間かんがかかったのに」

「そう、なんだ……」

「能のう力りょくを自じ分ぶんでコントロールできるようにするんだって、私わたしの書しょ斎さいから、本ほんをたくさん持もっていった。あまりにもあっさりと、前まえむきに受うけいれたもんだから、私わたしもおどろいたよ」

　たしかに──長ながい休やすみになると、昼ちゅう夜や関かん係けいなく、毎まい日にち遊あそびあるいている光こう哉やが、この間あいだの春はる休やすみは、みょうに家いえにいる時じ間かんが長ながかった。

　光こう哉やが、おじいちゃんの書しょ斎さいと自じ分ぶんの部へ屋やを、行いったりきたりしていたのを思おもいだす。

「前まえむきか……」

　杏あん樹じゅの目めに、うっすらと涙なみだがうかぶ。

「私わたしは……おにいちゃんとは、ちがうもん」

　声こえがふるえる。

（受うけいれることなんて、できないよ……）

「杏あん樹じゅ……」
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　おじいちゃんが心しん配ぱいそうに、杏あん樹じゅの顔かおをのぞきこんだ。

「おにいちゃんは、なんでもすぐにできちゃうし、人にん気き者ものだもん。自じ分ぶんが吸ヴァ血ンパ鬼イアだって、きっと平へい気きなんだよ。だけど、私わたしは……」

　こらえていた涙なみだが、１粒つぶ、ポロッと落おちる。

　小ちいさいころからよく、栗くり毛げ色いろの髪かみや、蒼あおい目めを、からかわれていた記き憶おくがよみがえる。

　光こう哉やはそんなの気きにもせずに、みんなの輪わの中なかに溶とけこんでいったけど、杏あん樹じゅは、なかなかなじめずにいたのだった。

　外がい見けんだけでも、いまだに気きにしているのに、さらに吸ヴァ血ンパ鬼イア？

　どう考かんがえても、がんばれそうになかった。

「私わたしは、どうなっちゃうの？」

　すると、いままでスラスラと答こたえてくれていたおじいちゃんが、だまりこんだ。

　杏あん樹じゅは、自じ分ぶんの口くちもとに手てをあててみる。

　完かん全ぜんに伸のびた犬けん歯しが口くちから、ほんの少すこし、くちびるからはみ出だしていた。

　なんだか、もうれつに腹はらがたってくる。

「私わたしはおにいちゃんとはちがう！　前まえむきになんかなれないよ！」

「杏あん樹じゅ、それは──」

「だって、そうでしょ？　太たい陽ようの光ひかりでめまいをおこすんだもん。きっとそのうち、灰はいになって死しんじゃうんだ……」

　おじいちゃんが首くびをふった。

「杏あん樹じゅは、私わたしの孫まごだ。それはない」

「なんでそんなふうに言いい切きれるの!?」

「本ほん当とうにすまないと思おもってるんだよ、杏あん樹じゅ。だけど、吸ヴァ血ンパ鬼イアもそんなにわるいもんじゃない……」

　キッとおじいちゃんをにらみつける。

「おじいちゃんは、ずっと吸ヴァ血ンパ鬼イアとして育そだってきたから、そんなことが言いえるのよ！　私わたしは人にん間げんとして生うまれてきたの。人にん間げんとして、生せい活かつしてきたの。それをいまさら──」

「杏あん樹じゅ、ひとつだけわかってもらいたいんだ。私わたしはね……人ひととして、まちがったことをしたつもりは──」

「人にん間げんじゃ、ないんでしょ！」

　おじいちゃんの顔かおがこわばった。

　おじいちゃんを傷きずつけたことに気きづいたが、杏あん樹じゅの感かん情じょうは止とまらない。

「……いやだ」

　杏あん樹じゅは両りょう手てで顔かおをおおった。

「出でてってよ……」

　指ゆびの間あいだから涙なみだがこぼれ落おちる。

「もういや……おじいちゃんなんか、だいっきらい……」

　おじいちゃんは、深ふかいため息いきをひとつついた。

「すまない、本ほん当とうに……」

　そう言いいのこして、おじいちゃんは部へ屋やから出でていった。

　パタン、と扉とびらが閉しまる音おとが聞きこえた瞬しゅん間かん、杏あん樹じゅは声こえをあげて泣ないた。

　だれがわるいわけでもない。

　杏あん樹じゅにも、それがわかっていた。

　わかっていても、自じ分ぶんの体からだにおこったできごとを、理り解かいすることはできなかった。

（だれか……なにもかも夢ゆめだって言いって……）

　杏あん樹じゅは、声こえがかれるまで、泣なきつづけた。




「──ねぇ、もうそのへんで、やめといたら？　そろそろウザいんだけど」

　どのくらい時じ間かんが経たっただろう。ふいに声こえがした。

（え？）

　杏あん樹じゅは、顔かおをあげた。

　むすんでいた長ながい髪かみはほどけ、しめったほおに張はりついている。

　それを手てで払はらいのけながら、杏あん樹じゅは部へ屋やを見みまわした。

「だれかいるの？」

　うすぐらくなった部へ屋やには、だれかがいるようには見みえない。

　あたりまえだ。

　おじいちゃんが出でていったのだから、この部へ屋やには杏あん樹じゅしかいないはず。

「頭あたままでおかしくなっちゃったの、私わたし……」

　耳みみもとで羽は音おとが聞きこえる。

　横よこをふりむいたけれど、だれもいない。

　杏あん樹じゅはヤケになってさけんだ。

「だれだか知しらないけど、出でてきなさいよ！　私わたしは吸ヴァ血ンパ鬼イアなんだからね！　全ぜん身しんの血ち、吸すいとってやるから」

　と、とつぜん、杏あん樹じゅの目めの前まえにあらわれたのは、保ほ健けん室しつで見みた、あの小ちいさな人ひとだった。

「いやあああああああああ！」

　絶ぜっ叫きょう。

　その人ひとはとんがった耳みみをおさえ、顔かおをしかめる。

「さけぶなよ。耳みみが痛いたい」

「あ、あ、あ、あ……あんた、なに!?」

　身しん長ちょうは20センチくらい。大おおきなクツと、みょうに現げん代だいチックな服ふくを着きたその人ひとは、ボブカットの髪かみを、かっこつけるようにかきあげた。

「なにって、見みてわかるでしょ。妖よう精せいだよ。シルフって呼よんでいいから」

（は？）

　目めをまんまるく見みひらいた杏あん樹じゅにむかって、シルフは満まん面めんの笑えみをうかべると、小ちいさな手てをさしのべてきた。

「風かぜの精せいシルフ。これから世せ話わになるよ」







　　　　５　深しん夜やの空くう中ちゅうさんぽ




　窓まどから見みえる庭にわが、くらい。

　もうすぐ深しん夜やになるというのに、杏あん樹じゅはベッドの上うえでひざをかかえ、座すわりこんだままだった。

「あのさぁ、いーかげん、ずっとそのかっこうで、つかれない？」

　シルフは足あしをくんだようなかっこうで、宙ちゅうをふわふわとただよいながら、言いった。

「べつに……」

　つくえの上うえに、おじいちゃんが持もってきた夕ゆうごはんがおいてある。

　とっくに冷さめたごはんを、シルフはつまみはじめた。

「お、これはうまい！」

　口くちをモグモグさせながら、シルフは言こと葉ばをつづける。

「杏あん樹じゅー、いつまでふてくされてるつもりなんだよ？」

「知しらない」

　杏あん樹じゅの返へん事じを聞きいて、シルフはおおげさにため息いきをついた。

（ため息いきをつきたいのは、こっちなんだけど！）

「くらい……くらすぎる！」

　なげくように言いうシルフを、杏あん樹じゅは横よこ目めで見みやる。

「ほっといて」

「あのなぁ……ほかのヤツとちがうって、そんなにショック？　よくわかんないなぁ」

「わかんなくて当とう然ぜん。あんたは、ただの妖よう精せいでしょ」

「あんたでも、ただの妖よう精せいでもない。風かぜの精せいシル──」

「シルフね。もういいよ」

　そう言いって、杏あん樹じゅはひざに顔かおをうずめた。

「あー、くらっ！　うざっ！　しめっぽい！」

「わるかったわねっ、もうほっといてよ」

「自じ分ぶん自じ身しんを受うけいれないことには、先さきに進すすめないよ、杏あん樹じゅ」

「受うけいれるってなにを？　吸ヴァ血ンパ鬼イアだってこと？　これからずっと、くらいところで生せい活かつしなきゃいけないの。太たい陽ようの下もとで、歩あるいたり遊あそんだりできないんだよ。そんなの耐たえられないもん……」

　止とまっていた涙なみだが、ふたたび、あふれ出だす。

　新しん学がっ期きのクラス替がえで、やっとクラスメイトとも、なじんできたところだったのに──もう二に度どと会あえない。お父とうさんの公こう演えんも見みにいくことはできないし、お母かあさんとショッピングに行いくこともムリだ。

（一いっ生しょう、この家いえの中なかで、外がい出しゅつもせずに暮くらしていくの？　ひきこもりみたいに……）

「なに言いってんだよ。そんなことないって」

「なんで、シルフにそんなこと言いえるのよ」

「だって知しってるし。イーヴァルが若わかいころのことも見みてたしさ、杏あん樹じゅや光こう哉やになにがおこってるかもわかるよ。だいたいさ──この家いえに地ち下か室しつや、窓まどのない部へ屋やがあるか？　庭にわの手て入いれだって、イーヴァルがやってるだろ？」

「……イーヴァルってだれ？」

「あー……伊い右衛え門もんの、昔むかしの名な前まえだよ」

　伊い右衛え門もんはおじいちゃんの名な前まえだ。

　日にっ本ぽん人じんになるための手て続つづきで、名な前まえを変かえたのだそうだ。

　日にっ本ぽんにあこがれて、日にっ本ぽん人じんだと、ひと目めでわかる名な前まえにした、と言いっていたおじいちゃん。

　杏あん樹じゅは、おじいちゃんとの会かい話わを思おもいだし、ため息いきをついた。

「お、これもうまい。あいかわらず、イーヴァルは料りょう理り上じょう手ずだなー」

　シルフは、トレイにのっていたシフォンケーキを、あっという間まにたいらげてしまった。

　おじいちゃん特とく製せいのシフォンケーキは、杏あん樹じゅのだいこうぶつだ。

　きっと、少すこしでも元げん気きを出だしてもらおうという、おじいちゃんの心こころづかいだったにちがいない。

「あー、食たべた。ごちそうさま」

　シルフはそう言いうと、うーんと伸のびをした。

「あれっ、食たべたかった？」

「ううん、いいけど……」

　杏あん樹じゅは、力ちからなく答こたえ、脱だつ力りょくする。

（なんだか、もうどうでもいい……）

「つか、日にっ本ぽんって遠とおすぎだよ。ここに来くるまで、飛とびつづけてきたから、つかれちゃってさ。甘あまいものがほしくなるのは、人ひとも妖よう精せいもいっしょだろ」

　そう言いって、シルフは部へ屋やを見みまわした。

「それにしても、色いろ気けのない部へ屋やだなー」

　シルフは杏あん樹じゅが動うごかないのをいいことに、部へ屋や中じゅうをいじりはじめる。

「あ、これが千ち尋ひろさんか。イーヴァルそっくりだね、これは」

　杏あん樹じゅが大だい事じにしている写しゃ真しん立たてを、シルフは持もちあげようとした。

「やめてよ！」

　あわててベッドからおりる──が、何なん時じ間かんも座すわっていたせいで、足あしがしびれていた。

　ベタンと、顔かおから派は手でに転ころぶ。

「なんだ、動うごけるんじゃん」

「あーのーねー！」

　シルフをにらもうと顔かおをあげた瞬しゅん間かん、杏あん樹じゅは目めを見みひらいた。

「へ？」

「ん？　なになに？」

　杏あん樹じゅの視し線せんは、窓まどのほうをむいている。

　シルフが窓まどの外そとを見みた。

「光こう哉やじゃん」

（ウソでしょ！）

　杏あん樹じゅは窓まどに駆かけよった。

　窓まどの外そと──庭にわの上じょう空くうを、光こう哉やが歩いていた。

　杏あん樹じゅは口くちをわなわなとさせている。

「な、な、な……なにやってんの、おにいちゃん!!」

　空くう中ちゅうで、さんぽでもしていたように、立たち止どまって、光こう哉やは杏あん樹じゅの部へ屋やの窓まどがひらいたことに気きづいた。

「よう！」

　笑え顔がおのまま、光こう哉やは杏あん樹じゅのほうへと歩あるいてくる。

　口くちをあけたまま、自じ分ぶんを見みている杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やは首くびをかしげた。

「どうかしたか？」

「お、おにいちゃん……う、浮ういて……」

　光こう哉やの足あしもとを指ゆびさす杏あん樹じゅ。

「あぁ、これ。すげーだろ」

「なにやってるんですか……っていうか、なんでそんなに得とく意いそうなのよ！」
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　混こん乱らんしている杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やは笑わらった。

「なんで敬けい語ごなんだよ。つか、ちょっと入はいるぜ」

　そう言いって、光こう哉やは窓まどわくをのりこえて、部へ屋やに入はいってくる。

　明あかるい部へ屋やに入はいって、はじめて、光こう哉やの異い様ような服ふく装そうに気きづく。

「ねぇ、それ……なに？」

「雰ふん囲い気き、出でてるだろ」

　どっからひっぱり出だしてきたのか、光こう哉やは真まっ黒くろなマントのようなコートをはおっていた。

　黒くろ地じに、裏うらが真まっ青さおのマントを着きた光こう哉やは、ほんものの吸ヴァ血ンパ鬼イアに見みえる。

「これから先さき、いつ、この能のう力りょくを使つかう日ひが来くるかわかんないからな」

「で、飛とんでたの？」

「うん。そうそう、スーパーマンみたいに飛とぶこともできるぜ」

　おもしろそうに笑わらって──光こう哉やは片かた手てをあげると、スーパーマンが飛とぶポーズを作つくってみせた。

　杏あん樹じゅはあいた口くちがふさがらない。

「あと、これは便べん利りだぜ。ちょっと、まわりに気きづかれるとヤバいけど」

　そう言いって、光こう哉やは杏あん樹じゅのつくえから、カッターナイフを取とりだした。

「……なにするつもり？」

　光こう哉やはためらいなく、指ゆび先さきにカッターをすべらせた。

　みるみるうちに、傷きず口ぐちから血ちがにじみはじめる。

「！」

　杏あん樹じゅがあわてて、ティッシュペーパーを取とりにいこうとするが、光こう哉やはそれを止とめる。

「見みててみ、杏あん樹じゅ」

　指ゆび先さきの傷きずが、一いっ瞬しゅんゆらめいたかと思おもうと…………………………傷きずは、完かん治ちしていた。

「……！」

「治ち癒ゆ能のう力りょくってやつだよ。これが杏あん樹じゅにもできたら、ケガしても便べん利りだろ？」

　口くちをパクパクとさせている杏あん樹じゅは、窓まどの下したから聞きこえてくる声こえで、我われにかえった。

「光こう哉やさま！　そこ、杏あん樹じゅさまのお部へ屋やですよ！　なにをやっているんですか。いまはそっとしておいたほうが……」

　聞きいたことがある声こえだった。

　杏あん樹じゅは、あわてて窓まどの下したを見みる。

　昼ひる間ま、家いえまで運はこんでくれた〝自じ称しょう執しつ事じ〟の銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんが、こまった顔かおでこっちを見みあげていた。

「杏あん樹じゅさま──！」

　なにか、つづきを言いいかけていた銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんは、そのまま、かたまってしまった。

「あんた、いったい何なに者ものなのよ！」

「おいおい、そういじめるなって」

　杏あん樹じゅのうしろで、光こう哉やが笑わらっている。

「ヴァルだって、おまえのこと心しん配ぱいしてんだからさ」

「ヴァル!?」

　自じ分ぶんの部へ屋やのように、くつろいでいる光こう哉やと、窓まどの下したにいる銀ぎん髪ぱつ青せい年ねんを見みくらべる。

「ヴァルじゃ、ないよ。だって、ヴァルは犬いぬだもん。ふさふさした銀ぎん色いろの──」

　杏あん樹じゅはそこまで言いって、なにかに気きづいた。

（もしかして……）

「あの人ひと、ヴァルなの!?」

「そういうこと」

　光こう哉やは窓まどまで歩あるいてくると、下したにいるヴァルに声こえをかけた。

「おまえも、あがってこいよ、ヴァル。思おもってたより杏あん樹じゅ、元げん気きそうだぜ」

　銀髪青年ヴァルは、迷まよっているらしく、犬いぬのようにぐるぐると歩あるきまわっている。

「いまさら、かくしたってムダなのわかるだろ。正しょう体たい、バレてんだぜ」

　光こう哉やの一ひと言ことで腹はらをくくったのか、ヴァルは、かべをよじのぼりはじめた。

　それを見みたシルフが首くびをかしげる。

「なんで玄げん関かんから入はいってこないわけ？　もしかしてあいつ、天てん然ねん？」

「テンパッてるんじゃね？　杏あん樹じゅにはバレたくないって、ずっと言いってたしな」

　光こう哉やとシルフは、あっという間まにうち解とけたようだ。

（なんて非ひ常じょう識しきなの……）

　杏あん樹じゅは２人ふたりを見みて、ため息いきをつき──そして、ハッとなった。

（え……！　えぇっ……!?　ヴァルが犬いぬじゃなかったってことは……私わたしがヴァルにむかって打うち明あけた、あんなことやこんなことも、ぜんぶ理り解かいしてたってことで……）

　杏あん樹じゅの顔かおが、どんどん青あおざめていく。

（犬いぬだと思おもってたから、目めの前まえで着き替がえたり、いっしょにお風ふ呂ろに入はいったりしたわけで……）

　そんな杏あん樹じゅの気き持もちなど知しらずに、ヴァルがよっこらせと、窓まどから部へ屋やに入はいってくる。

「！」

　杏あん樹じゅのするどい視し線せんをモロに受うけ、ヴァルはその場ばで、パッと正せい座ざをした。

「あの……もうしわけありません」

「もうしわけありませんじゃないわよ！　なんで言いってくれなかったの！　そしたら、私わたし……」

（ヴァルにむかって、あんなこともこんなことも話はなさなかったのに！）

　全ぜん身しんをわなわなとふるわせて、うつむいた杏あん樹じゅを見みて、ヴァルはキュウンと鳴ないた。

「その姿すがたで鳴なくなよ」

　光こう哉やが、杏あん樹じゅとヴァルのケンカを見みて、苦く笑しょうした。

「そ、それもそうですね……」

　ヴァルがそう言いうと、一いっ瞬しゅんの間まをおいて、全ぜん身しんがゆらめきはじめる。

　杏あん樹じゅが顔かおをあげると、もうしわけなさそうにオスワリしているヴァルの姿すがたがあった。

　耳みみはたれ、しっぽは丸まるまって、反はん省せいをしめしているようだ。

「キュウン」

「キュウンじゃないわよー！」

　杏あん樹じゅの怒いかりは頂ちょう点てんにたっした。

　次つぎから次つぎへと出でてくる、衝しょう撃げき的てきな事じ実じつとともに、杏あん樹じゅの吸ヴァ血ンパ鬼イアライフは幕まくをあけた。







　　　　６　きっかけはサイレンの音おと




「なにをそんなにヘコんでるんだよ、杏あん樹じゅー。病びょう気きでもないのに、学がっ校こうを休やすめるなんて、ラッキーじゃん」

「ジョーダンでしょ。新しん学がっ期きそうそう、長ながいこと学がっ校こう休やすんだら、ヘンじゃない！　心しん配ぱいされるでしょ、ウワサもされるかもしれないし、勉べん強きょうだってついていけなくなるかもーっ！」

「心しん配ぱいしすぎだよ」

「妖よう精せいに、学がっ校こう生せい活かつの、なにがわかるのよっ！」

　しばらくの間あいだ、杏あん樹じゅは学がっ校こうを休やすむことになったのだ。

「おにいちゃんは、ふつうに行いけてるのに……」

「光こう哉やは覚かく醒せいが終おわってるから、平へい気きなんだよ」

　部へ屋やの中なかでウロウロしていたシルフが、杏あん樹じゅのつぶやきに答こたえた。

　人にん間げんと吸ヴァ血ンパ鬼イアの間あいだを、行いったり来きたりしている間あいだは、いろいろなことに過か敏びんに反はん応のうして、昨日きのうのように、いきなり倒たおれてしまうかもしれないそうだ。

「そのうち適てき応おうして、行いけるようになるんだし、そうクサクサするなよ」

「そのうちって、いつ？」

「さぁな。人にん間げんの、よくいう〝神かみのみぞ知しる〟ってやつじゃないか」

「はぁ……」

　ため息いきが出でてしまう。

「そうだ。ボク、イーヴァルとおしゃべりしてこようっと。なんたって１００年ねんぶりだしね。ついでに、杏あん樹じゅのようすも報ほう告こくしてきてあげる」

　そう言いって、シルフは──杏あん樹じゅに部へ屋やのドアをあけさせて──おじいちゃんのところへと飛とんでいった。

　信しんじられないできごとが、連れん続ぞくしておこったせいか、杏あん樹じゅはかなり、つかれていた。

「おなか、減へったなぁ……」

　つくえの上うえにおかれている、朝あさごはんを見みる。

　杏あん樹じゅの好すきな、ゆかりのおむすび。

　光こう哉やが朝あさ「じいちゃんにたのまれた」と、持もってきたものだった。

　杏あん樹じゅはゆっくりと、それに手てを伸のばす。

（持もってきてくれたのが、おじいちゃんだったら……昨日きのうの話はなしのつづきができたかもしれないのにな）

　だいきらいと言いってしまったことが、悔くやまれる。

　とても悲かなしそうな顔かおをした、おじいちゃん。

　おじいちゃんだって、吸ヴァ血ンパ鬼イアになりたくてなったわけじゃ、ないのかもしれない。

　それなのに、自じ分ぶんから部へ屋やを出でて、あやまりにはいけないのだ。

（私わたしってズルイな……）

　でも、こうやって冷れい静せいに、ものごとを考かんがえられる自じ分ぶんにビックリする。

（どこかでもう、自じ分ぶんが吸ヴァ血ンパ鬼イアだってこと、受うけいれてるのかも。私わたしって、意い外がいと強つよいのかな？）

「マンガみたいな話はなしなのにね」

　おむすびをペロリとたいらげた杏あん樹じゅは、朝あさごはんといっしょに、わたされたメモを見みた。

　そこには、光こう哉やがこれまでに調しらべたという、吸ヴァ血ンパ鬼イアの特とく性せいが書かかれている。






・日にっ光こうにあたってもヘーキ

・飛とべるのは夜よるだけ（日にっ中ちゅうは、力ちからがおさえられてるカンジ）

・力ちからが強つよい

・シルバー製せい品ひんや十じゅう字じ架かもオッケー

・多た少しょうの傷きずなら、一いっ瞬しゅんでなおる

・指ゆびを切きり落おとしても再さい生せい可か能のうかは、わかんね

・血ちを吸すう気きには、いまんとこならない








　でも、メモを見みても、自じ分ぶんのことだとは思おもえない。

　わからないことだらけだ。

（でも、自じ分ぶんでためしてみる気きには、なれないしなあ……）

　杏あん樹じゅは、自じ分ぶんの両りょう手てを見みつめた。

（だって、人ひとなみはずれた力ちからなんか出だせちゃったら、本ほん当とうに、ふつうの子こにはもどれないみたいで、いやだし……）

　でも、ほんものの吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくについてなんて──インターネットには、ぜったいのってないから、調しらべようがない。

　杏あん樹じゅはまたため息いきをついた。

　なんだか無む性しょうに、お母かあさんの声こえが聞ききたくなった。

　杏あん樹じゅは、おむすびののっていたトレイを持もち、部へ屋やを出でた。

　しん、と静しずまりかえった家いえ。

　まるで、だれも住すんでいないかのようだった。

　キッチンで、手てばやく食しょっ器きを洗あらってしまうと、杏あん樹じゅは駆かけ足あしでリビングにむかった。

　お母かあさんたちの泊とまっているホテルの部へ屋やの直ちょく通つう番ばん号ごうは、頭あたまに入はいっている。

　コール音おんが鳴なりはじめる。

　昨日きのうなら、きっと──泣なきながら「もどってきてほしい」とうったえただろう。

　だけど、いまは落おちついてしまった。泣なきくずれることはない、きっと。

　ただ、なんていうか声こえが聞ききたかった。

　受じゅ話わ器きからはコール音おんが聞きこえている。

　出でる気け配はいはない。

「もうっ！　娘むすめのピンチのときくらい、役やくにたってよ！」

　杏あん樹じゅがたたきつけるように受じゅ話わ器きをおき、部へ屋やにもどろうとした瞬しゅん間かん──遠とおくからサイレンの音おとが聞きこえてきた。それはじょじょに近ちかづいてくる。

　びくん、と体からだがふるえた。

　なにもわるいことはしていないのに、まるで自じ分ぶんをつかまえに来きたのではないかと、ソワソワしてしまう。そんなわけ、あるはずないのに。

　杏あん樹じゅの住すんでいる町まちは、比ひ較かく的てき、治ち安あんのいい町まちだ。

　パトカーがサイレンを鳴ならして走はしることなど、めったにない。

（なにがあったの？）

　リビングの窓まどから、不ふ安あんそうにパトカーが止とまった場ば所しょを見みる。そこは近きん所じょの商しょう店てん街がいだった。

「いやな予よ感かんがしますね」

　急きゅうに背はい後ごで声こえがしたもんだから、杏あん樹じゅは「きゃっ」と飛とびあがった。

　ふりかえると、そこにはヴァルが犬いぬの姿すがたでオスワリをしている。

　杏あん樹じゅはそんなヴァルを見みて、すぐにそっぽをむいた。

「すみません、おどろかすつもりはなかったんです」

「怒おこってるのは、そこじゃないから」

「……そうですよね。でも、正しょう体たいをあかすわけには、いかなかったんです……」
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「言いいわけは、いいっ！」

　杏あん樹じゅがプイッと顔かおをそむけると、ヴァルの、ピンと立たっていた耳みみがショボンとする。

　杏あん樹じゅはそっぽをむいたまま、窓まどの外そとを見みた。商しょう店てん街がいに止とまったパトカーに人ひとが集あつまっている。

（なにかあったんだ……）

「見みにいってみようよ、杏あん樹じゅ！」

　杏あん樹じゅの耳みみもとでシルフの声こえがした。

　いつの間まにか、杏あん樹じゅの肩かたにシルフが座すわっている。

「ちょっと！　気き軽がるにのらないでよ！」

　あわててシルフを追おいはらうと、入いり口ぐちを見みた。おじいちゃんはいない。

　杏あん樹じゅは、ほっとため息いきをつく。

「イーヴァルがいっしょだと思おもった？」

　シルフをジロリと見みる。

「顔かお、合あわせづらいの。会あっても、なに話はなせばいいかわかんないし……って、シルフのほうは、話はなしは終おわったの？」

「終おわるわけないじゃん。１００年ねん近ちかく会あってなかったんだし。でも、なんかピーポーピーポーうるさいから気きが散ちっちゃって、１人ひとりで見みにきたんだ。あれ、なんだ？」

「警けい察さつ」

「ケイサツ？」

「社しゃ会かいの安あん全ぜんと治ち安あんを維い持じする機き関かん。英えい語ごだとpoliceポリス。わかる？」

「なるほど」

　シルフは杏あん樹じゅの横よこに来くると、さわがしくなってきている商しょう店てん街がいを見みた。

「行いってみようぜ」

「いや」

　いつもの杏あん樹じゅなら、きっと、心しん配ぱいでようすを見みにいっただろうけど。

「なんで？」

「なんでも」

「いいじゃん。今日きょうは、くもってるから、外そとに出でても、だいじょうぶだって」

　シルフはそう言いうと、杏あん樹じゅの耳みみをひっぱった。

「痛いたいよ！」

「そんなに強つよくひっぱってないって。さぁ、行いこう！」

（はぁ……）

　あまり気きのりはしなかったが、商しょう店てん街がいのことは気きになる。

「ま、ちょっとだけなら……」

　杏あん樹じゅはシルフを肩かたにのせて、家いえを出でた。

　その瞬しゅん間かん──杏あん樹じゅの顔かおがゆがんだ。

　近きん所じょの家いえから、カレーのニオイがする。本ほん来らいなら、食しょく欲よくをかきたてるいいニオイなのだけど、いまの杏あん樹じゅの鼻はなには、ニオイが強つよすぎる。

　鼻はなにパンチをくらったみたいだ。

「外そとって、本ほん当とうは、すごいニオイがしてたんだ……」

　頭ず痛つうがしてきた。

　顔かおをしかめて歩あるく杏あん樹じゅをチラと見みると、シルフは「ああ」とつぶやいた。

「杏あん樹じゅの家いえには、ニオイ消けしがおいてあるから。気きづかなかった？」

「ニオイ消けし？」

「杏あん樹じゅのまくらもとにも、おいてあるだろ？　あれがそう」

　おじいちゃんがおいていった、陶とう器きを思おもいだす。

（あれがニオイ消けしなのか……おじいちゃん、ちゃんと考かんがえてくれてるんだ）

「っていうかさ、ふつうに外そとに出でてきちゃったけど、シルフはほかの人ひとには見みえないの？」

「さぁ」

　杏あん樹じゅの足あしが止とまった。

「えぇっ!?　さぁ、じゃこまるんだけど。だれかに見みられたら大たい変へんじゃない！」

　あわてる杏あん樹じゅを見みて、シルフがコロコロと笑わらった。

「だいじょうぶ。いままで人にん間げんには、数すう人にんにしか見みられたことないから」

「数すう人にん？」

「えーっと」

　そう言いって、シルフは考かんがえる。

「いちばん最さい後ごに見みられたのが50年ねんくらい前まえかな？」

（50年ねんって……）

「ま、人ひとの目めにはそう簡かん単たんにはうつらないよ」

「でも、万まんが一いち、見みられたら……本ほん当とうにこまるんだからね！」

「そんなことより、１人ひとりでそんな大おおきな声こえで話はなしてるほうが、ヘンだと思おもうんだけど」

「うっ……」

　商しょう店てん街がいに近ちかづくにつれて、おおさわぎになっているのが見みえてくる。

　人ひと々びとのすきまから、商しょう店てん街がいの入いり口ぐちが、黄き色いろいテープで封ふう鎖さされているのがわかった。

　テレビで見みるようなテープ。実じつ物ぶつは、はじめて見みた。

　パトカーで来きた警けい察さつ官かんが、無む線せんで応おう援えんをたのんでいる。

「だれか、知しり合あいに聞きいてみろよ。これ、ただごとじゃないぜ」

　シルフが耳みみもとでささやく。

「言いわれなくても聞きいてみるってば」

　杏あん樹じゅも、小こ声ごえで返へん事じをする。

　あたりを見みまわすと、杏あん樹じゅがよく行いくパン屋やのアンドーさんを見みつけた。

　しきりに首くびをかしげている。

　人ひとがひしめく中なか、杏あん樹じゅはアンドーさんのもとへと駆かけよった。

「おや、杏あん樹じゅちゃん、学がっ校こうは？」

「ちょっと具ぐ合あいがわるくて、家いえにいたの。もう平へい気きなんだけど。それより、なにがあったの？」

　早はや口くちで、まくしたててしまったけれど、非ひ常じょう時じでテンパッてるアンドーさんは気きづかなかったみたいだ。

「いやー、ニオイが消きえちゃってね」

「ニオイが消きえた？」

　オウムがえしに聞きく杏あん樹じゅの横よこに、青せい果か店てんのおっちゃんと精せい肉にく店てんのおじさんがやってきた。

　どうやら、だれかに話はなしたくてウズウズしていたらしい。

「おう、杏あん樹じゅちゃん。コロッケあげてたらよ、とつぜんニオイがしなくなったんだよ。鼻はなでもつまったのかと思おもったが、油あぶらのニオイはそんなんじゃ消きえねぇ。こいつぁおかしいぞと思おもって、外そとに出でたら、どこの店みせでもそうだってんで、おおさわぎさ」

　青せい果か店てんのおっちゃんは、なぜかメロンを抱だきかかえていた。

「この熟うれたメロン。無む臭しゅうなんだよ。杏あん樹じゅちゃんも、かいでみてくれよ」

　そう言いわれて、杏あん樹じゅはおそるおそる、メロンに鼻はなを近ちかづけた。

「ほんとだ……」

「おかしいだろ。こりゃあ、細さい菌きんテロかもしれないってさ、警けい察さつが」

「テッ、テロ!?」

　こんな住じゅう宅たく街がいの──あまり大おおきくない商しょう店てん街がいで、テロなんかやって、なにをどうするつもりなんだろう。

　そういうのって、もっと大おおきい町まちとか、外がい国こくとかでおこるもんなんじゃないの。

「におうね……」

　シルフがつぶやく。

　おっちゃんたちがそれぞれ商しょう売ばいの話はなしをしはじめたので、杏あん樹じゅはそっとおっちゃんたちのそばをはなれた。

「えっ、におうって、シルフには、メロンのニオイがするの？」

「はぁ？」

　なに言いってんだ、と言いわんばかりの表ひょう情じょうをうかべるシルフ。

「事じ件けんのニオイがするって意い味みだよ」

「あぁ、そういうことか」

　と納なっ得とくしかけて、杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

（刑けい事じドラマみたいな言いい回まわしだけど……シルフってドラマなんか見みるのかな）

「調しらべてみようよ、杏あん樹じゅ」

　そう言いって、シルフは杏あん樹じゅの肩かたからはなれて、目めの前まえにうかんだ。

「調しらべるってなにを？　そういうのは、警けい察さつの仕し事ごとだよ」

「ムリだな」

「なんで？　日にっ本ぽんの警けい察さつって優ゆう秀しゅうなんだから」

「でも、これは警けい察さつじゃムリだよ」

「だから、どうし──」

　シルフは杏あん樹じゅの言こと葉ばをさえぎった。

「なんで気きづかないんだよ。これはテロなんかじゃない」

「へ？」

「杏あん樹じゅ、これはボクたちの仕し事ごとだよ」

　シルフは捨すてゼリフのように言いって、空そら高たかく飛とんでいってしまった。

（ボクたちの仕し事ごとって……どういう意い味み？）







　　　　７　吸ヴァ血ンパ鬼イアってカッコイイ？




　ぼうぜんと──

　シルフが飛とんでいったほうを見みていた杏あん樹じゅは、ハッと我われにかえった。

（私わたし、おいてけぼりじゃない！）

　どうしたもんかと、商しょう店てん街がいの入いり口ぐちをウロウロとする。

「ここは立たち入いり禁きん止しだよ」

　黄き色いろい封ふう鎖さテープの前まえに立たっていた警けい察さつ官かんが、ジロッと杏あん樹じゅを見みた。

（ヤバっ……）

　とっさに人ひとごみの中なかにまぎれる。

　学がっ校こうに行いってないことを、聞ききただされたりしたら、こまる。そんな場ば面めんを、クラスメイトのお母かあさんとかに見みられたら、ズル休やすみだと思おもわれるだろう。

　そう思おもうと、杏あん樹じゅの好こう奇き心しんは、きゅうにしぼんだ。

（だいたい……私わたし、なんでシルフを追おいかけようとしてるんだろう。ほっとけばいいじゃない）

　シルフは、だれの目めにもうつらないようなので、問もん題だいはない。

（そうだよ。小しょう学がく生せいがどうにかできる問もん題だいじゃないもん。帰かえっちゃお）

　きびすをかえして家いえへむかう。

　と、くもっていた空そらが、晴はれてきた。

　本ほん当とうなら、うれしい気き持もちになるはずなのに、いまや太たい陽ようは、杏あん樹じゅの敵てきだ。

「ヤバい、いそがなきゃ……」

　杏あん樹じゅは駆かけ足あしになった。

　でも、太たい陽ようは待まってくれない。

　あたりに日ひがさしはじめると、目めがチカチカしてきた。

　杏あん樹じゅはおもわず顔かおをしかめる。

　こんな住じゅう宅たく街がいのどまんなかで、しかも、ふだん以い上じょうに人ひとが集あつまっているのに、倒たおれたりなんかしたら大たい変へんだ。

　もう、吸ヴァ血ンパ鬼イアって、なんてめんどうなんだろう。

（次つぎの角かどを曲まがれば、家いえだ……）

　間まにあった、と思おもったそのときだった。

　いきおいよくなにかにぶつかり、杏あん樹じゅは派は手でにうしろへひっくり返かえった。

「いたた……」

　しりもちをついた杏あん樹じゅは、ぶつかったなにかを、見みあげるかたちになった。

　雲くもの切きれ間まから顔かおを出だした太たい陽ようが目めに入はいって、杏あん樹じゅの顔かおがゆがんでしまう。

「ごめんなさいっ」

　とっさにあやまりながら、見みあげた。

　ぶつかった相あい手ては、白しろに近ちかい金きん髪ぱつの女おんなの人ひとだった。

　その人ひとは、トロンと夢ゆめ見み心地ごこちのような瞳ひとみを杏あん樹じゅにむける。

　太たい陽ようの光ひかりで、体からだの輪りん郭かくが光ひかって、透すけているように見みえる。

（秋あきのススキみたい……）

　色いろ白じろのきゃしゃな体からだに、ふわふわの髪かみを見みて、杏あん樹じゅはそう思おもった。

「あの……すいませんでした」

　言いいながら、杏あん樹じゅは立たちあがる。

（外がい国こく人じんかな……）

　このへんでは見みかけない人ひとだ。

　返へん事じがないのは、日に本ほん語ごがわからないからかもしれない。

「あ、I'mアイム sorryソーリー」

　たどたどしい英えい語ごで、杏あん樹じゅは女おんなの人ひとにあやまった。

　でも、女おんなの人ひとは反はん応のうせずに、そのまま商しょう店てん街がいのほうへとフラフラと歩あるいていこうとした。

「あの、だいじょうぶですか？」

　ズキズキと頭あたまが痛いたむのをこらえて、杏あん樹じゅは女おんなの人ひとの前まえにまわりこんだ。

（フラフラしてるのが私わたしのせいだったら、病びょう院いんに連つれていかなくちゃ）

「どこか、調ちょう子しがわるいんですか？」

　女おんなの人ひとは首くびをかしげた。

　杏あん樹じゅを見みながら、ふしぎそうな顔かおをしている。

「……」

　女おんなの人ひとは、なにか言いおうとして、口くちをひらいた──その瞬しゅん間かん。

　ぶわん。

「わっ……!?」

　なんとも言いえないようなニオイが、杏あん樹じゅの鼻はなをついた。

（なに、これ……!!）

　一いっ瞬しゅんだった。

　すぐにニオイは消きえてしまった。どんなニオイか、言いいあらわすヒマなんかないほど、あっという間まに。

（いまの、なに？）

　目めの前まえにいる女おんなの人ひとが発はっしたとは、考かんがえにくいような異い臭しゅう。

「あの……いま、なんかすごいニオイがしませんでしたか？」

　杏あん樹じゅはあたりを見みまわしたが、異い臭しゅうがするようなものはなかった。

　女おんなの人ひとはそんな杏あん樹じゅを見みて、意い味み深しんにほほえむだけだった。

　なにか？　と言いいたいのか。

　それとも、言こと葉ばがわからないだけなのか。

（こまったなぁ）

　ヘンなタイミングで異い臭しゅうなんかするもんだからなにを話はなしていいかわからなくなった。

　杏あん樹じゅがもじもじしているうちに、女おんなの人ひとは笑えみをうかべたまま、商しょう店てん街がいのほうへと消きえていってしまった。

「なんだったんだろ、いまの……」

　ぼうぜんと、その女おんなの人ひとの背せ中なかを見み送おくっていた。




　その夜よる。

　昼ひる間ま、外がい出しゅつしたくせに、やはり杏あん樹じゅは、自じ分ぶんの部へ屋やで夕ゆう飯はんを食たべていた。

「いつまで部へ屋やにひきこもってるつもりだよ」

　夕ゆう飯はんを持もってきた光こう哉やは、杏あん樹じゅが食たべているのを見み守まもりながら、言いった。

「だって、おじいちゃんと顔かお合あわせるの、気きまずいんだもん」

「いつまでも、さけてるなんて、インケンだぜ」

「わかってるけど……」

　そう言いって、杏あん樹じゅはふんわりと甘あまい香かおりがする卵たまご焼やきを口くちに入いれた。

　外そとに出でかけたせいだろうか、食しょく欲よくだけは前まえのようにもどっている。

「おじいちゃん、どうしてる？」

「元げん気きねぇよ。なんか食しょく欲よくもないみたいで、だるそうにしてるぜ」

　杏あん樹じゅの胸むねが、ズキンと痛いたんだ。

「そういや、おまえさ──昼ひる間ま、商しょう店てん街がい行いったんだって？」

（自じ分ぶんから行いったんじゃなくって、シルフに連つれていかれた感かんじなんだけどな）

　杏あん樹じゅはあいまいにうなずきながら、食しょく事じをつづけた。

「あのあと商しょう店てん街がい、完かん全ぜん封ふう鎖さだってよ。テロかもしれないって、夕ゆう方がたになって機き動どう隊たいまで来きてたぜ」

「機き動どう隊たい!?　ウソ！」

　持もっていたはしが、ポロリと落おちる。

「ウソ言いってどうするよ。住じゅう人にんはみんな町ちょう内ない会かい館かんに避ひ難なんしてる。おまけに全ぜん国こくニュースにもなってる」

「そうなの？」

「そうなのってさ……」

　光こう哉やは、あきれ気ぎ味みに言こと葉ばをつづける。

「あたり一いっ帯たいのニオイが、すべて消きえてるんだぜ？　異い常じょうだろって。原げん因いんがわからないなんて、こわすぎる」

「そうだけど」

　そういえば、シルフはどこに行いったのだろう。

　杏あん樹じゅは窓まどの外そとをチラと見みてみるが、もどってきた気け配はいすらない。

（シルフは「ボクたちの仕し事ごとだ」って言いってた……）

「なんだ、その顔かお」

　光こう哉やが、杏あん樹じゅの顔かおをのぞきこんだ。

　蒼あおい瞳ひとみが杏あん樹じゅをとらえて、はなさない。

「なんか、知しってるだろ」

「な、なにも知しらないよ」

「かくすなよ。２人ふたりっきりの兄きょう妹だいだろ」

　ととのった顔かおには、魔ま力りょくがあるのかもしれない。

　杏あん樹じゅは、シルフが言いったことを説せつ明めいした。

「なるほど。たしかにそうかもな」

「でも、でも……なんでいま、こんなことが？」

「どういう意い味みだよ」

「私わたしたちが吸ヴァ血ンパ鬼イアに目め覚ざめてから、すぐこんな事じ件けんがおきるなんてさ。関かん係けいありそうな感かんじがするじゃない……なんか私わたしたちのせいみたい……」

　不ふ安あんそうな杏あん樹じゅの頭あたまを、光こう哉やがくしゃくしゃとなでる。

「気きにしすぎ」

　そう言いって、光こう哉やはほほえんだ。

「たまたまだよ、きっと。ま、シルフが動うごいてんなら、オレが動うごいても、じいちゃんは文もん句く言いわないよな」

「へ？」

　不ふ敵てきな笑えみをうかべる。人にん気きスーパーモデル光こう哉やの、きらめくような笑え顔がお。

「オレも、べつの方ほう向こうから調しらべてみるかな、と」

「やめときなよ、おにいちゃん」

　杏あん樹じゅの口くちからとっさに出でた言こと葉ば。

「だれかに正しょう体たいがバレたら、どうするつもり？」

「バレねぇよ」

「もしも、の話はなしだって」

　光こう哉やは、おおげさにため息いきをついた。

「あのさぁ……オレたちの能のう力りょくって、なんのためにあると思おもう？」

「なんのため？」

（考かんがえたこともなかった……）

　そんな余よ裕ゆうはなかった、というのは言いいわけだ。

　杏あん樹じゅは、前まえむきな光こう哉やを、まぶしそうに見みた。

「じいちゃんからの遺い伝でん。そう言いってしまえばそれまでだけど、なんか意い味みがあると思おもうんだ。オレはね」

　だまって光こう哉やの話はなしを聞きいている杏あん樹じゅ。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアだっていうけど、オレはいまんところ、血ちなんかほしくない。昼ひる間まもぜんぜん歩あるける。その上うえ、空そらは飛とべるし、ケガも一いっ瞬しゅんで治なおる。力ちからもすげー強つよいんだぜ。弱じゃく点てんはないんだ。こんな能のう力りょく、使つかわなきゃソンだろ」

（私わたし、弱じゃく点てんだらけなんだけどな……）

　思おもいつつも、光こう哉やのポジティブさに感かん心しんすらしてしまう。

　いつもなら、なんて脳のう天てん気きなんだろうと、腹はらだたしく思おもうのだけれど。

「おまえもさ、少すこしは気き楽らくに考かんがえろって。フツーとちがうって、かっこいいじゃん。楽たのしまなきゃ」

　フツーとちがう。

（私わたしはいやだ……）

　そんな杏あん樹じゅの気き持もちに気きづくふうもなく、光こう哉やは「おやすみ」と部へ屋やをあとにした。

「楽たのしむ、か……そんな余よ裕ゆう、ないよ」

　なんだか泣なきそうだ。

　そんな杏あん樹じゅを現げん実じつにもどすかのように、窓まどが勢いきおいよくたたかれる。

「ここ、あけろー！」

　ふりかえったそこにいたのは、仁に王おう立だちでうかんでいるシルフだった。







　　　　８　いざ、つかまえに！




　杏あん樹じゅのために、おじいちゃんが焼やいてくれたシフォンケーキを、シルフはベッドで横よこになりながらパクついている。

（ドラマでよく見みる、だらしない昼ひる間まの主しゅ婦ふみたい。妖よう精せいのクセに……）

　ドラマでは──せんべい片かた手てにテレビを見みる、という光こう景けいだけど。

　杏あん樹じゅはため息いきをついた。

「で、犯はん人にんはわかったの？」

「一いち応おうね。目め星ぼしはついた」

「犯はん人にんは、ふつうの人ひとだった、とか？」

「まさか。これは、ボクたちと同おなじもののしわざだよ」

「同おなじもの……妖よう精せいってこと？」

「そうそう。〝あやかし〟っていうのが正せい解かいかな。とにかく、こんなことできるのは、ボクたちくらいだ。人にん間げんのわけないよ」

　言いって、シルフは杏あん樹じゅをじっと見みた。

「な、なに」

「杏あん樹じゅ、会あったろ」

「はぃ？」

「犯はん人にんにさ」

「いつ？　私わたし、だれにも──」

　そこまで言いって、杏あん樹じゅは昼ひる間まぶつかった女おんなの人ひとを思おもいだした。

「えっ、あの人ひとはちがうよ。ふつうの人ひとだったもん」

　たしかに、フラフラしてて危あぶないなぁとは思おもったけれど、犯はん人にんにしてはふつうの人ひとすぎる。

　口くちをひらいた瞬しゅん間かんに異い臭しゅうがしたのも、あの人ひとのせいではない気きがする。

　けれど、杏あん樹じゅの違い和わ感かんは、消きえなかった。

　思おもいだすほど、なにかがおかしいような気きがしてくる。

　なにがどうおかしいかは、杏あん樹じゅにはわからなかったけれど。

「よっし、行いくか」

「ちょっと待まって！　なんでシルフには、だれかと会あったってわかるの？」

　そんなことも気きづかないのか、とあきれた顔かおをするシルフ。

「シャンプーのニオイが消きえてる」

「え？」

　杏あん樹じゅは自じ分ぶんの髪かみのニオイをかいでみた。

「ほんとだ……」

　ニオイに敏びん感かんになっている杏あん樹じゅでも、シャンプーのニオイがまったくしなかった。

「あ！」

　とつぜん大おおきな声こえを出だす杏あん樹じゅを見みて、シルフが首くびをかしげた。

「なにかがおかしいって思おもったのは、そういうことだったんだ！」

「ちょっと待まて。自じ己こ完かん結けつするなって」

「あの人ひとに会あったあと、ニオイがぜんぜん、しなくなったの。それまで頭あたまが痛いたくなるくらいだったのに。お昼ひるどきなのに、どこの家いえからもニオイがしなかった……」

「決きまりだな」

　シルフがニヤリと笑わらい、杏あん樹じゅの耳みみをひっぱった。

「ほら、立たって」

「なんで？」

「犯はん人にんを、つかまえにいくのさ」

「意い味みわかんない。どうしてそうなるの？」

　杏あん樹じゅはシルフをふりはらうと、あけっぱなしになっている窓まどのほうに歩あるいていった。

　春はるになったとはいえ、まだまだ寒さむい。

「だいたい、小しょう５の私わたしがつかまえるなんて、ムリに──え？」

　言いいかけた瞬しゅん間かん、ドンとしょうげきがして、杏あん樹じゅの視し界かいは逆ぎゃく転てんした。

　なにかが背せ中なかにぶつかった感かん覚かくがあったかと思おもうと、体からだがクルッと──

（落おちるっ！）

　窓まどから、杏あん樹じゅの体からだがころげだす。

　杏あん樹じゅの部へ屋やは２階かい──落おちたら無む傷きずではすまない。

　窓まどわくをつかもうと、とっさにうでを伸のばしても、つかめるはずがなかった。

「きゃああああああああ！」

　体からだが空くう気きを切きりさいて、落おちていく。
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　ドクン。

　心しん臓ぞうの音おとが聞きこえる。

　杏あん樹じゅは、体からだの中なかがカッと熱あつくなるのを感かんじた。

「っ！」

　無む意い識しきのうちに──空くう中ちゅうでクルッと一回かい転てんし、気きがついたら、足あしから庭にわにおりていた。

　あっという間まのできごと。

　ゆっくりと目めをひらく杏あん樹じゅ。

「あ、あれ？」

　どこも痛いたくもなかった。

「どうなってるの？」

　見みあげると、自じ分ぶんの部へ屋やの窓まどが、ひらいているのが見みえた。

（落おちたのは、まちがいないんだけど……でも、どうして？）

　空くう中ちゅうで体たい勢せいを立たてなおせたことが、信しんじられない。

「な、だいじょうぶだったろ」

　声こえのするほうを見みると、スーパーの袋ふくろになにかを大たい量りょうに入いれて、ぶらさげたシルフが、そこにうかんでいた。

「あんたがつき落おとしたのね！」

「あんたって言いうな」

「いいえ、言いわせてもらうわよ！　なんだって、つき落おとされなきゃいけないわけ？」

「いいじゃん、ケガしてないんだし」

「そういう問もん題だいじゃ──」

（そうだ……どうしてケガしてないんだろう）

「そんなふしぎな顔かおしない。杏あん樹じゅは吸ヴァ血ンパ鬼イアだろ？　あれくらいの高たかさから落おちることなんて、朝あさメシまえだよ」

　光こう哉やが空くう中ちゅう散さん歩ぽをしていたくらいなので、杏あん樹じゅにも同おなじようなことができるのかもしれない。杏あん樹じゅが自じ覚かくしていないだけで。

「無む意い識しきでも、ちゃんと着ちゃく地ちしてるじゃん。だいじょうぶ、だいじょうぶ」

「なにが、だいじょうぶなのよ」

「もし、ダメだったら助たすけるつもりだったし」

「はぁ!?」

「あれ……覚おぼえてない？　鉄てつ棒ぼうから落おちた杏あん樹じゅを助たすけたの、だれだと思おもってんの？」

　杏あん樹じゅは口くちもとに手てをあてた。

「空くう中ちゅうで体からだがバウンドするなんて、ヘンだと思おもったけど、あれってシルフがやったことだったの？」

「即そく席せきエアバッグ。痛いたくなかっただろ？」

　不ふ敵てきな笑えみをうかべるシルフ。

　あんがい、いいヤツなのかもしれない。

「さ、これ持もって」

　そう言いって、シルフは持もっていたスーパーの袋ふくろを、杏あん樹じゅにわたした。

　おもわず受うけとってしまった杏あん樹じゅは、あまりの重おもさによろめく。

「なに入はいってるの、これ……」

　袋ふくろの中なかには、大たい量りょうのたまねぎ。

「どこから、こんなにたくさん……」

「キッチンから持もってきた。これで犯はん人にんをつるんだよ」

（たまねぎで、つる？）

「これで？」

　袋ふくろからひとつ、たまねぎを取とりだした。

　なんのことはない、ふつうのたまねぎだ。

「犯はん人にんはニオイを食たべる、ペリって妖よう精せいだ。このたまねぎのニオイがあれば、きっとおびき出だせるはず」

「よくわかんないけど……でも、これだとあんまりニオイしないよ？」

「？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばにシルフはなにかに気きづいたようだった。

「ヴァルが、すごいニオイのする野や菜さいだって言いってたけど……」

「みじん切ぎりにすれば、ね。するよ、ニオイ」

　それを聞きいて、こまった顔かおになったシルフは、杏あん樹じゅを見みて、作つくり笑わらいをうかべた。

「杏あん樹じゅ──」

「いやよ」

「まだなにも言いってないだろ」

「みじん切ぎりにしてくれっていうんでしょ？」

「ご名めい答とう！　大おお当あたり！」

「やだ」

「なんでだよ。強つよいニオイを作つくれば、犯はん人にんをおびきよせられるんだぜ？」

「つかまえたいのは、シルフでしょ？　私わたし、そんなことしたくないもん」

「商しょう店てん街がいの人ひと、みんながこまってるのに？」

「うぅ……」

　おもわず言こと葉ばにつまった杏あん樹じゅの前まえで、シルフははなをすすりはじめた。

「ボクの体からだじゃ包ほう丁ちょうを持もつことなんてできない。それなのにてつだってもくれないなんて……杏あん樹じゅ、冷つめたい、ひどい、人ひとでなし」

　シルフが両りょう手てで顔かおをおおった。

「ちょっ……ちょっと、泣なかないでよ」

「杏あん樹じゅがイジワルなこと言いうからだろ」

「そんなぁ……」

　まるで私わたしが悪わる者ものみたいじゃない。

「わ、わかった。わかったから。切きればいいんでしょ？」

　だけど、シルフは顔かおをあげなかった。

　これ以い上じょう、なにをすればいいのか。

　答こたえはひとつ。

「協きょう力りょくするから。犯はん人にんつかまえるの」

「……ほんと？」

　シルフはまだ顔かおをあげない。

「ほんと。約やく束そくする」

　杏あん樹じゅは指ゆび切きりするように、シルフの前まえに小こ指ゆびをかかげた。

「……よし！」

　顔かおをあげたシルフの顔かおは、まったくぬれていなかった。

「じゃあ、さっそくキッチンに行いこう」

　そう言いって、サッサと勝かっ手て口ぐちのほうへと飛とんでいってしまう。

「ウソ泣なきなんて、ズルイよ！」

　ふりむいたシルフの顔かおには、満まん面めんの笑えみ。

「ひっかかるほうがわるいんだよ。さ、早はやく早はやく」

　杏あん樹じゅはスーパーの袋ふくろを持もったまま、シルフを追おいかけるようにして走はしりだした。







　　　　９　真ま夜よ中なかのおいかけっこ




　大たい量りょうにできた、たまねぎのみじん切ぎりを詰つめた、特とく大だいのタッパーを抱だきかかえ、杏あん樹じゅはシルフといっしょに、夜よるの町まちを歩あるいていた。

　ふたをとじていても、ニオイがする。

　いまの杏あん樹じゅの鼻はなには、キツすぎた。

「先さきに私わたしのほうが、やられちゃいそうだよ……」

　杏あん樹じゅは頭ず痛つうをこらえながら、シルフのあとについていく。

「だいたい、こんなに切きらなくてもよかったんじゃない？」

「そんなことないでしょ。大だいは小しょうを兼かねるっていうじゃん」

　不ふ服ふくそうな顔かおをしている杏あん樹じゅを気きにもせず、シルフはあたりを見みまわしていた。

「商しょう店てん街がい、大おおきかったからな……今こん夜やはもう、おなかいっぱいで、出でてこないかなあ」

「ちょっ……！」

　他人ひとごとのように言いうシルフの服ふくを、杏あん樹じゅはひっぱった。

「こんなにみじん切ぎりさせておいて、出でてこないとかありえないんですけど！」

「ボクだって、くわしくわかってるわけじゃないんだ。ただニオイを食たべる妖よう精せいだなって思おもっただけで」

「カン？　カンで行こう動どうしてるわけ!?」

「妖よう精せいのカンはあたるんだぜ。親しん交こうがないもののことでも、ある程てい度どはわかるようになってんだって」

　杏あん樹じゅは、うたがいのまなざしをシルフにむけた。

「まあ、これから、杏あん樹じゅも勉べん強きょうしたほうがいいな」

「勉べん強きょうってなにを？」

「ボクたちのことを。知しらないとこまるだろうし」

「こまるって……」

「杏あん樹じゅも同どう族ぞくだろ、ボクたちと」

（吸ヴァ血ンパ鬼イアと妖よう精せいって、同どう族ぞくなの？）

　だとしたら、認みとめたくないけれど、そうなのだ。

　だからって、自じ分ぶんのことすら、まだよく知しらないのに、ほかの種しゅ族ぞくのことにまで頭あたまなんかまわらない。

　と、そのとき。

「！」

　とつぜんシルフが止とまった。

　とがった長ながい耳みみがヒクヒクと動うごいている。

「ねぇ、聞きこえない？」

「ん？」

　杏あん樹じゅも耳みみをすましてみる。




　ひたひた。




　それは、かすかに聞きこえた。




　ひたひたひた。




　はだしで歩あるいているような音おと。

「もしかして……」

　小こ声ごえで話はなす杏あん樹じゅに、シルフはうなずいた。

「ビンゴだ。ヤツがあらわれた」

「これをねらって？」
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　杏あん樹じゅは、抱だきかかえているたまねぎの入はいったタッパーを見みた。

「そうだと思おもうんだけどね、近ちかづいてきてるし」




　ひたひたひたひた。




「で、どうすればいいの？」

「つかまえよう」

「へ？　いや、そうじゃなくて、どうやってつかまえるの？」

「うでをつかむ、とかさ。いろいろあるじゃん」

　杏あん樹じゅは、昼ひる間ま会あった女おんなの人ひとを思おもいだす。

　身しん長ちょうはむこうのほうが、はるかに大おおきかったし、フラフラしてたとは言いえ、大人おとなの（だろうと思おもわれる）女おんなの人ひとに、力ちからで勝かてるとは思おもえなかった。

　思おもいきり、首くびをふる。

「ムリムリ。ムリだって」

「だって、ほかに考かんがえてないし。杏あん樹じゅがやるしかないよ」

「なにそれー！」

「だいじょうぶ。いまの杏あん樹じゅの力ちからは、そうとうなもんだよ。きっと大人おとなの男おとこだってかなわない」

「そんなバカぢから、いらないよー！」




　ひたひたひたひたひた。




　シーンと静しずまりかえった町まちに、ひびく足あし音おと。

　まるで怪かい談だんだ。

　杏あん樹じゅの体からだが、ガタガタとふるえだす。

「あのさ、シルフ」

「なんだよ」

「私わたし──こういう怪かい談だんチックな雰ふん囲い気き、すっごい苦にが手てなんだけど」

「んじゃ、克こく服ふくしようよ。いま、nowナウ」

「いやいやいや」

　頭あたまの上うえにある街がい灯とうが、点てん滅めつしはじめる。

（ちょっと……なんで、こんなときに！）

　雲くもひとつない夜よ空ぞらにも、ぶあつい雲くもがあらわれる。

「どうして……」

　あたりは、まっくらになった。

　ときおり光ひかる、街がい灯とうだけがたよりだ。




　ひたひたひたひたひたひた。




　足あし音おとが速はやくなった。

「！」

　数すうメートル先さきの曲まがり角かどから、目めがはなせない。

　杏あん樹じゅはタッパーをぎゅっと抱だきしめた。

　足あし音おとが止とまる。

「……」

　曲まがり角かどから青あお白じろい足あしが見みえる。

　恐きょう怖ふのあまり、杏あん樹じゅの体からだのふるえが一いっ瞬しゅん止とまった──というより、体からだがかたまってしまった。

　昼ひる間ま会あった女おんなの人ひとが、のぞきこむようにこちらを見みている。

　杏あん樹じゅではなく、タッパーを見みているようだ。

　口くちもとには笑えみをうかべている。

　耳みみもとまで口くちがさけた、不ぶ気き味みな笑えみを。

　こんな夜よるに会あうと、昼ひる間まに会あったときのようなキレイな人ひととは、とても思おもえない。

（こわいよぉ……！）

「杏あん樹じゅ！」

　シルフに呼よばれ、杏あん樹じゅは正しょう気きにかえった。

（えっと、えっと……）

　どうすればいいのか。

　杏あん樹じゅはふるえながらタッパーをあけた。

　おびきよせるんだっけ。

　たまねぎのニオイが目めにしみる。ズーンと重おもい頭ず痛つうがして、涙なみだが出でてくる。

（わぁーんっ！）

　女おんなの人ひとは、にたにたと笑わらいながら、杏あん樹じゅに近ちかづいてくる。

「シルフ、これからどうしよう！」

「まかせとけ！　えいっ！」

　杏あん樹じゅと女おんなの人ひとの間あいだに、風かぜが吹ふいた。

　たまねぎのニオイが流ながされていく。

「杏あん樹じゅ、そいつを家いえまで連つれていくんだ！　走はしれ！」

　風かぜを吹ふかせて、ニオイをかき消けしたのは、シルフだった。

　杏あん樹じゅは、来きた道みちをもどるように、走はしりはじめた。

　飛とぶように、まわりの景色けしきがながれていく。

　体からだが、とても軽かるかった。

　思おもったよりも、速はやく走はしれる気きがするのは、きっと杏あん樹じゅの能のう力りょくが目め覚ざめてきているからだろう。

（吸ヴァ血ンパ鬼イアでよかった……）

　しかし、相あい手ても杏あん樹じゅを（というか、ニオイを）逃にがそうとはしなかった。

　うしろをついてくる、ひたひたという足あし音おとが消きえてくれない。

「こわすぎるよー」

　自じ分ぶんの生うまれ育そだった町まちの中なかを、杏あん樹じゅは全ぜん速そく力りょくで駆かけた。

　距きょ離りはちぢまらないものの、はなれることもなかった。

　一いっ定ていの間かん隔かくをたもったままだ。




　ひたひたひたひたひたひたひた……。




　いつの間まにか、シルフがいなくなっている。

（また、おいてけぼりなの!?）

　杏あん樹じゅは、自じ分ぶんの家いえにむかって走はしる。

　自じ分ぶん１人ひとりでは、どうすることもできない。

（でも、せっかく、おびきよせたんだもん。つかまえたい……避ひ難なんしてる商しょう店てん街がいのみんなが、早はやくもどってこれるように……）

　意い地じだった。

　たまねぎをその場ばにぶちまければ、逃にげられるだろう。

　でも、そうする気きがおきない。

　こわいのに。

　逃にげてしまいたいのに。

　でも──

　心こころの底そこから、強つよい気き持もちがわきあがってくる。

　いままで見みたこともない強つよ気きな自じ分ぶんに、杏あん樹じゅはとまどっていた。

　ようやく、自じ分ぶんの家いえが見みえてくる。

（助たすかった！）

　門もんの前まえには、だれかが立たっていた。銀ぎん色いろの髪かみが門もん灯とうに照てらされ、かがやいている。

「ヴァル！」

　杏あん樹じゅの声こえに気きづいたヴァルは、一いっ瞬しゅんのうちにオオカミ型がたにもどると、おそろしい声こえで一ひと声こえほえた。

「ヴォン！」




　ひた。




　足あし音おとが止とまる。

　ヴァルのうなり声ごえが、あたりにひびく。

　もうだいじょうぶ。ヴァルが守まもってくれる。

　そう思おもったら、杏あん樹じゅの足あしから力ちからがぬけた。

　ふりかえることもできずに、門もんの手て前まえで、くずれ落おちるようにして、座すわりこんでしまう。

「こわかったぁ……」

　くらやみの中なかで、ヴァルと女おんなの人ひとが、にらみ合あっているのが見みえる。

　そのとき──

「もうやめなさい」

　家いえのほうから声こえがした。

「ヴァル。その人ひとは、われわれの客きゃく人じんだ」

　おじいちゃんだった。

　こめかみをおさえるようにしながら、ゆっくりと、こちらにむかってくる。

（客きゃく人じん!?）

　目めを白しろ黒くろさせている杏あん樹じゅに、おじいちゃんは手てをさしのべた。

「だいじょうぶだったか、杏あん樹じゅ」

「……うん」

　さしだされた手てを、素す直なおにつかむ。

「ありがとう、おじいちゃん」

　ヒヤッとした冷つめたい手ては、走はしってきた杏あん樹じゅには気き持もちよく感かんじられた。

　もう──おじいちゃんが吸ヴァ血ンパ鬼イアだとか、そんなことは気きにしなくなっていた。

「おじいちゃん、あの人ひとが客きゃく人じんって、どういうこと？」

　おじいちゃんは「あぁ」とつぶやく。

「とにかく、家いえに入はいりなさい。だれかに見みられたら、それこそ一いち大だい事じだ」







　　　　10　おじいちゃんのやさしさ




　リビングには──おじいちゃんと杏あん樹じゅ、そしてシルフと女おんなの人ひとが、ソファに座すわっている。

　たまねぎのタッパーをテーブルにおき、杏あん樹じゅは女おんなの人ひとからいちばん遠とおい、おじいちゃんのそばに座すわっていた。

　いくらみんながいるからと言いっても、さっき見みた、耳みみもとまでさけた口くちが、わすれられなかったからだ。

　キッチンから、ヴァルがハーブティーを運はこんできた。

　杏あん樹じゅはそれを受うけとると、ゆっくりと飲のんだ。

　いままでこわばっていた体からだが、じょじょに、ほぐれていくのがわかる。

　そんなようすを見みていたおじいちゃんが、口くちをひらいた。

「まずは、すまなかった、ペリ。今日きょう到とう着ちゃくするとは、聞きいていなくてね」

　おじいちゃんが、ペリに頭あたまをさげる。

「しかし──キミがやったことで、大たい変へんなことになっている。話はなしが終おわってからでいい、ニオイははき出だしてもらうよ。ここでは、そういう決きまりになっているんでね」

　ペリがだまって、うなずいた。無む表ひょう情じょうなのに、残ざん念ねんそうに見みえる。

「ねぇ、どういうこと？」

　杏あん樹じゅはおじいちゃんに聞きいた。

「商しょう店てん街がいの事じ件けんをおこした人ひとが、おじいちゃんのお客きゃくさん？」

　おじいちゃんは、少すこし考かんがえてから口くちをひらいた。

「シルフにどこまで聞きいたんだ？」

「シルフ？」

　杏あん樹じゅは、おじいちゃんの肩かたに、ちょこんとのっているシルフを見みた。関かん係けいないといわんばかりに、あくびなんかしている。

　自じ分ぶんで説せつ明めいする気きはないようだった。

　しかたなく、杏あん樹じゅは事じ情じょうを話はなす。

「犯はん人にんがわかったから、つかまえに行いこうって言いわれただけ」

　おじいちゃんがため息いきをつく。

「事じ情じょうも話はなさず、ペリの正しょう体たいもあかさずに、こんな夜よ中なかに、杏あん樹じゅを連つれまわしたのか、シルフ？」

「話はなそうと思おもってたんだけど、時じ間かんがなくてね」

　そう言いって、舌したをペロッと出だした。

（話はなす気きなんかなかったくせに……）

　と言いおうとしたが、それでは話はなしが進すすまないので、杏あん樹じゅはだまりこんだ。

「昼ひる間ま言いったことをわすれたのか、シルフ？　杏あん樹じゅを危き険けんな目めに巻まきこむな、と言いっただろう。私わたしの大だい事じな孫まごなんだぞ」

　おじいちゃんはそう言いって、シルフをつまみあげた。

「わかったかね？　連つれまわすなとは言いわないが、これからは気きをつけてくれ」

「わ、わかったってば」

　シルフはおじいちゃんから逃にげた。

「やれやれ」

　ほっと息いきをつくと、おじいちゃんは杏あん樹じゅにむきなおった。

「この人ひとはペリといってね。まあ、ニオイを食たべたりしたくらいだから、人にん間げんではないことは、わかるね？」

「……うん」

「このペリが、いまの杏あん樹じゅにとって必ひつ要ようなんだ。だから呼よんだ」

「私わたしに？」

（どういうこと？）

　杏あん樹じゅの頭あたまの中なかは、「？」マークだらけだった。

「いまの杏あん樹じゅの弱じゃく点てんは２つ。太たい陽よう光こうとニオイだ。太たい陽よう光こうについては、いまの時じ点てんではどうにもしてやれないが、ニオイはなんとかできる。ただ、私わたしがわたした香こうだけじゃ、弱よわすぎる」

「香こうって、ニオイ消けしのこと？」

　おじいちゃんがうなずく。

「あれは、家いえの外そとでは効こう力りょくが弱よわすぎるんだ」

「……もしかして、この人ひとにニオイを食たべてもらうってこと？」

「そうだ。杏あん樹じゅのまわりだけ、ニオイを食たべて消けしてもらえばいい」

（えーっ!?）

「なに言いってるの。この人ひとといっしょに学がっ校こうに行いくなんて、できっこないじゃない！」

「それはだいじょうぶです。イーヴァルさまは、ちゃんと考かんがえてくださっていますよ」

　ヴァルが口くちをひらく。

「ペリは変へん幻げん自じ在ざいなんです。鳥とりや小しょう動どう物ぶつに変へん身しんしてもらって、杏あん樹じゅさまの苦にが手てなニオイがあったら食たべてもらえばいいんですよ」

（うーん……）

「いつも肩かたに鳥とりや小しょう動どう物ぶつをのせて歩あるいてる小しょう学がく生せいって、すっごくフシギちゃんなんじゃ……」
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　おじいちゃんが苦く笑しょうする。

「一いっ生しょうのことだったら、私わたしだってたのまないよ。多た分ぶん、そのうち……杏あん樹じゅの鼻はなが敏びん感かんになっているのもなくなると思おもうんだ。成せい長ちょうとともに、ね」

「そのうちって……」

（なんて便べん利りで、無む責せき任にんな言こと葉ばなんだろう）

「いま、吸ヴァ血ンパ鬼イアにくわしい知ち人じんに調しらべてもらっている。だから、きっと近ちかいうちになにかわかるだろう」

「その知ち人じんって人ひとも、妖よう精せいとかなの？」

「いや」

　そう言いって、おじいちゃんは笑わらった。

「そんなかわいいもんじゃないよ」

「なにそれ……」

「いやいや。まあ、なんだ。ペリは杏あん樹じゅの状じょう況きょうをきちんと理り解かいしてくれたうえで、こちらに来きてくれている。だから、杏あん樹じゅ……くもっていれば、明日あしたから学がっ校こうに行いってもいい」

　杏あん樹じゅの顔かおが、パァッと明あかるくなった。

（またクラスのみんなに会あえるんだ！）

　自し然ぜんと笑えみがこぼれる。

「ほんと？　ほんとに行いけるの？」

　おじいちゃんがうなずいた。

　杏あん樹じゅがおじいちゃんに抱だきついた。

「ありがとう、おじいちゃん！」

　杏あん樹じゅはピョンとおじいちゃんからはなれると、ペリにむかって頭あたまをさげた。

「うたがって、ごめんなさい。これからしばらくの間あいだ、よろしくおねがいします」

　ペリはなにかを言いいかけて、口くちをとじた。

　きっと口くちをあけたら、食たべたニオイが出でてしまうのだろう。

　ペリはだまって、ほほえんだ。

「つーかさ」

　空くう中ちゅうであぐらをかいているシルフがつぶやく。

「明日あしたから、日にっ本ぽんって、ゴールデンウィークってやつなんじゃないの？」

「へ……」

　杏あん樹じゅの笑え顔がおがかたまる。

　カレンダーを見みると、たしかに明日あしたから長ちょう期き休やすみだった。

「そんなぁ……」

　ガックリとなる杏あん樹じゅ。

「さて……」

　おじいちゃんが立たちあがる。

「まずは、目めの前まえの問もん題だいを片かたづけなくちゃな」

（問もん題だい？）

　杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

「ほかにも問もん題だいなんてあるの？」

「これだよ」

　そう言いって、テーブルの上うえにのっているタッパーを取とりあげる。

「しばらくは、ハンバーグだ」

　このタッパーにつまった、たまねぎのみじん切ぎり……いったい、何なん食しょくぶんのハンバーグになるのか、だれにも想そう像ぞうできなかった。







　　　　11　絶ぜっ世せいの美び女じょは、ホウキに乗のって




「これはフランス語ごで、こっちは……ドイツ語ごかな。って、これ、なに？　象しょう形けい文も字じ……？」

　ふるびた本ほんを取とりあげて、表ひょう紙しを見みては、横よこによけていく。

「あーっ！　頭あたまがバクハツしそう」

　杏あん樹じゅはそう言いって、バフッと背せもたれに体からだを投なげだす。

「今日きょうはまだ、１冊さつしか読よんでないだろ」

　シルフは、あきれた顔かおで杏あん樹じゅを見みた。

　いま──２人ふたりの目めの前まえには、山やまのようにつまれた、ふるびた本ほんがあった。内ない容ようはすべて、精せい霊れいや妖よう精せい、あやかし関かん係けいについて書かかれたもの。

　おじいちゃんの書しょ庫こにあったものを、シルフがありったけ借かりてきたのだ。

「１冊さつっていうけど、あれ英えい語ごじゃない。読よむのに何なん時じ間かんかかったと思おもってるのよ……」

「４時じ間かんちょいだろ。上じょう出で来きだよ」

　意い外がいにもほめられて、杏あん樹じゅはうれしくなった。

「じゃ、ちょっと休きゅう憩けいさせて」

「ちょっと、待まって」

　飲のみものを取とりにいこうとした杏あん樹じゅは、ふりかえった。

「休きゅう憩けいするのもダメなの？」

「まさか。イーヴァルが、おやつにってシフォンケーキ焼やいてたから、ボクのぶんも持もってきて」

「もう！　調ちょう子しいいなぁ」

　苦にが笑わらいをして、杏あん樹じゅはキッチンから、シフォンケーキとアイスティーを持もってきた。

「それにしても、ゴールデンウィークなのに、家いえからぜんぜん出でられないなんて……」

　シルフと２人ふたりでシフォンケーキを食たべながら、杏あん樹じゅはうらめしそうに外そとを見みた。

　リビングの窓まどには、厚あついカーテンがひかれているけれど、そのすきまから、すっきりと晴はれているのがわかる。

「なんで、毎まい日にち毎まい日にち、晴はれるのよぉ！」

「五さ月つき晴ばれってやつだな」

「今日きょうで休やすみが終おわっちゃうんだから、雨あめが降ふってくれればいいのに！」

　プウッとほおをふくらませ、杏あん樹じゅは手てもとにあった本ほんをとった。

「これは……どこの言こと葉ば？」

　シルフは口くちをモグモグさせながら、杏あん樹じゅが持もっている本ほんをチラと見みた。

「あー、それはキリル文も字じだから、ロシア語ごだな」

「……これも読よんだほうがいいの？」

「もちろん」

　シルフは、山やま積づみになっている、いちばん上うえの本ほんを「よいしょっ」とひらいた。

「たとえば、このページ──ボクのことが書かいてある。だけど、ほかの本ほんには、ちがうことも書かかれてたりするから、いろいろ読よむことには意い味みがあるんだ」

　げんなりとした顔かおで、杏あん樹じゅはシルフを見みあげた。

「そんな顔かおでボクを見みるなよ。文も字じや意い味みは、教おしえてるだろ」

「それは、ありがたいと思おもうんだけど……」

「いまにわかるよ。読よんでおいてよかったっていえる日ひが、ぜったいに来くる」

「なにそれ」

　杏あん樹じゅは本ほんを台だいにして、ほおづえをついた。

「あーぁ、私わたしもおじいちゃんたちといっしょに、出でかけたかったなぁ……」

「イーヴァルたちが出でかけてるのは、ペリが人にん間げん界かいに慣なれるための、訓くん練れんみたいなもんだし、それに、杏あん樹じゅは外そとに出でられないだろ」

「そうなんだけどさ」

　台だいにしていた英えい語ごの本ほんを取とって、ペラペラとめくりはじめる。

　と、そのとき──ドンッという、地じ面めんをゆるがすような音おととともに、家いえがかすかにゆれた。

「なっ、なに!?」

　あわてて立たちあがり、カーテンのすき間まから庭にわを見みまわそうとしたけれど、太たい陽ようの光ひかりが、キラキラと庭にわに降ふりそそいでいるのを見みて、杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

　窓まど越ごしでも、太たい陽よう光こうはダメだ。

「あの音おと……なんだろう？」

　杏あん樹じゅの横よこに飛とんできたシルフは、２階かいのかべを見みて、顔かおを青あおくする。

「どうかした？」

　シルフの視し線せんを追おいかける。

「……っ！」

　家いえのかべに、だれかが大だいの字じになって張はりついていた。

「え……なに？　てか、だれ？　どういうこと？」

　おそるおそるカーテンをあけ、そのまま窓まどから庭にわへと出でた。

　ひさしぶりにあびる太たい陽よう光こうのせいで、たちまち頭ず痛つうがしてきた。

　うまくサンダルをはけないのが、もどかしい。

　かべに張はりついているだれかは、そのままズルズルと落おちてきた。

　片かた足あしがはだしなのは、どこかにクツを落おとしてしまったのかもしれない。

（この状じょう況きょうは、なに!?）

　杏あん樹じゅがぼうぜんと見み守まもる中なかで……。

「いたたたたた……」

　芝しば生ふの上うえに座すわりこんだ、その人ひとは──腰こしをなでながら、手てもとに落おちたサングラスを拾ひろいあげた。

　かべにぶつかった衝しょう撃げきでか、原げん形けいをとどめていないほど、グシャグシャに壊こわれている。

「わあっ！　ちょっと！　これ、高たかかったのに！」

　グチグチ言いいながら、杏あん樹じゅには気きづかないまま、服ふく装そうや髪かみをととのえはじめた。

　黒くろいタイトなミニスカート、細ほそいピンヒール、真まっ黒くろなつば広ひろの帽ぼう子し……全ぜん身しん黒くろずくめの女おんなの人ひとの指ゆび先さきは、これでもかってくらいデコられた爪つめが伸のびていた。

（だれだろ……？）

　お母かあさんの知しり合あいにしては（といっても、かべに激げき突とつする人ひとはいないけれど）若わかすぎる。

「日にっ本ぽんはせまいから、いやなのよ……あっ、そうだ、私わたしのホウキはどこ行いったのかしら？」

　キョロキョロと、あたりを見みまわしている。

「あ、あの……」

　おそるおそる、その人ひとに近ちかよった。

　やっと、杏あん樹じゅがいることに気きづいたようだ。

　燃もえるような紅あかい瞳ひとみが、杏あん樹じゅを見みすえる。

「ここ、高たか野のさんの家いえで、あってる？」

（は!?）

　と思おもいつつも、杏あん樹じゅはコクリとうなずいた。

「あー、よかった。じゃ、あなたが杏あん樹じゅね」

「そうですけど……あなたは？」

　そう聞きかれて、その人ひとは、けげんな顔かおをした。

「聞きいてないの？」

（だれに……？）

　頭あたまに「？」マークがうかんだ。

「お、おまえっ！　モルガン・ル・フェイ！」

　杏あん樹じゅがふりかえったそこには、リビングの窓まどから、顔かおをのぞかせているシルフがいる。

「なんで、魔ま女じょがここにいるわけっ!?」

「魔ま女じょ!?」

　杏あん樹じゅは、もう一いち度どモルガンを見みた。

　その視し線せんを受うけて、モルガンはニッコリと笑わらう。
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「そいつは、モルガン・ル・フェイ。ＷＦＡの頂ちょう点てんに立たつ大だい魔ま女じょだよ。そのばあさんの許きょ可かなしには、自じ分ぶんの国くにを出でることはできな──あ、いたたたたっ！」

　モルガンはつかつかとシルフに近ちかづくと、そのほおを思おもいきりつねった。

「もう１回かい、言いってごらんなさい、シルフ。だれが、ばあさんですって？」

　ほほえんだまま、モルガンはシルフのほおをはなさない。

「わあった、わあったから。ろめんなひゃい～」

「わかればいいのよ」

　そう言いって、手てをはなすと、モルガンは杏あん樹じゅにむきなおった。

　モルガンのうしろ姿すがたにむかって、シルフが「アッカンベー」をしているのを見みて、杏あん樹じゅはおもわず、ふき出だしそうになってしまった。

　モルガンがあらためて、口くちをひらこうとした、そのとき。

「たっだいまぁ……って、あれ？　お客きゃくさんかよ？」

　玄げん関かんにむかう途と中ちゅうだったのだろう、光こう哉やが足あしを止とめた。

「なんか知しらんけど、話はなしなら、中なかでやれば？」

　そう言いって、杏あん樹じゅの先さき──２階かいのかべに目めをやった光こう哉やは、がくぜんとした。

「おいっ！　そのかべ、なんだよ！」

　２階かいのかべは、ベッコリとヘコんでいた。




　リビングのテーブルを占せん領りょうしていた、ふるい本ほんたちは、まとめて部へ屋やのすみへ追おいやられた。

「座すわっててください。お茶ちゃ、入いれてきます」

　杏あん樹じゅはそう言いって、キッチンへとむかう。

　シルフがふらーっと杏あん樹じゅについてきた。

「シルフ、さっきからヘンだよ？」

「あのばあさん、苦にが手てなんだよ」

　お湯ゆをわかしている杏あん樹じゅの横よこで、シルフがひとり言ごとのようにつぶやいた。

「ばあさん、なんて言いうと、また、ほっぺた、つねられちゃうよ？　すごくキレイな人ひとじゃない」

「あー見みえて、５００年ねん以い上じょう生いきてるんだよ？　十じゅう分ぶん、ばーさんでしょ」

　シルフがげんなりとした表ひょう情じょうをうかべた。

「イーヴァルも、モルガンが来くるって知しってたら出でかけなかったはずだし……急きゅうに出でかける主しゅ人じんを持もつシャ・ノワールは大たい変へんだな」

「シャ・ノワール？」

「千年ねん近ちかく生いきてるネコさ。モルガンが気きまぐれに旅たびに出でてる間あいだ、モルガンのかわりにいろいろ仕し事ごとしてるんだ」

「へぇ」

　ネコにまかせて家いえを出でる、という事じ実じつを知しってもおどろかない自じ分ぶんに、杏あん樹じゅは苦く笑しょうした。

（慣なれてきた自じ分ぶんがこわいかも）

「モルガンさんが魔ま女じょって、本ほん当とう？」

　シルフが、なんで、と聞ききかえす。

「なんか、イメージとちがうっていうか……ホウキで空そらを飛とんではいたみたいだけど」

「杏あん樹じゅの、魔ま女じょのイメージってどんなの？」

　ハーブティーの茶ちゃ葉ばの入はいった缶かんを片かた手てに、杏あん樹じゅは想そう像ぞうしてみた。

「うーん……黒くろいマント着きて、爪つめが長ながくて、腰こしが曲まがったおばあさんって感かんじかな」

「ばあさんは、あってるけどさ」

　そういう意い味みじゃないって、と杏あん樹じゅはシルフをつつくと、お茶ちゃの用よう意いをしはじめた。

「あっ！　そういえば、さっきＷ……がなんとかって言いってたけど、なに？」

「あぁ、世せ界かい精せい霊れい同どう盟めい。ＷＦＡってのはWorldワールド Fairyフェアリー Allianceアライアンスの略りゃく語ごだな。んで、その頂ちょう点てんに立たつ大だい魔ま女じょがモルガンだ」

　首くびをかしげて、杏あん樹じゅはシルフの言こと葉ばをくりかえす。

「世せ界かい精せい霊れい同どう盟めい……？」

「なんていうか、精せい霊れい界かいをとりしきってる団だん体たいさ。そりゃ、世せ界かい中じゅうの精せい霊れいが全ぜん員いん入はいってるってわけじゃないけどな」

「んー……入はいると、どんなことがあるの？　なにかいいことがあるから、入はいるわけでしょ？」

「いいことがあるから入はいるってより、人にん間げんとうまくやっていきたいヤツが入はいってくる感かんじだな」

「人にん間げんとうまくやっていく？」

「杏あん樹じゅはボクが見みえたとき、どう思おもった？」

「……驚おどろいた。正しょう直じき言いうと、こわかった」

「ま、それが、ふつうの反はん応のうだよ。もしボクが、たくさんの人ひとに見みえたら、どうなると思おもう？」

　シルフがみんなに見みえてしまったら。

　杏あん樹じゅは想そう像ぞうして顔かおをしかめた。

「おおさわぎになると思おもう」

「そうだ。だから、そういうときに、対たい処しょするヤツが必ひつ要ようなんだよ」

「なるほど」

「ほかの国くにからやってきた精せい霊れいがいれば、観かん光こう案あん内ないみたいなこともするし、トラブルも対たい処しょするし、うまく適てき応おうできない精せい霊れいの相そう談だんにものる。いうなりゃ、トラブルシューターだな」

「……でも、なんでそんな人ひとが、うちに来きたんだろう？」

「わかんないけど、シャ・ノワールのためにも、早はやく帰かえしてやったほうがよさそうだな」

（世せ界かい中じゅうをかけまわるトラブルシューターか……かっこいいかも！）

　ドキドキしながら、杏あん樹じゅはハーブティーと、戸と棚だなから出だしてきたおじいちゃん特とく製せいのクッキーをトレイにのせて、キッチンをあとにした。

　リビングでは、光こう哉やとモルガンが楽たのしげに話はなしている。

　どうやら、フランスのブランド服ふくのことらしい。

「お待またせしました」

　モルガンの前まえにカップをおく。

「ありがとう、杏あん樹じゅ」

　笑えみをたたえたまま、モルガンはしれっと言こと葉ばをつづけた。

「シルフから、私わたしについていろいろ聞きいてたみたいだけど、ほかになにか聞ききたいことは？」

「えっ!?」

　ソファに座すわりかけたかっこうで、杏あん樹じゅはかたまった。

（大おおきな声こえで話はなしてたわけじゃないのに、聞きこえてたの!?）

　杏あん樹じゅの肩かたにのっていたシルフが「しまった……」と、つぶやくのが聞きこえた。

「耳みみはいいほうなの、私わたし」

「ごめんなさい」

（かげで自じ分ぶんについて、いろいろ言いわれるのは、いやな気き分ぶんだってこと、私わたしはよく知しってるはずなのに……）

　しょんぼりする杏あん樹じゅを見みて、モルガンは笑わらった。

「あやまることじゃないわ。だれだって、興きょう味みがわくものね」

「……」

「責せめたわけじゃないのよ。私わたしだって、光こう哉やから杏あん樹じゅのことを聞きいたし。おたがいさまよ」

「私わたしのことを……ですか？」

　モルガンはうなずくと、杏あん樹じゅを見みつめた。

　吸すいこまれそうな目めに、杏あん樹じゅはくぎづけになる。

「私わたしは、あなたたちに会あいにきたのよ」







　　　　12　魔ま女じょの予よ感かん




　モルガンはリビングの窓まどから見みえる、庭にわの藤ふじ棚だなを見みて、ほうっとため息いきをついた。

「キレイに咲さいてるわね。あれは……藤ふじ？」

「そうです。おばあちゃんが好すきだったみたいで」

　そう言いって、杏あん樹じゅも庭にわを見みた。

　風かぜに揺ゆられて、そよそよと、しだれた紫むらさき色いろの花はなが動うごいている。

「おばあちゃんって、紅葉もみじさんよね」

「モルガンさん、ばあちゃんのこと、知しってるんですか？」

　くつろいでいた光こう哉やが、真しん剣けんな目めでモルガンを見みやる。

　ゆっくりとふりかえったモルガンは、さびしげな顔かおをしていた。

「私わたしはイーヴァルのおさななじみよ。その伴はん侶りょだった人ひとですからね、何なん度どか会あったことがあるの。とてもしっかりとした女じょ性せいだったわ。いろんなことをなやんでいるのが、手てに取とるようにわかるのに、ぜったいに話はなしてくれなかった。とても気き丈じょうな人ひとだった……」

　すると、光こう哉やはちょっと笑わらって、杏あん樹じゅを見みた。

「杏あん樹じゅみたいだな」

「どういう意い味みよ、それ」

「おまえも、だれかに相そう談だんとかしないじゃん」

　杏あん樹じゅが、ほっぺをプウッとふくらます。

「べつに言いうほどのことじゃないからだもん」

「ふふ」

　モルガンが笑わらった。

「兄きょう妹だいっていいわね。２人ふたりでなら、どんなことでも、乗のりこえられそう」

　そう言いって、ソファへともどってくる。

「モルガンさんは、きょうだいはいないんですか？」

「いないわ。いまは、そうじゃないけれど──昔むかしはね、魔ま女じょのあとつぎは１人ひとりって決きまってたの」

「なんでですか？」

「たくさんの呪じゅ術じゅつや調ちょう合ごうを、しっかり教おしえこむためね。何なん人にんも子こどもがいたんじゃ、教おしえるほうは大たい変へんだもの。それに──」

「それに？」

　なにかを思おもいだしたみたいに、モルガンがクスクスと笑わらう。

「私わたしには、弟おとうとみたいなイーヴァルがいたから、きょうだいがほしいとも思おもわなかったわ」

「じいちゃんとおさななじみって、さっき言いってましたけど……」

　光こう哉やは考かんがえながら、言こと葉ばをつづけていく。

「ものすっごく、若わかいですよね」

　モルガンは、ふふ、と意い味みありげな笑えみをうかべた。

「だって魔ま女じょだもの。どんな薬くすりだって作つくれるわ」

「すごい……」

　両りょう手てを口くちにあて、感かん動どうしている杏あん樹じゅの横よこで、光こう哉やが興きょう味みシンシンに口くちをひらく。

「不ふ老ろう不ふ死しの薬くすりってやつですか？」

「まさか」

　モルガンは声こえを出だして笑わらった。

「精せい霊れいは長ちょう寿じゅだけど、不ふ老ろう不ふ死しではないわ。あなたたち吸ヴァ血ンパ鬼イアのように、決きめられたルールがある種しゅ族ぞくは、べつだけど」

　その言こと葉ばを聞きいて、杏あん樹じゅは体からだをビクンとふるわせた。





　　　『吸ヴァ血ンパ鬼イアは、不ふ老ろう不ふ死しなのだよ。決きめられたルールの中なかで生いきていれば、の話はなしだが』






　おじいちゃんの声こえが、頭あたまの中なかにひびく。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアのルールって……あの、人にん間げんの血ちを吸すうってことですか？」

　おそるおそる聞きいた杏あん樹じゅに、モルガンはきっぱりと、うなずいた。

「そうよ」

「！」

「だけど、人にん間げんの血ちを吸すうなら、吸ヴァ血ンパ鬼イアの村むらに住すんでもらわないといけないわ。吸ヴァ血ンパ鬼イアが人にん間げん界かいにいたら、いつかは気きづかれて、おおさわぎになってしまうもの」

「血ち、か……オレらも吸すうようになるのかな……」

　顔かおをしかめる光こう哉やに、杏あん樹じゅはドキッとした。

（そんなこと、いやだ……）

　犬けん歯しがうずいた気きがして、おもわず手てのひらで口くちをおさえる。

　血ちを吸すいたいだなんて、いまはぜんぜん思おもわない。

　でも、いつかものすごーく、吸すいたくなっちゃったりするのかな。

（そうしたら、どうなっちゃうんだろう？）

　友ともだちや近きん所じょの人ひとをおそってしまうイメージが、頭あたまの中なかにこびりついて、はなれない。
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「それはないと思おもうわ。いまの話はなしは、純じゅん血けつの吸ヴァ血ンパ鬼イアに限かぎられた話はなしだし」

「純じゅん血けつってことなら、じいちゃんは、吸すってるってこと？」

「どうかしら。私わたしが知しってる限かぎり、イーヴァルは１００年ねん近ちかく──いや、もっと長ながく、人にん間げんの血ちを口くちにしていないと思おもうわ。だって、人にん間げんとして生いきてきたんだもの。それはすごい意い志しの力ちからよ」

「そうなんだ！」

　杏あん樹じゅと光こう哉やは、顔かおを見みあわせた。

「おじいちゃんって、すごい！」

「お、ウワサをすれば……イーヴァルたちが帰かえってきたぞ」

　たいくつそうにしていたシルフが、窓まどを見みて声こえをあげた。

　見みると、門もんを通とおりぬける３人にんが見みえる。

　ヴァルがけげんな顔かおをしていた。

　ペリが顔かおをしかめ、おじいちゃんになにかを話はなしている。

　きっと、家いえの中なかでなにか異い変へんがおこっていることを、ニオイで察さっ知ちしたのだろう。

　おじいちゃんが青あおい顔かおをして、一いっ直ちょく線せんに走はしってくる。

「イーヴァルは、能のう力りょくがにぶってきてるみたいね。私わたしの来らい訪ほうに気きづかないなんて」

　モルガンはそう悲かなしそうにつぶやいて、冷さめたハーブティーをすすった。

　バンッと音おとをたてて、おじいちゃんがリビングのドアをあけた。

「光こう哉や！　杏あん樹じゅ！　だいじょうぶ──」

　最さい後ごまで言いいおえる前まえに、おじいちゃんの顔かお色いろが変かわった。

「モルガン！　なんで、ここに!?」

　ぱっと見みには、おじいちゃんの孫まごにしか見みえないくらい若わかいモルガンが、笑え顔がおで、ひらひらっと手てをふった。

「このあいだ電でん話わしたとき、こまってたみたいだから、飛とんできたのよ」

　おじいちゃんは複ふく雑ざつそうな顔かおをして、一いっ瞬しゅんだけ顔かおをゆがめた。

「それはありがたいよ。だがね──シャ・ノワールに仕し事ごとを押おしつけるのは感かん心しんしないな」

　おじいちゃんはあきれ気ぎ味みで、こう言いった。

「ヴァル、いそいでモルガンに部へ屋やの準じゅん備びを」

　テキパキと動うごく、おじいちゃんとヴァルを見みて、杏あん樹じゅもいっしょになっててつだった。

　よく笑わらって、よくしゃべるモルガンがいっしょの夕ゆうごはんは、まるでパーティーのような、にぎやかさだった。

（ちょっと、お母かあさんに似にてるかも）

　お母かあさんとお父とうさんがいるときの、食しょく卓たくの雰ふん囲い気きとそっくりだった。じゃっかん、人にん数ずうは増ふえていたけれど。




「さ、もう服ふくを着きていいわよ」

　ここは杏あん樹じゅの部へ屋や──時と計けいの針はりは、夜よるの10時じをまわったところだった。

　モルガンの提てい案あんで、身しん体たい検けん査さをしてもらうことになった杏あん樹じゅは、自じ分ぶんの部へ屋やにモルガンをつれてきた。

　光こう哉やはリビングでやってもらっていたが、さすがにあそこで服ふくをぬぐわけにはいかない。

　モルガンはベッドに座すわった。

「光こう哉やもそうだったけど……体からだの変へん化かは、とくにないみたいね」

「よかった」

　そう言いって、口くちもとに手てをやる。

「あれ？」

　口くちからはみ出でるほど伸のびていた歯はが、いまは人ひとより少すこし長ながいていどにおさまっていた。

　そんな杏あん樹じゅを見みて、モルガンが杏あん樹じゅの顔かおをのぞきこむ。

「あぁ……イーヴァルも、光こう哉やも、それくらいの長ながさでしょう？　きっと、杏あん樹じゅもおさまってきたのね」

「おさまってきたってことは、もう晴はれた日ひに、外がい出しゅつしてもだいじょうぶになりますか？」

　モルガンは、さびしげな笑えみをうかべた。

「早はやく前まえの生せい活かつにもどりたいのは、わかるけど……」

　モルガンは杏あん樹じゅをベッドに座すわらせ、自じ分ぶんもその横よこに座すわった。

「あせっても、しかたないわ、杏あん樹じゅ。こんなことを言いうのは残ざん酷こくなようだけど、なるようにしか、ならないもの」

「なるようにしか……」

「そう。私わたしは何なん百年ねんも生いきてきて、それなりに吸ヴァ血ンパ鬼イアのことを知しっているつもりだけど、クォーターの……孫まご世せ代だいの吸ヴァ血ンパ鬼イアについては、いまだ未み知ち数すうだわ」

「私わたしたちのほかには、いないっていうことですか？」

「ええ。だから、いまのあなたたちに異い変へんがなくても、これから先さきどうなるのか……」

　光こう哉やのように、吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくが開かい花かしてしまえば、問もん題だいは少すくないのかもしれない。

　だけど、杏あん樹じゅは中ちゅう途と半はん端ぱで、こまったことだらけだ。

　晴はれた日ひは、外そとに出でることはできないし、窓まどから太たい陽ようを見みることすらできない。

　ペリがいてくれるから、ニオイを気きにする必ひつ要ようはなくなったけれど、ペリがいなかったらどうするのかという問もん題だいもある。

「でもね……杏あん樹じゅ」

　杏あん樹じゅを見みるモルガンの目めは、やさしかった。母ははというよりも、祖そ母ぼのようなあたたかな目め。

「だいじょうぶよ、あなたはイーヴァルの血ちをひいているんだもの」

　なつかしい気き持もちになる。

「あの……」

「なに？」

「私わたしたちに会あいに来きたって、昼ひる間ま言いってましたけど……本ほん当とうにそれだけですか？」

「どういう意い味み？」

　杏あん樹じゅは考かんがえながら、言こと葉ばをつむいでいく。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアの孫まごが、すごくめずらしいってのはわかりました。でも、それだけの理り由ゆうで、はるばるヨーロッパからやって来くるのって、なんだかヘンっていうか──」

　杏あん樹じゅが言いいおえるのを待まって、モルガンが口くちをひらく。

「イーヴァルは、私わたしの弟おとうとみたいなものだわ。そのイーヴァルがこまってる。助たすけたいって気き持もちは当とう然ぜんだと思おもうけど」

　モルガンの言こと葉ばを聞きいて、杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

（そうだけど、連れん絡らくもナシに来くるっていうのは、おかしいような……）

　だけど、どこがどうおかしいのかは、わからない。なんだかムズムズする。

「ほかにも、いろいろとね。大人おとなの事じ情じょうってやつよ」

　そう言いって、モルガンは立たちあがった。

「杏あん樹じゅが不ふ安あんになることじゃないわ。近ちかいうちに、前まえの生せい活かつにもどれるようになるから」

「そうでしょうか……」

　この体からだの異い変へんが、すぐにどうなるとは思おもえなかった。

「だいじょうぶ、魔ま女じょの予よ感かんはあたるのよ」

　口くちもとに笑えみをうかべ、部へ屋やを出でていくモルガンを、杏あん樹じゅはふしぎそうに見みつめていた。




　コンコンと、ドアをたたく音おとが部へ屋やにひびく。

　つくえの前まえで、なにやら考かんがえこんでいたおじいちゃんが、顔かおをあげた。

「いいかしら？」

　部へ屋やに入はいってきたのは、モルガンだ。

「ヴァルはいないのね」

　そう言いって、おじいちゃんの近ちかくに座すわった。

「リビングで寝ねてる」

「まるでペットね」

　冷ひややかに笑わらった。

「あれでも精せい霊れいなのよ。部へ屋やくらい与あたえてあげなさいよ、光こう哉やも杏あん樹じゅも知しってるんだし」

「正しょう体たいがバレたからって、生せい活かつスタイルを変かえるつもりはないよ。長なが年ねん、つづけてきたことだ」

　苦く笑しょうしたおじいちゃんは、戸と棚だなからグラスと琥こ珀はく色いろの液えき体たいが入はいったボトルを取とりだした。

「ブランデーね」

　そそがれていく液えき体たいを見みながら、モルガンはため息いきをついた。

「せめて赤あかワインにしなさいよ。そうすれば──」

「言いうな」

　そう言いって、おじいちゃんはグラスを、モルガンに手てわたした。

　カチンと、グラスをぶつけあう音おとがひびく。

「急きゅうに来きたからおどろいたよ、モルガン。そんなにも、電でん話わで弱よわ気きに聞きこえたかな」

「聞きこえなかったわ。予よ感かんがしただけ。あの子こたちの前まえでは、平へい気きそうにしているけれど……もう限げん界かいなんでしょう？」

　おじいちゃんが苦く笑しょうする。

「キミには、かなわないな」

　モルガンは、ふふ、とほほえむだけで、返へん事じはしなかった。

　２人ふたりは無む言ごんで、真まっ白しろい満まん月げつがうかんでいる空そらを見みあげた。

　しずかな夜よるの時じ間かんがながれていく。

「日にっ本ぽんに、精せい霊れいが流ながれこんできてる。私わたしだけでは、もうどうにもならない……モルガン、キミにしか、たのめないことなんだ」

「昔むかしなじみの付つき合あいなのに、そんな他た人にんぎょうぎなたのみかたはやめて」

「孫まごの未み来らいがかかってる。軽かるくなんてたのめないよ」

「それもそうね」

　モルガンが笑わらった。

「だけど、もう安あん心しんして」

　そう言いって、ブランデーを一いっ気きに飲のみ干ほした。

「できることはするつもり。でも、甘あまやかすつもりはないわよ？」

「……光こう哉やも、杏あん樹じゅも、私わたしなんかよりずっと強つよい。だいじょうぶだ」

　つぶやくように言いうと、おじいちゃんはブランデーをなめるようにして飲のんだ。

　モルガンは空からになったグラスをつくえの上うえにおくと、「明日あしたの準じゅん備びをするわ」と言いって、部へ屋やから出でていった。







　　　　13　前まえのようには、もどれない




　翌よく日じつ──昨日きのうとはうってかわって、どしゃぶりの大おお雨あめだった。

　その中なかを、杏あん樹じゅが駆かけていく。

　水みずがはねて、真まっ白しろな靴くつ下したに染しみがつくけど、そんなこと気きにしていられなかった。

「遅ち刻こくする～～～っ！」

　そんな杏あん樹じゅの肩かたに、落おちまいと必ひっ死しにしがみついているシルフが顔かおをしかめる。

「昨日きのう、おそくまで起おきてるからだよ」

「だって、めずらしく日に本ほん語ごの本ほんがあったから、読よもうと思おもって。それに──」

「それに？」

「今日きょう、雨あめが降ふるなんて、思おもわなかったんだもん！　まさか、モルガンさんが降ふらせてくれるなんて、予よ想そうできないでしょ」

「まぁ……あれでも、ヨーロッパじゃ、名なの知しれた大だい魔ま女じょだしな」

　杏あん樹じゅはうで時ど計けいをチラと見みる。

「まずい、まずいよー！」

　家いえを出でる前まえに、おじいちゃんと、ペリをどうやって連つれていくかについて、話はなしこんでしまったため、遅ち刻こく常じょう習しゅう犯はんの光こう哉やよりも、おそく出でたのだ。

　結けっ局きょく、耳みみ飾かざりにして、髪かみをおろすという結けつ論ろんになったのだけれど。

「もっとそっと走はしれないの、杏あん樹じゅ！」

「ムリ！」

「ボク、落おっこちちゃうよ！」

「シルフは、自じ分ぶんの羽はねで飛とべばいいでしょ！」

　しばらく走はしると、光こう哉やの姿すがたが見みえてきた。

　今日きょうは女おんなの子こが寄よってきていないのか、仲なかのいい友ともだち数すう人にんといっしょだ。

（あんなにゆっくり歩あるいてたら、ぜったい遅ち刻こくだよっ）

「今日きょう、休やすめばよかったなー。だるい」

「とか言いいつつ、来きちゃうんだろー。光こう哉やはあんがい、イイ子こだもんな」

「うっせーな」

　光こう哉やが、声こえをあげて笑わらっているのが聞きこえる。
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「今日きょうの帰かえり、カラオケでも行いこーぜ」

　そう言いって、友ともだちの１人ひとりが首くびをかしげた。

「あれっ、今日きょう陽よう介すけがいなくね？」

「きっと寝ね坊ぼうだろ」

「んじゃ、あいつが学がっ校こう来きてから決きめるか」

　杏あん樹じゅが、光こう哉やとその友ともだちの横よこを駆かけぬけようとした、そのときだった。

　１台だいの通つう学がくバスが、杏あん樹じゅたちの横よこを、水みずを跳はねあげて走はしっていく。

「げほっ、げほっ……くせーな、もう！」

　光こう哉やたちが、バスの排はい気きガスにむせかえった。

　グチを言いっているのを聞ききながら、杏あん樹じゅは平へい然ぜんと走はしり去さっていく。

　杏あん樹じゅの髪かみが、フワッと風かぜにながれ、耳みみについているかざりが、キラリと光ひかった。

「ていうか、食たべもののニオイだけじゃないんだね、ペリが消けせるのって」

　シルフが「あたりまえだろ」と言いいたげな目めで、杏あん樹じゅを見みる。

「さっそく助たすけられちゃった。ペリ、ありがとう」




　ゴールデンウィーク明あけの学がっ校こうは、休やすみ中ちゅうにどこへ行いったとか、なにをしたとかの話わ題だいで持もちきりだった。

「北ほっ海かい道どうで食たべまくりだったよ！」

　という子こもいれば、

「あこがれの美ちゅら海うみ水すい族ぞく館かんに行いってきた！」

　という子こもいた。

　杏あん樹じゅはだまって、ニコニコとしながらそれを聞きいている。

（みんな、いいなぁ……私わたし、それどころじゃなかったもんな）

　予よ定ていはあったのだけれど、晴はれている日ひに外そとに出でられないのだから、ぜんぶキャンセルするしかなかった。

（でも、よかった）

　倒たおれたことをあまり聞きかれることなく、学がっ校こう生せい活かつにもどることができた。

　校こう内ないで注ちゅう意いすることは、ただひとつ。

　いっしょに来きているシルフとペリのことが、みんなにバレないようにするだけだ。

「ちょっと、杏あん樹じゅっ！」

　里さと美みが、ほおをふくらませて駆かけよってくる。

　里さと美みのトレードカラーであるピンク色いろのカチューシャは、きっと休やすみ中ちゅうに買かったものなのだろう。

「おはよ、里さと美み」

「おはよ、じゃないわよ！　心しん配ぱいしたんだから」

「ごめん」

　シュンとなる杏あん樹じゅは、ゴールデンウィークにいっしょに遊あそぶ約やく束そくをしていたことを思おもいだした。

　自じ分ぶんのことで頭あたまがいっぱいだったので、すっかりわすれてしまっていた。

「ほんとにごめん……」

「約やく束そくを、やぶったことはゆるす。だって、起おきあがれないほど、ヤバかったんでしょ？」

「起おきあがれない……？」

　聞ききかえしてから、しまったと思おもった。

　里さと美みの横よこにうかんでいるシルフが、うででバッテンを作つくっている。

「ちがうの？　電でん話わしても、寝ねこんでるからって言いわれたけど」

「い、いや、うん、そうなんだ」

　ドギマギして答こたえる杏あん樹じゅを、里さと美みはふしぎそうに見みた。

「どっちなのよ」

　そう言いって、里さと美みは首くびをかしげる。

「てか、イメチェンでもした？」

「あっ、うん。似に合あう？」

　なにげなく、髪かみをなでてみる。

　いつもはむすんでいるのだけれど、今日きょうは髪かみをおろしていた。ふわふわの長ながい髪かみがじゃまなので、できたらむすんでしまいたかったけれど、そうはいかない。

　なぜなら──ペリが変へん身しんした、白しろ金がね色いろのかざりのイヤリングがついているから。

「髪かみおろしてるなら、これ似に合あうかも」

　里さと美みは自じ分ぶんのつけているカチューシャを取とると、杏あん樹じゅにつけようとした。

　反はん射しゃ的てきに、パッと体からだをそらしてしまう。

「カチューシャ、きらいだっけ？」

「う、うん。なんか頭あたま痛いたくなるから、苦にが手てなの」

「へぇ……」

　あやしむような目めで、里さと美みが杏あん樹じゅを見みた。

「なんか、休やすみの前まえから杏あん樹じゅの雰ふん囲い気き、変かわった感かんじがする」

　内ない心しんドキリとする。

「そ、そんなことないよ」

　杏あん樹じゅはむりやりに笑わらってみせた。

「気きのせいなら、いいんだけど。でも、ほんとに体からだ、なんでもなくってよかった。電でん話わしても、おみまいに行いっても、ダメだったからさ」

（おみまいにも来きたの!?　おじいちゃん、一ひと言ことくらい言いってくれればいいのに！）

「ごめんね」

「ごめん、は何なん度ども言いわない。わるいクセだよ、杏あん樹じゅの」

「そうだったね。うん、もう言いわない」

　里さと美みが笑わらった。

「でも、すぐにごめん、が出でてくるってことは、いつもの杏あん樹じゅだね」

　チャイムが鳴なった。

　キヨミ先せん生せいは、教きょう室しつに入はいってくるなり、こう言いった。

「お、うちのクラスは、全ぜん員いんそろってるな」

　と、ほっとしたような表ひょう情じょうをうかべて、出しゅっ席せきをとりはじめたのだった。

　杏あん樹じゅと里さと美みは顔かおを見みあわせる。

「なんだろ」

「休やすみ中ちゅうに、いなくなった生せい徒とがいるからだろうね、きっと」

　里さと美みが先せん生せいのほうを見みながら、しれっと答こたえる。

「いなくなった？」

「不ふ良りょうっぽい人ひとたちが数すう人にん、家いえに帰かえってきてないらしいよ。中ちゅう等とう部ぶと高こう等とう部ぶに多おおいみたいだけど。警けい察さつは、休やすみ中ちゅうにうかれた子こたちの家いえ出でだろうと思おもってるみたい。でもちょっと人にん数ずうが多おおすぎるから、問もん題だいになってるんだって」

　里さと美みのお父とうさんは刑けい事じだから、かなりくわしい情じょう報ほうだ。

「ま、そのうち帰かえってくるんじゃないかって、お父とうさんは言いってたけど」

「へぇ……」

（家いえ出でかぁ……でも家いえ出でして、どこに行いくんだろ……友ともだちの家いえだとすぐにバレちゃうだろうし）

　杏あん樹じゅが考かんがえこんでいるのをいいことに、教きょう室しつ内ないで好すき勝かっ手てにウロウロしているシルフが、キヨミ先せん生せいに近ちかづいていく。

（ちょっと……なにするつもり？）

　はっと気きづくと、シルフはキヨミ先せん生せいの肩かたの上うえに座すわって、杏あん樹じゅに手てをふってきた。

「っ！」

　おもわず、立たちあがった杏あん樹じゅに、

「お、高たか野の。休やすみ明あけから元げん気きだな」

　キヨミ先せん生せいの言こと葉ばに、クラスメイトが笑わらった。

　杏あん樹じゅははずかしさのあまり、顔かおを真まっ赤かにしながら、黒こく板ばんの上うえでみんなといっしょになって笑わらうシルフを、軽かるくにらみつける。

（帰かえったら、ゆるさないんだから！）
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「もう！　いい加か減げんにしてよねっ！」

　玄げん関かんに入はいったとたん、杏あん樹じゅはシルフにつめよった。

「学がっ校こうでは、しずかにしてるって言いったじゃない！」

「してたじゃん」

「しゃべらないことが、しずかにしてるってことじゃないよ！」

　そう言いって、杏あん樹じゅはほおをふくらます。

「先せん生せいの肩かたにのったり、男だん子しの消けしゴムかくしたりしてたの、知しってるんだから」

「バレなきゃいいでしょ」

「バレたら、どうするのって話はなし！」

　杏あん樹じゅはクツをぬいで、足あし早ばやにリビングにむかった。

「ただいまぁ……って、あれ？」

　リビングには、この家いえに居い候そうろうしているモルガンをふくめた、すべての人ひとが集あつまっていた。

　ヴァルも、青せい年ねんの姿すがたになっている。

　光こう哉やが、杏あん樹じゅのほうをむいた。

　めずらしく、深しん刻こくそうな表ひょう情じょうをうかべている。

「どうしたの？　おにいちゃん」

　光こう哉やの横よこに座すわっていたモルガンが、肩かたをすくめた。

　真まっ正しょう面めんに座すわっているおじいちゃんも、困こん惑わく気ぎ味みだった。

「陽よう介すけがいなくなったんだよ。おまえも、会あったことあるだろ？」

　ボウズ頭あたまの、いつもニコニコしてる男おとこの子こで──毎まい日にちのように、おにいちゃんと遊あそんでいる人ひとだ。

「いなくなったって……どうして？」

「知しるかよ。メールの返へん事じもないし、学がっ校こうにも来こないから、帰かえりにあいつの家いえに寄よったんだ。そしたら、昨日きのうの夜よるから帰かえってないって」

　もしかして。

　杏あん樹じゅは里さと美みと話はなしたことを思おもいだした。

「……家いえ出でしたってこと？」

「そんなわけ、ねーよっ！」

　とつぜん、光こう哉やがどなる。

　杏あん樹じゅに怒おこったわけではなく、自じ分ぶんの感かん情じょうがおさえきれなくなった感かんじだ。

「陽よう介すけはバカなヤツだけど、家いえ出でなんてしない……ぜったいに、そんなことするはずないんだ。あいつはああ見みえて、すげー家か族ぞく思おもいなんだよ。ただのヤンキーならわかるけど、陽よう介すけはぜったいに、心しん配ぱいをかけるようなことはしない」

　光こう哉やの手てが、声こえが、体からだが、わなわなとふるえている。

「落おちつきなさいよ。そのうち、どっかから、ひょこっと出でてくるかもしれないじゃない」

　モルガンが、光こう哉やの背せ中なかをやさしくたたく。

　大おおきく息いきをつくと、光こう哉やはふたたび言こと葉ばをつづけた。

「杏あん樹じゅ、おまえさ……今日きょう、学がっ校こうで、赤あかいバスのウワサって聞きいたか？」

「なにそれ」

　なにかの怪かい談だんのタイトルじゃあるまいし。

「うちの通つう学がく用ようのバスって青あおだろ？　だけど、色いろちがいの赤あかいバスに乗のると、行方ゆくえ不ふ明めいになるってウワサが広ひろまってるんだよ……まだ初しょ等とう部ぶにまでは、ながれてないのかもな」

（ん？　行方ゆくえ不ふ明めい？）

　行方ゆくえ不ふ明めいと家いえ出で。

　でも、バスなんかで人ひとをさらうだろうか。

「……その赤あかいバスに、陽よう介すけが乗のってるのを見みたってヤツがいて」

「えぇっ!?」
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　バスで誘ゆう拐かい。

　杏あん樹じゅにも、そこにいる全ぜん員いんにも、ぜんぜん理り解かいができなかった。

「……ねぇ、それってさ」

　杏あん樹じゅは考かんがえつつ、言こと葉ばを選えらんでいく。

「人にん間げんのしわざじゃ、ないんじゃないかな？」

「精せい霊れいがやったって言いいたいのか？」

　おじいちゃんが顔かおをしかめる。

「だって、人にん間げんだったら、バスを使つかって誘ゆう拐かいなんて、そんなことしないと思おもうの。色いろちがいのバスが走はしってるってだけで目め立だつのに、それで誘ゆう拐かいなんてするかな？」

「……あたってるかもしれないわ。杏あん樹じゅの言いうことは」

　モルガンが口くちに手てをあて、考かんがえている。

「私わたしが日にっ本ぽんへの入にゅう国こくを許きょ可かした精せい霊れいは、このところいないけど、日にっ本ぽんに来きたがってる精せい霊れいはたくさんいるのよ。きっとだまってやってきたんだわ」

「そうか……でも、だとしたらどうする？」

　おじいちゃんが、心こころなしか青あおざめた顔かおでモルガンを見みる。

　と、光こう哉やがいきおいよく立たちあがった。

「探さがし出だして、ぶっとばす」

「待まちなさい」

　玄げん関かんへとむかう光こう哉やを、おじいちゃんが制せいした。

「なに？」

「やみくもに動うごくんじゃない。どんなヤツか見けん当とうもつかないうちに動うごくと危き険けんだ」

「オレには、吸ヴァ血ンパ鬼イアとしての能のう力りょくがある。どんなヤツでもだいじょうぶだよ」

　一いっ点てんの迷まよいもなく答こたえる光こう哉やを見みて、おじいちゃんはため息いきをついた。

　モルガンがつぶやくように言いった。

「感かん心しんしないわね」

「じゃあ、どうしろっていうんだよ!?　陽よう介すけがどんなめにあってるか、わかんないんだぜ？　ほっとけって言いうのかよ」

「そうは言いってないわ」

「あ、あのっ、モルガンさんは、どうにかできないんですか？　ＷＦＡの中なかでいちばんえらいんでしょう？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、モルガンは首くびをふった。

（え……）

「それはムリよ」

「モルガン！　それじゃ、キミはなんでここに──」

「イーヴァル、あなたもわかっているでしょう？　この問もん題だいは、光こう哉やや杏あん樹じゅの覚かく醒せいと無む関かん係けいではないの。あなたが動うごけない以い上じょう、この２人ふたりにがんばってもらうしかないわ」

「そんな……」

　うなだれるおじいちゃんとモルガンを見みて、杏あん樹じゅは意い味みがわからなかった。

「どういうことですか？」

　モルガンが複ふく雑ざつそうな顔かおをした。

「いまは言いえない。だけどこれは、あなたたちが解かい決けつしないといけない問もん題だいなの」

　そう言いって、モルガンはリビングを出でていった。

「ちょっと、モルガン！　待まて」

　おじいちゃんもあとを追おいかけ、消きえていく。

　その場ばに、光こう哉やと杏あん樹じゅ、ヴァル、シルフが残のこされた。

「ＷＦＡって、トラブルシューターなんじゃないの？」

　シルフはうなずいた。

　ふしぎそうに、首くびをかしげている。

「そのはずなんだけどな」

「……どうしたらいいの？　おじいちゃんは、危き険けんだから動うごくなって言いうし……モルガンさんは、私わたしたちでどうにかしろって言いうし」

「わけわかんねー！」

　頭あたまをガシガシかきながら、光こう哉やが杏あん樹じゅの横よこに座すわった。

「でも、動うごかないって選せん択たく肢しは、オレにはないからな」

「光こう哉やさま！　あまりにも危き険けんです」

　ヴァルの言こと葉ばも、光こう哉やの耳みみには、とどいていないようだ。

　杏あん樹じゅは光こう哉やの顔かおを見みつめた。

　決けつ意いはゆるがないようだ。

「私わたしだって……どうにかしたいよ」

「杏あん樹じゅさままでっ！」

「ヴァル……オレらがやるっていうんだから、反はん対たいするなよ？」

　光こう哉やがギロッとヴァルをにらむと、ヴァルはシュンとなった。

　どうやら、反はん対たいするのをあきらめたようだ。

「……わかりました。私わたしもおてつだいいたします」

　光こう哉やが、にやっと笑わらった。

「んじゃ、これからどうするか決きめようぜ」
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「とりあえず、敵てきを知しるところから始はじめないとな」

　光こう哉やはそう言いって、杏あん樹じゅを見みた。

　みんながあーだこーだとさわぐ中なか、杏あん樹じゅは１人ひとり、だまっている。

（不ふ良りょう……家いえ出でのような……行方ゆくえ不ふ明めい……）

　どこかで知しっているような、キーワード。

　知しっているはずなのに、出でてこない、もどかしさ。

「おまえさ、読よんでた本ほんとかで、見けん当とうつくヤツいないの？」

「本ほん……あっ！」

　杏あん樹じゅは小ちいさくさけぶと、駆かけ足あしで自じ分ぶんの部へ屋やへとむかった。

「本ほんよ。昨日きのう読よんだ本ほん！」

　つくえの上うえに積つみあがった数すう冊さつの本ほん。

「どこだっけ……たしか、これ？」

　肩かたにのっていたシルフが、首くびをふる。

「それってまだ読よんでないよ」

「えー、じゃあどれだろう!?　ぜったい、読よんだ本ほんの中なかにあったと思おもうんだけど……これかな」

　白しろい革かわが表ひょう紙しの、しっとりとした本ほんを取とりあげた。タイトルは、英えい語ごで書かかれているらしいが、かすれていて読よめない。

　杏あん樹じゅは無む言ごんのまま、ページをめくっていく。

「ストップ、ストップ！　それだよ！」

　シルフの声こえで、ページをめくるのを止とめる。

「これ……？」

「だと思おもうけど。杏あん樹じゅ、読よめる？」

　手て足あしは人にん間げんそのものだが、体からだ全ぜん体たいがもさもさした毛けでおおわれている精せい霊れいが、人にん間げんの子こどもを連つれさるようすが、えがかれている。

　白しろ黒くろの、ふるびた絵えは、気き味みがわるかった。

「バグ……バグベア！」

　本ほんを持もって、杏あん樹じゅは階かい段だんを駆かけおりた。

　リビングで、光こう哉やとヴァルが待まっている。

「これよ！　えっと……バグベアって精せい霊れい！」

　そう言いって、リビングのテーブルに大おおきな本ほんをドサリとおいた。

「えっと……出しゅっ生せい地ちは……どこだろう」

　かすれた文も字じを、いっしょうけんめいに読よもうとする杏あん樹じゅのうしろで、シルフが答こたえた。

「グレートブリテン。イギリスだよ」

　光こう哉やはじっとひらかれたページを見みていた。

「親おやの言いうことを聞きかない子こどもをしつける。ときには、大おおきな獣けもののような口くちで、子こどもを食たべる……」

　説せつ明めい文ぶんを読よんだ光こう哉やを、杏あん樹じゅは不ふ安あんそうに見みあげた。

「どうしよう……食たべるだって……」

　シルフが、めんどくさそうにつぶやいた。

「やっかいなヤツが来きたな。つか、コイツは〝出しゅっ国こく禁きん止し精せい霊れい〟のリストに、のってたはずなんだけど。あんまり知ち恵えがまわるヤツじゃないから、人にん間げんとの共きょう生せいはむずかしいってね」

　うーん、とシルフが考かんがえこんでしまう。

　それぞれが考かんがえこんだ、そのとき──光こう哉やの携けい帯たい電でん話わが鳴なった。

　メールのようだ。

　それを読よむ光こう哉やの目めが、なにかを察さっ知ちしたようにあやしく光ひかった。

「見みつけたぜ」

「どういうこと？」

「赤あかいバスを見みかけたってヤツがいた。すぐこの近ちかくだ」

　そう言いって、立たちあがる。

「杏あん樹じゅもいっしょに行いくか？」

（私わたしも……？）

　自じ分ぶんで動うごく。

　そうしないといけない、とモルガンは言いった。

（おにいちゃんや私わたしのせいかもしれないって……）

　でも、自じ分ぶんが化ばけものから陽よう介すけくんをとりもどすなんて、できるとは思おもえない。

　こわすぎる。

（でも……でも……）

　少すこし考かんがえたすえ、杏あん樹じゅはこくん、とうなずいた。

「いっしょに行いく！」

「んじゃ、ボクも行いくよ。２人ふたりだけじゃ危き険けんだろうし」

　肩かたにのったシルフをつれて、玄げん関かんへといそぐ。

「ヴァル、おまえもいっしょに来くるか？」

　光こう哉やはふりかえると、おずおずとついてきていたヴァルに、声こえをかけた。

「えっ……!?」

　ヴァルがギョッとして、固かたまる。するとシルフが、

「光こう哉や、コイツはダメだよ。こんな姿すがたして、神しん狼ろう族ぞくのくせに、争あらそいごとが苦にが手てな平へい和わ主しゅ義ぎ者しゃだって、つまはじきにされてたくらいだし」

「へっ？」

　杏あん樹じゅは、目めの前まえに立たっている長ちょう身しんの青せい年ねんを見みた。

　するどい眼がん光こうと、しなやかな筋きん肉にくを見みると、とても強つよそうに見みえるのだけど、そういえば、たれた眉まゆともじもじとするしぐさが、気き弱よわさを表あらわしている。

「い、いや、その……苦にが手てなんですよ。ほかの精せい霊れいと対たい峙じするっていうのが」

「このあいだ、ペリ相あい手てに、迫はく力りょくまんてんでうなってたじゃない！」

「あ、あれは杏あん樹じゅさまをお守まもりしようと夢む中ちゅうで……」

「ははっ、わかったよ。じゃあ、ヴァル。なにか連れん絡らくがあったら、オレの携けい帯たいによろしく！」

「わかりました。行いってらっしゃいませ。くれぐれもムチャをなさらぬよう……」

　ヴァルはそう言いって、玄げん関かんから出でていく２人ふたりを、心しん配ぱいそうに送おくり出だした。




　雨あめはもう、やんでいるようだ。

　空そらには真まっ赤かな夕ゆう日ひがうかんでいる。

　光こう哉やと杏あん樹じゅは、駆かけ足あしで学がっ校こうへとむかっていた。

　雨あめがあがったあとの、じっとりとした重おもい空くう気きが気き分ぶんをくらくさせる。

「ねぇ、そのかっこう、めだつよ？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに光こう哉やがふりかえる。

「そーか？」

　以い前ぜん着きていた、真まっ黒くろいマントをはおっている光こう哉やは、ふふ、と笑わらった。

「気きにすることじゃねーって。だって、吸ヴァ血ンパ鬼イアとして動うごくんだし。気き分ぶんアゲてかないとさ」

　軽かるいため息いきをついて、杏あん樹じゅは足あしを速はやめた。

「なんで、学がっ校こうなの？」

「いまさら、赤あかいバスを追おいかけても、間まにあわないだろ。どこ走はしってんのか、わかんねーし。ま、いいから、ついてこいって」

　校こう門もんは、すでにしまっていた。

　が、その前まえにパトカーが止とまっているのが見みえる。

「なんだろう？」

「さぁ」

　近ちかづいてみると、警けい察さつ官かんが守しゅ衛えいさんに話はなしを聞きいているようだった。

「この学がく園えんの保ほ護ご者しゃから、連れん絡らくがありましてね。できれば、ここをあけていただきたいのだが」

「はぁ」

「理り事じ長ちょうはまだ学がく園えんにいるって聞きいたもんでね。おねがいできますか」

　守しゅ衛えいさんが、こまった表ひょう情じょうをうかべている。

「理り事じ長ちょうに聞きいてきますから、待まってください」

　光こう哉やと杏あん樹じゅは、そのようすをうかがっていた。

「警けい察さつも、ただの家いえ出でじゃないって気きづいたんだね」

「親おやたちが、捜そう索さく願ねがいを出だしたんだろ──さ、行いくぞ」

　立たちつくしている杏あん樹じゅのうでを、光こう哉やがひっぱっていく。

　学がっ校こうの裏うら──フェンスの一いち部ぶがこわれていた。

　雑ざっ草そうでおおわれていて、少すこし見みただけでは、こわれているとはわからない。

「校こう門もんに風ふう紀き委い員いんがいるときは、こっちから入はいることにしてんだ」

　いたずらな笑えみをうかべると、光こう哉やはサッサとフェンスをくぐった。

「バレたら大たい変へんだよ」

「バレねえよ。オレが初しょ等とう部ぶんときから使つかってんだから」

「！」

　杏あん樹じゅは、まわりをキョロキョロと見みまわし、だれもいないことを確かく認にんしてから、フェンスをくぐる。

　雑ざっ草そうのチクチクとした部ぶ分ぶんが、杏あん樹じゅのほおをなでる。

「いてててて……」

　シルフが泣なきだしそうな声こえを出だした。

　ふと見みると、シルフにはくっつきむしと呼よばれるイガイガとした実みがついている。

「なにやってんのよ、もう」
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　ていねいにそれを取とってやる。

　学がく園えん専せん用ようバスの車しゃ庫この前まえをとおって、杏あん樹じゅたちは足あし早ばやに歩あるいていく。

「ねぇ」

　学がっ校こうの共きょう用よう棟とう（委い員いん会かいや部ぶ活かつなんかの、学がく年ねん問とわずに使つかえる教きょう室しつが入はいっている建たて物ものなのだ）にむかう光こう哉やに話はなしかける。

「もしかして──共きょう用よう棟とうにも、しのびこむつもり？」

「もちろん。あ、心しん配ぱいすんなよ。ちゃんと入いり口ぐち知しってるから」

　杏あん樹じゅは、おおげさにため息いきをついた。

「なんで、こんな人ひとが、私わたしのおにいちゃんなんだろう……」

「たのもしいだろ」

　言いって、ニヤリとすると、非ひ常じょう階かい段だんの前まえで立たち止どまった。

　階かい段だんの手て前まえには柵さくがあって、カギがないと中なかには入いれないようになっている。

　どこにでもあるような、大おおきな南なん京きん錠じょうだ。

「まさか……こじあけるつもり？」

「いや」

　光こう哉やはカギがついているほうとは逆ぎゃくの、留とめ具ぐのほうへと近ちかよっていく。

　慣なれている手てつきで、留とめ具ぐを指ゆびでゆるめていくと──柵さくがガクンとはずれた。

「へ？」

「ゆるいんだ、ここのネジ。しかも、錠じょうがでかいから、１人ひとりぶんくらいのスペースが……ほら」

　柵さくを手て前まえにひくと、やっと通とおれるか、通とおれないかくらいのスペースができた。

「杏あん樹じゅ、先さきにいって」

　この非ひ常じょう識しきな行こう動どうに、杏あん樹じゅは一いっ瞬しゅんなやんだけど、

「ほら、早はやく」

　押おしこまれるようにして、非ひ常じょう階かい段だんをのぼっていく。

「３階がいな」

　あとからついてきた光こう哉やが、そう言いった。

「校こう内ないに入はいるのも、ドアがあるんだけど……またこじあけるつもり？」

「まさか。この時じ間かんだと、まだあいてるよ」

「はぃ？」

「いつも、あけっぱなしで、夕ゆう方がたの見みまわりで、守しゅ衛えいさんが閉しめてる」

　悪わる知ぢ恵えがはたらく光こう哉やを、杏あん樹じゅはそっと横よこ目めで見みた。

　なんだか生いき生いきしているように見みえる。

「ここからは声こえ出だすなよ。ひびくから」

　そう言いって、ひらいていたドアから、学がっ校こうの中なかに入はいっていく。

　日ひが長ながくなったとはいえ、校こう内ないはうすぐらかった。

　にぎやかな校こう内ないを知しっているだけに、このしずけさは、こわいものがある。




　ピチョン。




　お手て洗あらいから、水みずが１滴てきたれる音おとが聞きこえてくるのにも、ビクビクしてしまう。

（こういう雰ふん囲い気き、苦にが手てなんだよう……）

　そっと光こう哉やのそでをにぎる。

　光こう哉やはふりかえると、その端たん正せいな顔かおでほほえんだ。

「もう少すこしだから」

　ささやくように言いうと、杏あん樹じゅの手てをにぎる。

　そのあたたかさで、杏あん樹じゅはほっと息いきをつく。

「新しん聞ぶん部ぶ!?」

　部へ屋やに入はいるなり、杏あん樹じゅは声こえをあげた。

「なんで？」

　光こう哉やはだまって、パソコンを起き動どうさせている。

「先せん月げつの校こう内ない新しん聞ぶんの記き事じで──あった」

　杏あん樹じゅはディスプレイをのぞきこんだ。

「通つう学がくバスの運うん転てん手しゅさんの１いち日にち？」

　光こう哉やがうなずく。

「春はるになると、新しん人じんの運うん転てん手しゅさんがやってきます。運うん転てん手しゅさんは、何なん種しゅ類るいもあるルートを覚おぼえるために、夜よるに練れん習しゅうをするそうです」

　記き事じを読よむ杏あん樹じゅには、まだ意い味みがわからない。

「と、ここ読よんでみて。たしか、記き事じにならなかった文ぶんだと思おもうけど」

　光こう哉やが指ゆびさす場ば所しょを目めで追おう。

「夜よ遊あそびしてる生せい徒とを見みつけることもあり、運うん転てん手しゅさんは複ふく雑ざつなんだそうです。練れん習しゅう用ようのバスでは、学がく園えんの者ものだと言いっても信しんじてもらえないかもしれないと思おもうと、注ちゅう意いもできない……って！」

「バグベアはさ──」

　そう言いって、光こう哉やは背せもたれによりかかった。

「これを利り用ようしてるんじゃないかな。練れん習しゅう用ようのバスは赤あかだとかさ」

「なるほどね。でも、そのバス、見みたことあるのか？」

　シルフの言こと葉ばに、光こう哉やは意い味みありげにほほえむ。

「共きょう用よう棟とうの横よこに、車しゃ庫こあったの覚おぼえてるか？」

「あのでかい箱はこは車しゃ庫こだったのか！」

「空からだったろ。きっとあたってるよ」

　思おもいもよらぬ発はっ見けんに、杏あん樹じゅは手てをたたく。

「あとは、練れん習しゅう用ようのルートをさがすだけね！　すごい、すごい！」

　と、そのときだった。

「だれかそこにいるのか！」

　遠とおくのほうで守しゅ衛えいさんの声こえがした。

「ヤベっ！」

　光こう哉やはあわててパソコンを消けすと、ガラッと窓まどをあけた。

「ちょっ……おにいちゃん!?」

　無む言ごんで杏あん樹じゅを抱だきかかえた。

　重おもくしめった空くう気きが部へ屋やに流ながれこんでくる。

「よい──」

　光こう哉やが、窓まどわくに足あしをかけた。

「──しょっと！」

　迷まよいなく、窓まどから飛とびおりる。

「…………………………っっ[image: !!!]」

　杏あん樹じゅはとつぜんの行こう動どうに、声こえにならない声こえでさけび、光こう哉やの首くびにしがみつく。

　しばらく、杏あん樹じゅは目めをつぶったままだった。

（３階がいから落おちるのって、こんなに時じ間かんがかかるの!?）

　冷つめたい風かぜが、杏あん樹じゅのほおをなでていく。

　まるで上うえへ上うえへと飛とんでいるようだ。

（落おちてるのに、上あがってる感かんじがする……）

「まだ目めぇとじてんの？　おい、見みてみろよ」

　光こう哉やの言こと葉ばに、ゆっくりと目めをひらいていく。

「うわぁ……」

　眼がん下かに広ひろがる街まちは、夜よるのとばりがおりて、キラキラと光ひかっていた。

　かすかに、車くるまのクラクションが聞きこえてくる。

　学がく園えんは、はるか下したにあった。

　電でん気きがついている街まちの中なかで、そこだけまっくらなのですぐに学がく園えんだと気きづく。

　杏あん樹じゅは光こう哉やに抱だきつき、宝ほう石せきをちりばめたような風ふう景けいに見みとれていた。

「すごい……」

「だろ？」
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「あ、ねぇ……あれなに？」

　杏あん樹じゅが風ふう景けいの一いっ点てんを、じっと見みつめた。

　焦しょう点てんが合あわなかったものが、じょじょに鮮せん明めいになってくる。

「見みえない？　赤あかいバスだよ！」

「え？　どこだ？」

　どうやら光こう哉やには、まだ見みつけられないようだった。

「マルミヤデパートの横よこ……あ、いま、曲まがった。山やまのほうにむかってるみたい。うーん、ちょいちょいボヤけて見みえないな……」

　そうつぶやきつつ、みけんにしわを寄よせる杏あん樹じゅに、

「杏あん樹じゅ……ちょっとメガネ、はずしたら？」

　シルフはそう言いって、ササッとメガネを取とりあげた。

「ちょっと、シルフ！　見みえ──あれ、見みえる。見みえる。さっきよりも見みえるっ！」

「やっぱりね。嗅きゅう覚かくがするどくなってんだから、きっと視し力りょくもあがってるんじゃないかと思おもったんだ」

「へぇ……すごいな、それ」

　感かん心しんする光こう哉やにつかまりながら、杏あん樹じゅは身みをのり出だして赤あかいバスをさがした。

「いた！　山やまの中なかに入はいってくよ。おにいちゃん、追おいかけられる？」

「まかせろ」

　そう言いうが早はやいか、光こう哉やはグンとスピードをあげた。

「見み失うしなうなよ！」

「わかってる」

　高こう速そく道どう路ろを走はしる車くるまのようなスピードなのに、ふしぎと目めをあけていられた。

　風かぜを切きりさくようにして飛とんでいく、光こう哉やの口くちもとに笑えみがうかぶ。

「やっぱ、オレたち、最さい強きょうだな」

　うしろから、かすかにシルフの声こえが聞きこえる。

「おいてくなぁ！」







　　　　16　バグベアはどこに？




　山やまのふもとで、光こう哉やは杏あん樹じゅをおろした。

「道どう路ろなんかないぞ？」

　目めの前まえにあるのは、荒あれた登と山ざん道どうだ。

「あれ？　でも、ぜったいこの中なかを走はしっていったんだけど……」

　２人ふたりは首くびをかしげながら、登と山ざん道どうへと歩あるいていく。

　バチッ。

　すぐうしろで、音おとがした。

　杏あん樹じゅがふりかえると、光こう哉やがはなれた場ば所しょで、しりもちをついている。

「おにいちゃん……なにやってんの？」

「入はいれない……なんか、かべみたいなのがある」

　だけど杏あん樹じゅは、登と山ざん道どうの入いり口ぐちにたどり着ついている。

「なんで、おまえは入はいれるんだ？」

「なんでって……っていうか、おにいちゃん、入はいれないの？」

　おたがいの答こたえが見みつからず、無む言ごんで見みつめあっていると、

「魔ま力りょくのあるヤツが入はいれないよう、結けっ界かいが張はってあるんだよ。光こう哉やは能のう力りょくが開かい花かしてて、杏あん樹じゅはしてない。だから、杏あん樹じゅはふつうの人にん間げんだと、結けっ界かいが判はん断だんしたんだね」

　光こう哉やの背はい後ごで声こえがした。

「シルフ！」

「おいてくなって言いっただろ！」

「わりぃ。見みうしなわないようにするのが先さきかな、と」

　そのとき杏あん樹じゅが、光こう哉やのうしろから、バスがやってくるのを見みつけた。

「赤あかいバス！　こっちに来くるよっ！」

「またかっ！　何なん台だい走はしってんだよ、くそっ」

　バスは、登と山ざん道どうめがけて走はしってくる。

「え……」

（このバスに乗のってるのって……）

　杏あん樹じゅはよけることもわすれて、立たちつくしてしまった。

「おい！　ひかれるぞ！」

　光こう哉やが杏あん樹じゅのうでをひっぱり、間かん一いっ髪ぱつで助たすけることができた。

「だれか乗のってたみたいだな」

　バスが、登と山ざん道どうをものともせずに走はしっていくのを見み送おくりながら、光こう哉やがつぶやいた。

「ちくしょう……せっかく見みつけたってのに、なんもできねえのかよ」

「里さと美み……」

　杏あん樹じゅは放ほう心しん状じょう態たいで、バスを見みていた。

「え？」

「里さと美みなの！　いま、乗のってたのって！」

　光こう哉やにしがみつく。

「おにいちゃん、どうしよう！　里さと美みが、里さと美みがっ！」

　バスが消きえていく方ほう向こうを、光こう哉やはじっと見みている。赤あかいテールランプが光ひかった。

「落おちつけ」

　光こう哉やが、杏あん樹じゅの両りょう肩かたをいたいほどつかむ。

「おまえは、山やまに入はいれる。追おいかけるんだ。オレも、どうにかして中なかに入はいるから」

「私わたし１人ひとりで……？」

「ほかに、だれがいるんだよ」

「そうだけど……」

（能のう力りょくがない私わたしが行いって、なにができるんだろう……）

　なやむ杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やが体からだをゆすった。

「しっかりしろよ！　おまえにしかできないんだぞ！」

（……そうだよね。それに、ここまできて、引ひきかえすことなんてできない）

　杏あん樹じゅは、まっすぐに光こう哉やを見みた。

「……わかった」

　杏あん樹じゅのうしろから、シルフが言いう。

「光こう哉や。バグベアは上じょう級きゅうの精せい霊れいじゃない。結けっ界かいにほころびくらいあるはずだよ。そこをさがして！」

「わかった。じゃあ、杏あん樹じゅ。あとで合ごう流りゅうすんぞ！」

　そう言いって、光こう哉やは飛とんでいってしまった。

　杏あん樹じゅとシルフだけが、まっくらな山やまの中なかに残のこされた。

「……行いかなきゃ！」

「待まてって、杏あん樹じゅ。ボクもいっしょに行いくよ」

「シルフだって、魔ま力りょくがあるからムリでしょ」

　シルフは、ニヤリと笑えみをうかべた。

「じゃあ、なんで杏あん樹じゅは入はいれたんだ？」

「だって、私わたしは能のう力りょくが開かい花かしてないからなんでしょ？」

「耳みみに、ペリがついたままだろ？」

「あ、そうか……え？　なに？　どういうこと？」

　シルフはニコッと笑わらって言いった。

「魔ま力りょくをおびてても、無む機き質しつだったら入はいれるんだよ、この結けっ界かいは」

「それじゃ、結けっ界かいの意い味みなくない？」

「バスを入いれるためには、しかたなかったんだろ」

「そっか……なるほどね」

　大おおきく息いきをつくと、シルフはいままで見みたこともないほどマジメな顔かおで、杏あん樹じゅを見みつめた。

「だから、ボクも行いくよ、杏あん樹じゅ」

「だって、シルフは……」

　得とく意いそうに、シルフはほほえんだ。

「ボクの場ば合あいは、ペリのように変へん身しん能のう力りょくがあるわけじゃないんだ。ただ、宿やど主ぬしと契けい約やくを交かわすことで、変へん身しんできるようになる」

　杏あん樹じゅは、だまって聞きいている。

「いままで一いち度どだって、人にん間げんと契けい約やくしたことないんだけどね。でも、ボクは杏あん樹じゅが好すきだから、役やくにたちたいんだ」

「は？　なに、いきなり」

　とつぜんの告こく白はくに、しどろもどろになってしまう。

「ボクは、キミを承しょう認にんする」

　そう言いって、シルフは杏あん樹じゅの目めの前まえで、うやうやしくおじぎをした。

「──妖よう精せい族ぞく四よん大だい精せい霊れい、風かぜ所しょ属ぞくのシルフは、本ほん日じつをもって高たか野の杏あん樹じゅと契けい約やくする」

「へ？　ちょっと待まって。契けい約やくって……！」

　シルフの体からだが、まばゆいほどの光ひかりにつつまれる。
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「──ボクが杏あん樹じゅの足あしになる。早はやく追おいかけよう」

　光ひかりは大おおきくなり、杏あん樹じゅをつつみこんだ。

「……シルフ……？」

　あまりのまばゆさに、目めをとじたかった。

　でも、見みていなければいけない気きがして、シルフの姿すがたが変かわっていくさまを見み守まもっている。

「……杏あん樹じゅ、ボクをつれていって」

　やがて、シルフは１足そくのクツになった。

　あわい緑みどり色いろの、くるぶしのあたりに羽はねがついた、やわらかなクツ。

　杏あん樹じゅはそのクツをじっと見みつめる。

「これで……」

　大おおきく深しん呼こ吸きゅうをすると、杏あん樹じゅはシルフのクツをはいた。

　いままではいていたスニーカーよりも、自じ分ぶんの足あしになじんでいることにおどろく。

「シルフ、行いくよっ！」

　杏あん樹じゅは思おもいきり、駆かけだした。

　ペリから逃にげたときよりもさらに速はやく、体からだがついていかないくらいだ。

　必ひっ死しに走はしらないと、足あしだけが先さきに行いってしまいそうだった。

　それでもなんとか飛とぶようにして、山やまの中なかを進すすんでいく。

「空そらから見みたときは、途と中ちゅうで消きえたんだよね……」

　杏あん樹じゅは、タンッと地じ面めんを蹴けりあげた。

　その瞬しゅん間かん、体からだがフワッとうかぶ。

「飛とべたっ！」

　山やまが見み下おろせる位い置ちまでうかびあがって、杏あん樹じゅは目めをこらした。

（どこ……どこにいるの？）

　かすかに、赤あかいテールランプが点てん滅めつしているのを見みつけて、杏あん樹じゅは急きゅう降こう下かする。

　その途と中ちゅうに、山やまのふもとで火ひ花ばなが散ちっているのが見みえた。

（おにいちゃんは、まだ入はいれないんだ……）

　手てをぎゅっとにぎりしめる。

「私わたしがなんとかしなきゃ！」







　　　　17　オハナシ




　バスは山やま小ご屋やの前まえに止とまっていた。

　不ふ自し然ぜんに、形かたちがゆがんでいる。

「どこ……？」

　バスを見みつけたのはいいが、かんじんの里さと美みとバグベアの姿すがたが見みえない。

　ゆっくりと小こ屋やに近ちかづいていくと、バスから里さと美みの声こえが聞きこえてきた。

　力ちからのない、助たすけをもとめる声こえだ。

　そっとバスに近ちかづいて、ガラスがほとんどなくなった窓まどから、車しゃ内ないを見みる。

　すると、赤あかい毛けのかたまりが、里さと美みにおおいかぶさっているのが見みえた。

「……っ！」




　ズリ。




　なにかを、なめとるような音おとが、杏あん樹じゅの耳みみにひびいてくる。

「いやあ─────────！」

　里さと美みの悲ひ鳴めいが聞きこえる。

　ゆっくりと考かんがえてるヒマはない。

　大おおきく、ひとつ深しん呼こ吸きゅうをする。

「よしっ！」

　杏あん樹じゅはあいている窓まどから、体からだをすべりこませて、バスの中なかに入はいった。

　バスのまんなかあたりだ。

　バスの中なかの気き温おんが、グンとさがっているのを感かんじる。

　バスの中なかをキョロキョロと見みまわすと、後こう部ぶ座ざ席せきに赤あかい毛け玉だまがあった。

　２メートルちかい、その毛け玉だまの間あいだから、里さと美みの手てが見みえた。

　助たすけをもとめるように、空くうをつかんでいる。

　毛け玉だまが、モフモフと動うごいている。

　黒くろずんだ血ちのような赤あかい毛け玉だまは、杏あん樹じゅに気きづいていないようだ。

　里さと美みの手てが、毛け玉だまに飲のみこまれていく。

（やっぱり、こわい……）

　じっさいにバグベアを見みて、杏あん樹じゅは身み動うごきができなくなっていた。

（まだ能のう力りょくが目め覚ざめてないのに……）

　体からだがカタカタとふるえだす。

（ムリ……やっぱりムリだよ。おにいちゃん、早はやくきて……）

　バグベアは、まだこちらに気きづいていないようだった。

　里さと美みの真まっ白しろな手てが、助たすけをもとめるように、空くうをつかんでいる。

「だ、だれか……たす、けて……」

（里さと美みっ！）

「その子こをはなして！」

　せいいっぱいの声こえをあげる。

　毛け玉だまは、ふりかえった。

「あなたがバグベアね」

　声こえがふるえている。

　バグベアはうなずいた──ように見みえた。

「おねがい、里さと美みは、わるいことなんてする子こじゃないわ！　すぐにはなしてあげて」




　ズリズリ。




　里さと美みをひきずったまま、バグベアが杏あん樹じゅにじわりと近ちかづく。

　両りょう手てで体からだを守まもるようにしながら、それでも杏あん樹じゅは言こと葉ばをつづけた。

「しつけの精せい霊れいが、なんで誘ゆう拐かいなんてしてるの？」




　ズリズリズリ。




　毛け玉だまがニタリと笑わらったように見みえた。

「だいたい、あなた……イギリスから出しゅっ国こく禁きん止しなんでしょう？　なんで、日にっ本ぽんにいるの!?」




　ズリズリズリズリ。




　耳みみざわりな音おとをたてて、バグベアは笑わらった。

「バグベア、シツケチュウ。コイツ　オイラ　に　サカラッタ」

「なにそれ……」

「カエレッテ　いったのに　カエラナカッタ。ヨル　ハ　ネルじかん　ナノニ」

　後こう部ぶ座ざ席せきには、里さと美みがいつも塾じゅくに持もっていく、カバンが投なげだされている。

「塾じゅくに行いく途と中ちゅうだったのよ」

「ネナキャ　ダメ」

「まだ寝ねる時じ間かんじゃないわ」

　バグベアは体からだをゆすった。首くびをふったようだ。

「塾じゅくに行いく子こをみんなさらってたら、キリがないよ……いまじゃ、かようのがあたりまえだもの」

「ソウナノか？　ドウシテ？」

「どうしてって言いわれても……」

　すぐには、答こたえが見みつからない。

（どうしたらいいの……）

　杏あん樹じゅはこぶしをにぎりしめたまま、ひとつ深しん呼こ吸きゅうをした。

「……勉べん強きょうするため、だと思おもう。だれも遊あそびで行いってる子こはいないと思おもうよ」

「ダケド　ヨル　デアルクのは　イケナイ。オヤガ　シンパイスル」

　杏あん樹じゅは、ため息いきをついた。

「あなたがしてることで、かえって心しん配ぱいしてる親おやがたくさんいるの。わからないの？」

「バグベアは　シツケシテルだけ」

「おにいちゃんの友ともだちの親おやは、泣なきくずれたんだって。大人おとなが子こどもの前まえで泣なくなんて、そうとうなことなんだよ。わかる？」

「……バグベア　タダシイ　マチガッテ　イナイ」

「ただしくなんかない！　人にん間げん界かいだったら、犯はん罪ざいよ」

「ハンザイ　チガウ」

「だれも、あなたを注ちゅう意いしなかったのね……やりすぎだって」

「チガウ　チ　ガウ　バグベアタダシイイイイイイイイイイイイ」

　毛け玉だまの間あいだから見みえていた里さと美みの手てから、力ちからがぬけ、くたん、となっていた。

　まるで、人にん形ぎょうのように、白しろくて力ちからのない手て。

　それを見みた瞬しゅん間かんだった。

「里さと美み……？　里さと美みぃ──────！」

　絶ぜっ叫きょう。

　ドクン。

　体からだの中なかが熱あつくなる。

　心しん臓ぞうの音おとが、やけに大おおきく聞きこえる。

　頭あたまの中なかで、なにかがはじけたような音おとがした。

　すべてが、スローモーションのように、ゆっくり見みえた。

「ゆるさない……」

　つぶやく。

「人ひとの忠ちゅう告こくも聞きかず、好すき勝かっ手てやるなんて……しつけが必ひつ要ようなのは、あなたでしょ……！」

　杏あん樹じゅがゆっくりと目めをひらいた。

　蒼あおい瞳ひとみが、冷つめたくかがやいている。

「だれも裁さばかないのなら、私わたしが裁さばくわ」
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「オマエ　モ　オシオキ　オ　シオキ」

　毛け玉だまから、真まっ黒くろな手てが伸のびてくる。

　杏あん樹じゅをつかまえようとしているらしい。

　心こころのどこかで、いつもの杏あん樹じゅがいる。

（こわい……気き持もちわるい……）

　でも、いぬくように、バグベアをじっとにらんだ。

　そうすることで、自じ分ぶんの気き持もちが伝つたわるような気きがしたから。

（そらしたらダメだ……）

　そう思おもっても、体からだは正しょう直じきだった。

　すぐ目めの前まえまで伸のびてくる、毛けにおおわれた巨きょ大だいな手てを、見みていることができず、目めをとじようとした瞬しゅん間かん──強つよい衝しょう撃げきが杏あん樹じゅをおそった。

　杏あん樹じゅはバスの外そとへと投なげだされる。

「……くぅ」

　地じ面めんについた手ての甲こうに、血ちがポタポタとたれる。

　ほおがズキズキと痛いたみだした。

（ガラスで切きったんだ！）

　ゆっくりとほおに手てをあてる──が、かすり傷きずていどだった。

（たれるほど血ちが出でてたのに……おにいちゃんの言いってた治ち癒ゆ能のう力りょく!?）

　だけど、治ち癒ゆ能のう力りょくだけでは、バグベアに立たちむかうことはできない。

　表ひょう面めんの傷きずは治なおっても、全ぜん身しんの痛いたみはひかない。

　どうにか立たちあがったものの、逃にげることはできなかった。

　のっそりと巨きょ体たいを動うごかして、バスから出でてきたバグベアは、杏あん樹じゅを見みつけると、すぐさまうでを伸のばしてくる。

「いや───────────！」

　杏あん樹じゅの足あしもとで、クツがコトッと杏あん樹じゅの足あしを動うごかした。

（？）

　ほとんど無む意い識しきのまま、杏あん樹じゅはブンッとバグベアのうでを蹴けりあげていた。

　ビュウッと、耳みみをつんざくような音おとをたてて、クツから小ちいさな竜たつ巻まきが飛とんでいく。

　その竜たつ巻まきはバグベアへとむかって、みるみるうちに大おおきくなっていく。

　竜たつ巻まきをさけようとして、バグベアは里さと美みを放ほうり投なげた。

「里さと美み！」

　あわてて駆かけよった杏あん樹じゅに、竜たつ巻まきをよけたバグベアのうでが、ふたたびせまってくる。

「──!!」

（もうだめだっ！）

　と目めをとじた、そのとき。

「ったあ！」

　その真まっ黒くろなうでの上うえに、だれかが飛とびのったのが見みえた。

「間まにあった……か？」

　光こう哉やだ。

「おにいちゃん！」

「おう、待またせてわるかったな」

　光こう哉やはよごれた顔かおで、ニカッと笑わらった。

　よほど結けっ界かいが強つよかったのだろう。

　マントが、ところどころ焦こげて、やぶけている。

「おまえがバグベアか」

　バグベアのうでの上うえを駆かけぬけ、光こう哉やはそのふところに入はいった。

「オシオキするのは、こっちだよっ！」

　そう言いって、顔がん面めん（と思おもわれる部ぶ分ぶん）を思おもいきり殴なぐりつけようとした瞬しゅん間かん──！

　シュン！　と音おとをたてて、光こう哉やとバグベアの間あいだに、真まっ白しろなかべが地じ面めんから立たちあがり、バリヤーのようにさえぎって、光こう哉やははじきかえされた。

「……なっ!?」

「──そこまで」

　頭ず上じょうで声こえがする。

　見みあげると、そこには、ホウキにのった大だい魔ま女じょ──モルガンが、浮ういていた。

「──モルガンさん!?」
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　その姿すがたは、家いえで見みた、ちょっとハデなお姉ねえさんのようではなく、威い厳げんたっぷりだった。

「バグベア……あなたは出しゅっ国こく禁きん止しの身みでありながら、ここ日にっ本ぽんで、自じ国こくでしたことと同おなじことをしましたね」

　ゆっくりと、ホウキはバグベアのもとにおりていく。

「数すう十年ねんの謹きん慎しん処しょ分ぶんでは、反はん省せいできませんでしたか？」

　バグベアは、その威い圧あつ的てきな言こと葉ばに首くびをふった。

「ハンセイ　シテル……」

「反はん省せいできていないから、ここにいるんでしょう？」

　口くちもとに笑えみをうかべたモルガンは、手てで印いんをきった。

　そのとたん、白しろいかべがくにゃりと曲まがって、バグベアを飲のみこんでしまった。

　モルガンが、もう一いち度ど印いんをきる。

　すると、白しろいかたまりが一いっ瞬しゅんにして、小ちいさな玉たまへと変かわった。

「光こう哉や、杏あん樹じゅ……おつかれさまでした。言いいたいことは山やまほどあるけれど、とりあえず、友ともだちのようすを見みてきてあげて」

「そうだ、陽よう介すけ！」

　そう言いって、光こう哉やは山やま小ご屋やのほうへと駆かけよった。

「杏あん樹じゅ、おまえは里さと美みちゃんを！」

　言いわれて、杏あん樹じゅはバグベアにほうり出だされたまま、地じ面めんに横よこたわっている里さと美みを抱だき起おこす。

「ごめんね……こわかったよね……」

　杏あん樹じゅの目めから涙なみだがあふれた。

　その涙なみだは、里さと美みのほおをしめらせていく。

「……ん」

「里さと美み！」

　意い識しきがもうろうとしている中なかで、里さと美みの目めは杏あん樹じゅをぼんやりととらえている。

「だ……だ、れ……？」

「いいの。もう、だいじょうぶだから」

　杏あん樹じゅはそう言いって、里さと美みを強つよく抱だきしめた。

　かすかに、どこからか携けい帯たい電でん話わの鳴なる音おとがした。

　だけど、いまの杏あん樹じゅにはどうでもよかった。

　里さと美みが無ぶ事じだった。

　それだけで、緊きん張ちょうの糸いとが切きれるのを感かんじた。

「おい！」

　山やま小ご屋やから、光こう哉やが飛とびだしてくる。

「ヴァルが、いそいで帰かえって来こいって！　なんか、じいちゃんが……！」







　　　　18　さよならは夜よ明あけとともに




　おいていくのは心しん配ぱいだったが、杏あん樹じゅと光こう哉やの正しょう体たいがバレるのはまずいだろうということで、里さと美みをふくむ行方ゆくえ不ふ明めいになった子こたちを、山やま小ご屋やに寝ねかせた。

　もちろん、あとの処しょ理りは警けい察さつにまかせるつもりで、１１０番ばんに匿とく名めいで通つう報ほうはしておいたのだけど。




　ものすごいスピードで夜よ空ぞらを飛とんできた３人にんが、家いえに帰かえりつくと、家いえじゅうの明あかりが消きえていた。

「おにいちゃん……なんかヘンだよ」

　光こう哉やがだまってうなずいた。

「光こう哉やさま！　杏あん樹じゅさま！」

　２人ふたりの姿すがたを確かく認にんしたヴァルが、手てまねきで、いそぐよう伝つたえている。

「なにがあったの!?」

　庭にわにストッとおりたった杏あん樹じゅと光こう哉やは、そのままリビングの窓まどから入はいり、おじいちゃんの部へ屋やまで走はしった。

「……え」

　部へ屋やのドアをあけると、ベッドで横よこたわるおじいちゃんが、目めに飛とびこんできた。

「……終おわったのか？」

　おじいちゃんの言こと葉ばは、杏あん樹じゅや光こう哉やではなく、そのうしろのモルガンにむけられていた。

「えぇ。最さい初しょにしては、上じょう出で来きだったわ」

「……あたりまえだ。私わたしの孫まごなんだぞ」

　その声こえは、いまにも消きえそうだった。

「おじいちゃん、どうしたの？」

　ゆっくりと起おきあがるおじいちゃんに、杏あん樹じゅと光こう哉やは駆かけよった。

「ねぇ、どうしちゃったの？」

　おじいちゃんは、答こたえようとしない。

　というか、言こと葉ばを口くちにするのも、つらそうだった。

「イーヴァルはね……夜よ明あけとともに消きえる運うん命めいにあるの」

「消きえる？」

「精せい霊れいにとって、消きえることは……死しよ」

　ツーッと一ひと筋すじの涙なみだがこぼれるのに気きづいていないように、たんたんと、モルガンは言こと葉ばをつづける。

「人にん間げんでいたい、なんて意い地じ、捨すてちゃえばいいのに……！」

「どういうことですか!?」

　光こう哉やがモルガンを見みつめた。

「昨日きのうも話はなしたでしょう？　決きめられたルールを守まもらないものに、不ふ老ろう不ふ死しはありえないの」

　杏あん樹じゅの目めが見みひらかれる。

「……血ちを吸すえば、死しなないってこと？」

「そういうことね」

（血ちさえあれば、おじいちゃんは消きえずにすむ……）

「杏あん樹じゅ？」

　光こう哉やが顔かおをのぞきこむのを無む視しして、杏あん樹じゅは制せい服ふくのえりもとをひらいた。

「吸すって、おじいちゃん！」

　杏あん樹じゅの全ぜん身しんがふるえている。

「おじいちゃん、私わたしはだいじょうぶだから、吸すって！」

「おい！」

　半はん狂きょう乱らんになりつつある杏あん樹じゅを、光こう哉やが制せい止しする。

「おじいちゃん！」

　杏あん樹じゅの顔かおは、涙なみだでグシャグシャだった。

　おじいちゃんは悲かなしそうな顔かおをして、首くびをふる。

「死しんじゃいやだ！」

　杏あん樹じゅは光こう哉やを振ふりきって、おじいちゃんに抱だきついた。

「いやだよ、そんなの……」

「杏あん樹じゅ……人ひととして死しなせてくれないか」

「……わかんない！　なんで、そこまでこだわるのよ！　おじいちゃんは吸ヴァ血ンパ鬼イアでしょ？　わるいものじゃないって、私わたしに言いってたのに……なんで人ひととして、なんて言いうのよ……生いきててほしいのに！」

　杏あん樹じゅはふるえる声こえで、言こと葉ばをつづける。

「お母かあさんだって、お父とうさんだって、そんなの納なっ得とくしないよ」

「あの子こたちには、正しょう月がつに帰かえってきたときに話はなしておいたから、覚かく悟ごはできてるだろう」

　杏あん樹じゅは、まじまじとおじいちゃんの顔かおを見みた。

「そ、そんな……」

　だれかに助たすけをもとめたくて、杏あん樹じゅは光こう哉やを見みあげた。

　光こう哉やが首くびをふる。

「……じいちゃんが決きめたことはぜったいだ。いままでも、そうだっただろ？」

　光こう哉やの声こえもふるえている。

「そんな……だからって……」

　杏あん樹じゅはベッドに泣なきくずれた。

　おじいちゃんがそっと、杏あん樹じゅの手てをにぎる。

「いまは、私わたしをうらんでくれてもいい。いつかわかってくれる日ひが、かならずくる」

　そう言いって、ドアの前まえで、みっともないほどメソメソと泣ないているヴァルに、声こえをかける。

「ヴァイツェンウルフよ……夜よ明あけから、おまえの主しゅ人じんはこの子こたちだ」

「……うっ、うっ……わかっております」

「私わたしは……幸しあわせ者ものだな……」

　大おおきく息いきをはくと、おじいちゃんは杏あん樹じゅの頭あたまをなでた。

「夜よ明あけだ」

　杏あん樹じゅはゆっくりと顔かおをあげると、窓まどの外そとを見みた。

「すべての闇やみを浄じょう化かする、気け高だかき光ひかり……おまえたちの未み来らいも、そうくらいものではない。おそれずに……前まえを見みて、走はしりぬけるんだ」

　いままで見みた、どの夜よ明あけよりも──その日ひは、とてもキレイで、はかなく見みえた。

（こんなにキレイなのに、おじいちゃんを消けしちゃうなんて……）

　頭あたまをなでられている感かん触しょくがなくなったことに気きづき、杏あん樹じゅはあわててふりかえる。

　おじいちゃんは──いまにも消きえそうなほど、うすくなっていた。

「こんなのってないよぉ……」

　かすかにほほえみ、そして、おじいちゃんは、はじけるように、光ひかりのつぶとなって消きえていった。







　　　　19　ヴァンパイア大たい使し、誕たん生じょう！




「なんだか夢ゆめみたいです……」

　うすぐもりの日にち曜よう日び──港みなとが見みわたせるお墓はかの前まえで、杏あん樹じゅはこうつぶやいた。

　白びゃく檀だんの線せん香こうのけむりが、杏あん樹じゅにまとわりつく。

　ベッドに残のこっていたのは、吸ヴァ血ンパ鬼イアの犬けん歯しが、２つだけ。

　それも、いまは目めの前まえのお墓はかの中なかだ。

「モルガンさんが日にっ本ぽんに来きた、いちばんの理り由ゆうは──これだったんですね」

　そう言いって、杏あん樹じゅは立たちあがる。

　その顔かおに、もう涙なみだはなかった。

「これって？　イーヴァルが消きえるってことかしら？」

「そうです」

　杏あん樹じゅは、お墓はかを見みつめたまま答こたえた。

　すべてのことを、モルガンは１人ひとりで処しょ理りした。

　まるで、おじいちゃんが死しんでしまうのをわかっていたかのように、テキパキとこなした。

「イーヴァルの後あとしまつをしに、日にっ本ぽんに来きたわけじゃないわ。後こう継けい者しゃを任にん命めいしに来きたのよ」

「後こう継けい者しゃ？」

　おもわず、ふりかえる。

　モルガンの横よこには、大おおきなスーツケースがひとつ。

　その上うえに、ホウキがおかれていた。

「イーヴァルは、ＷＦＡ──世せ界かい精せい霊れい同どう盟めいの、大たい使しをつとめていたの。人にん間げんでいたいのに、精せい霊れいの仕し事ごとをしてるなんて矛む盾じゅんしてるんだけど。多た分ぶん、精せい霊れいと人にん間げんのあいだでトラブルがおこるのを、見みすごせなかったのね」

　光こう哉やが苦く笑しょうした。

「じいちゃんらしいって言いえば、らしいかも」

　ふふ、とさびしげにモルガンが笑わらった。

「イーヴァルにはもう、結けっ界かいを張はり、トラブルを処しょ理りするほどの力ちからはなかった。かと言いって、戦せん闘とう能のう力りょくのないヴァルに、たのむわけにもいかない。それで私わたしが来きたの」

　光こう哉やと杏あん樹じゅは、だまって聞きいていた。

「精せい霊れいの、日にっ本ぽんへの入にゅう国こくはもう始はじまっている。とても止とめることなんかできないわ」

（それって……）

　杏あん樹じゅが顔かおをしかめた。

「またバグベアのように、事じ件けんになるかもしれないってことですか？」

「だから、あなたたちを後こう継けい者しゃに任にん命めいしたいのよ。タイミングよく、バグベアが事じ件けんをおこしてくれたから、あなたたちの力りき量りょうもはかれたしね」

　光こう哉やと杏あん樹じゅが顔かおを見みあわせる。

「これは名めい誉よあることなんだぞ」

　ヴァルの頭あたまの上うえに座すわっていたシルフが、えらそうにほほえむ。

　モルガンは、背せすじをのばして、２人ふたりを見みつめた。

　つられて、光こう哉やと杏あん樹じゅも姿し勢せいをただす。

「高たか野の光こう哉や。そして高たか野の杏あん樹じゅ。世せ界かい精せい霊れい同どう盟めいＷＦＡの長おさ、モルガン・ル・フェイの名なにおいて、あなたたちをＷＦＡ特とく別べつ管かん理り大たい使しに任にん命めいします」

　杏あん樹じゅは、きょとんとしたまま、かたまった。

「聞きいてるのかよ！」

　シルフが、杏あん樹じゅの耳みみをひっぱった。

「え？　……えぇっ!?」

「これは決けっ定てい事じ項こうよ。ない部ぶ分ぶんを補おぎなえるという意い味みでは、あなたたち２人ふたりは最さい高こうのコンビだわ」

　光こう哉やは、うやうやしく頭あたまをさげた。

「お受うけいたします」

「ちょっと、おにいちゃん！」

「いいじゃん。おもしろそうだし」

　そう言いって、ニコニコと笑わらう。

「そんな無む責せき任にんに！」

「だいじょうぶだよ。ボクが残のこるし、ヴァルもいる。杏あん樹じゅにだって、できないことはないよ」

「そんな……」

　シルフとヴァルの顔かおを交こう互ごに見みて、杏あん樹じゅはこまったような顔かおをした。

「責せき任にん重じゅう大だいだよぉ……」

「それがわかっているなら、やってちょうだい。あなたたち以い外がいにいないのよ」

　ふと、杏あん樹じゅはうしろをふりかえった。

　お墓はかの横よこに、おじいちゃんが立たっているように見みえた。

「杏あん樹じゅさま……ごぞんじでしたか」

　お墓はかを見みつめたまま立たちつくす杏あん樹じゅの背せ中なかに、ヴァルが語かたりかける。

「杏あん樹じゅさまの名な前まえは、フランス語ごで〝天てん使し〟という意い味みなんです。杏あん樹じゅさまは、天てん使しのように、だれかのことを幸しあわせにできる──イーヴァルさまは、そう信しんじていらっしゃいました。あなたの力ちからを、精せい霊れいたちのためにお貸かしください……」

（……できるのかな？　私わたしに。ねえ、おじいちゃん）

　影かげのようにゆらめくおじいちゃんの姿すがたが、うなずいたような気きがした。

　心こころが決きまった。

「……わかりました。お受うけします」

「よく言いった、杏あん樹じゅ！」

　そう言いって、光こう哉やが杏あん樹じゅの肩かたに手てを回まわして、ウィンクをしてきた。

　モルガンがそんな２人ふたりを手てまねきした。

「では、あなたたちに、大たい使しの紋もんを授さずけます」

　そう言いって、２人ふたりの手てをとる。

　一いっ瞬しゅん、ヤケドするような熱あつさを感かんじ、杏あん樹じゅは自じ分ぶんの手ての甲こうを見みた。

　十じゅう字じ架かのような、金きん色いろに光ひかる紋もん様ようがうかびあがっている。

　だけど、それはすぐに消きえた。

　手てを空そらにかざす。うっすらと、紋もん様ようが見みえた。

「くわしいことは、シルフに聞きいてちょうだい。それじゃあ、私わたしは行いくわね。Goodグッド luckラック!」

　モルガンは、さっそうとホウキにまたがると、あっという間まに見みえなくなった。

「さて、と」

　光こう哉やが大おおきな伸のびをした。

「帰かえろうぜ、オレたちの家いえに」

　差さしだされた手てを見みて、杏あん樹じゅはほほえんだ。

「うん！」

　光こう哉やの横よこにはヴァルが、杏あん樹じゅの肩かたにはシルフが──それぞれの思おもいを胸むねに、４人にんはその場ばを、あとにした。


おわり
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　Ｄｅａｒディア　この本ほんを手てにとってくれたみんな







　はじめまして。川かわ崎さき美み羽うです。

　角かど川かわスニーカー文ぶん庫こから、角かど川かわつばさ文ぶん庫こに移うつってきました。

　角かど川かわスニーカー文ぶん庫こというのは、みんなよりも、もう少すこし、お兄にいさん、お姉ねえさんたちむけのレーベルです。

　ま、そんなわけで、なんだか転てん校こう生せいになった気き分ぶんだったり（笑わらい）。

　担たん任にんの先せん生せいが担たん当とう編へん集しゅう者しゃの青あお山やまさんで、わたしを教きょう室しつになじませてくれるクラス委い員いんが、イラストを担たん当とうしてくれた近この衛えさんで……

　そして、新あたらしいクラスメイトが、本ほんを買かってくれたみんな。

　って、たとえがわかりづらいかな？

　……なんとなく、わかってくれればいいです。




　さて、と──

　転てん校こう生せいらしく、自じ己こ紹しょう介かいでもしますね。

　わたしの趣しゅ味みは、ショッピング、ドライブ、料りょう理り全ぜん般ぱんです。

　もちろん、本ほんを読よむのも好すき。

　なかでも、ショッピングはすごく好すきです。

　お洋よう服ふくとかアクセとか、気きに入いったのが買かえた日ひには、一いち日にちハッピーな気き分ぶんになります。

　みんなも、そうじゃないかな？

　帰かえってすぐに、ひとりでファッションショーしたりなんかして。

　あれ？　みんな、これはしないか（汗あせ）。

　この間あいだ、原はら宿じゅくでかわいいチュニックを買かったのですが、帰かえってきてから着きてみると、肩かたの日ひ焼やけがすごくなることを発はっ見けんしました。

　試し着ちゃくは、したほうがいいですね（苦く笑しょう）。




　こんな感かんじのおおざっぱな人ひとなので、お料りょう理りをつくっても、おなじ味あじになったためしがありません。

　でも、まずくはないの！

　いや、ほんとに。

　きっと、世せ話わ好ずきな妖よう精せいさんが、なにかとドジなわたしを手て助だすけしてくれてるにちがいないと思おもってます。




　えっと──

　小しょう学がく生せいむけの本ほんを書かくのは、はじめてなので、すっごくすっごくキンチョーしました。

　どうだったかな……。

　少すこしでも、みんなの胸むねにのこるような、作さく品ひんになっているといいのだけど。

　感かん想そうのおたよりや、にがお絵えのイラストなどを送おくってくれると、かなりうれしいです。

「ヒャッホーイ！」

　って、小こ躍おどりすると思おもいます（笑わらい）。

　つぎのページに書かいてある、角かど川かわ書しょ店てんの住じゅう所しょに送おくってみてね。

　うれしすぎて、なにか、しでかすかもしれません。

　期き待たいして待まってます！




　さて、つぎの『ヴァンパイア大たい使しアンジュ』２巻かん目めで、みんなに会あえるのは、どうやら、この冬ふゆになりそうです。

　ヴァンパイア大たい使しになった杏あん樹じゅや光こう哉やが、どんなかつやくをするのか、どんなことに巻まきこまれてしまうのか、期き待たいしていてくださいね。

　これからも、おうえんよろしく！




　それでは、また会あえる日ひを楽たのしみに……。





Ｆｒｏｍフロム　川かわ崎さき　美み羽う
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